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は め

所報第10号がようやく刊行できるようになりました.所員とともに喜びにたえません.本号は昭和37,

38,39年の 3ヵ 年間の業務を合併したものです.所報のほかに37年から調査研究をまとめた研究報告を随

時刊行して, これはすでに第 3集に及んでおります。従って前号でものべたように所報は業務報告を主と

し調査研究は抄録にとどめました.

なお所報は lヵ 年間における研究所の動きを集約した年報であるから毎年円行することが立前であり,

このたびのようにおくれてまとめて出すことはまことに申訳ありません.今後はそのように努力してゆき

たいと考えております.

.た だしかし, こうして 3ヵ 年の業務をまとめてみると例えば試験検査の上でも流動している姿がよくわ

かり,いろいろ考えさせられる点が多いのです。36年まで猛威をふるっていたポリオが生ワク投与によっ

て37年からポツリとなくなり,終戦後たえてなかったコレラが37年 8月 突然御影丸によって運ばれ,船員

保菌者が上陸したため大騒ざとなり,連 日の猛暑のなかで不眠不体の検査をつづけたこと.ま た31,33の

両年に次ぐ日本脳炎の大流行が38年から続いている.同 じく38年からばい煙規制法の施行に伴ない大気汚

染関係の調査業務が増加してきたことなど枚挙にいとまありません.

せまくなった施設,予算と人員の乏しいなかで所員はあげて折角最大の努力をしておりますが, これ以

上はもうわれわれの極限に達してどうにもならなくなっているのが現状です。従ってこれからの衛研はこ

のように流動している地域社会のいろいろの要請に,いつでも応えうるよう発展し充実しておかなければ

いよいよ時代にとり残されるであろうことを痛|[!Rしております.

所報第10号の刊行にあたり,衛生部,各保健所をはじめ関係機関のご援助とご協力をここに深謝し,今

後のご指導とご叱正を賜わりますようお願いいたします。また所員各位のなみなみならぬ労苦を謝し一層

の努力を希望いたします.

昭 和 41年 3月 1日

福 岡 県 衛 生 研 究 所 長
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庶   務   課

福岡県行政組織規則に規定されている所掌事務のほかに,科学技術庁委託の放射能測定調査ならびに建

設省九州地方建設局委託の遠賀川水系水質調査業務関係事務を引き続き行なったが,コ レラの集団流行に

伴 う突発的臨時業務や厚生省指示の伝染病流行予測調査業務関係事務などの臨時的業務が多く繁忙の年度

であった。                                 (庶 務課長 本山   勲)

庶 務

機構と定員現員 昭和37年度における本
研究所の機構は前年度と同様,定員現員は

表 1に,配置職員は表 2に示すとおりであ
る.

表 1 年 度 別職 員 定 員 現 員

年 度 月U

職   別

師 補  15 6  15 5  15 -

34

定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員

肺 r主

貫1技

雇 J主
員 ミ技

表 2 昭 和 37年 度 職 員 配 置

事

師

５

２８

一

一

１

２

１

３７

４

１５

１

１５

２

一

１

３８

事 補   2 0  1 0  1

２

　

一
　

１

　

３８

士

員

員

務

缶

用

務

計

生

汽

衛

用

労
務
員

職 月」

課 男U 単純 労務 職員
所 長 課 長 研究員 主 事 技 師 技師補

汽缶士 用務員

1

6

13

8

10

38

長

課

課

課

課

物

験

務

菌

生

試

生

学

所

庶

細

衛

化
一計

▲ 、                ニユ′
                  =                 日 I

昭和37年度の歳入,歳出,各種委託事業費を前 3年度と比較し,表 3-6に示した。

表 3年 度 別 歳 入 一 覧

の

年 度 月」

科 月U
34 35 36 37

衛 生 研 究 所 手 数 料

保 健 衛 生 事 業 委 託 金

そ の  他
純

収  入
費

6,726,555

866,000

4,226

9,419,273

17,016,054

6,953,803

527,000

27,360

16,198,934

23,707,097

7,487,585

667,760

15,373

22,025,385

30,196,103

8,470,840

922,000

16,244

21,691,838

31,100,922

県

計

1
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表 4年 度 別 歳 出 覧

年 度 男ll

区 分
34 35 36 37

料

当

他

　

費

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

料

費

費

手

　

口Ⅲ
　

　

本

水

搬

損

　

　

料

手

の

計

償

　

　

　

　

料

糧

製

　

運

ｏ
繕

品

員

　

耗

　

　

刷

熱

信

料

　

　

材

給

諸

そ

　

報

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

借

修

備

原

使

県

庁

費

衛

生

研

究

所

費

6,835,110

3,878,344

0

10,713,454

0

395,900

176,900

343,900

1,348,400

200,600

10,000

1,175,5oo

l,005,400

153,500

0

479,000

530,000

578,000

11,363,525

5,840,488

0

17,204,013

0

453,860

162,885

263,797

1,155,272

223,200

14,852

1,142,850

1,021,804

138,694

0

422,564

999,960

501,845

1,5o0

6,503,083

23,707,097

12,773,243

6,950,714

0

19,723,957

0

575,600

136,5oo

413,396

1,696,628

250,900

14,957

1,070,630

1,005,332

174,161

0

452,976

3,082,970

696,596

1,500

900,000

10,472,146

30,196,103

14,436,643

8,165,405

0

22,602,048

19,500

782,197

271,760

572,413

1,630,806

304,275

14,816

990,150

1,074,201

215,821

5,288

449,992

1,438,760

717,395

1,5oo

10,000

8,498,874

31,100,922総

用 料 0賃 借 料

負担金補助 。交付金

工 事 請 負 費
投 資・出 資 金

計

計

5,000

6,302,600

17,016,054
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表 5  放放射能測定調査委託費

年    度    別
区    分

34 35 36 37

費

金

金

費

費

費

費

費

費

品

本

水

搬

　

料

製
　
　
運

品
　
　
計

耗

刷

熱

信

　

材

旅

賃

謝

消

印

光

通

備

原

110,000

150,000

86,000

165,000

86,880

179,460

138,051

216,530

19,500

279,606

5,000

31,475

20,709

19,5o0

17,629

748,()00

80,000

1,5oo

16,5oo

4,000

0

20,000

382,000

62,000

5,000

6,000

9,000

0

18,000

351,000

69,659

4,295

5,185

9,520

0

6,001

361,000

表 6  遠賀川水系水質調査委託費

年 度 男」

区    分
34 35 36 37

品

　

本

水

搬

料

料

製
　
　
運
　
　
計

耗

　

刷

熱

信

材

旅

賃

消

燃

印

光

通

原

54,000

55,000

205,200

26,000

3,000

2,100

0

138,900

484,200

24,000

33,000

85,000

0

0

0

500

33,5oo

176,000

24,6o0

27,920

70,580

0

20,900

144,000

25,530

62,550

65,650

0

20,270

174,000
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表 7年 度 別 試 験

年

34 35

有 料   無 料    計 有 料   無 料    計

度

検 査 項 目

急

性

伝

染

病

　

そ

細
菌

ｏ
血
清
学
的
検
査

塗 抹 鏡 検

′番  イ輌
培養検査 t万  の 施
血清学的 r凝 集 反 応

検  査 ミ補体結合反応
動  物  試  験
そ    の    他

の     他

４

０

４

　

３

‐
０

７

2

6,002

17

10

154

33

197

2

8,026       3,522

27          4

94          33

154

3

93

244 (736)      (736)

26

7

7

126

3,548

11

40

126

結 塗 抹 鏡 検

培 養 検 査

核 化学療法剤に対する対性検査

72

1,696

248

72

86       1,782

248

51

1,694

151

27

51

1,721

151

べ
に奥
（

セ

鏡

　

ワ

梅

ブ
グ

法

法

他

方

研

の

緒

微

そ

ラ ウ ニ ンヽ
・谷口変法ノ

凝  集  ,去      945
ガ ラ ス 板 法    625
カルデォライピンカーン法

そ  の  他

288 1,233

913

620

770

532

314

314

630

1,084

846

マン反応

沈 降 反 応 |
)

|

t

1検

査

鏡

検

抹

養

塗

培

淋

病

軟 性 下 府 菌 検 査

・
原
　
虫

寄

生

虫

寄 生

リ

そ

虫

ア

他

1,499 1,499       7,003 7,003

の

５

７９

　

　

　

　

‐４

応

他

自

澄

他

査

型

応

応

液

他

の

液 学 的 検

潜

そ

蛋

沈

そ

血

血

赤

医

Ｊ

ｌ

　

ｆ

，

１

１

、

／

１

１

１
１
１

屎

　

　

尿

　

　

血
　
　
液
　
脳

そ

臨
床
検
査
⌒細
菌
・血
清
学
的
検
査
を
除
く
｝

64 64血   反
の

8

100

14

8

100液

血 球 沈 降 反

化  学  反
脊   髄
の

11

食 細 菌 性 食 中

日 化 学 性 食 中

細 菌 学 的 検

毒

査
衛 理化学的検査 (異物検査をふくむ)
生 そ     の     他

543

2,520

548

2,535

175

2,086

259

2,165

2



検   査 覧

刀U

36

有 料   無 料    計

37

有 料   無 料 訓
｀

3,672 162

9

9

124

383

40

21

197

3,834       3,386

12

30

124

24

383

237

626      4,012

4,333

3

159

27

159

4,333

233

44

1,618

150

33

44

1,651

150

27

1,486

115

27

1,486

115

711

975

559

31

651

688

b

502

549

656

1,190

1,046

2

10,578 5      10,583      13,365 13,365

10

16

197

1,959

10

16

17

10

17

267 320 319

39

639

1,965       2,269 2,308

1
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表 7年 度 別 試 験

年 度

検 査 項 目 34 35

訓
｀ 有 料   無 料    計有 料   無 料

査

験

査

験

査

検

試

検

試

ｔ質

菌

学

菌

学

泉

境
　
衛
　
生

環 水 道 水イ
剰」
t化

イ
糸|||

t化井   水

温 泉 (鉱 泉)

そ      の

３８

０３

５０

６７

２４

８３

138

109

251

569

24

86

125

230

727

29

(309)
1,217

86

125

230

732

29

詢
〕

８５

４８

６

６

‐８

４０

６

６

156査

査検

検

「旧

‐
薬の

薬

他の

医

そ
薬

験

験

試

試

力

力

効

効

吝
月
サ倉

菌

虫

殺

殺

験

査

試

検

力鶏冽
　
口ｍ

著
月

薬

虫駆

試
口
叫

栄 特 殊 栄 養 食 品 検 査

養 そ    の    他 55 1 56 2 3

病 理 組 織 学 的 検 査

そ の イ[」

言+        12,443       7,275      19,718      19,691
(7,338)    (27,029)
6,602      26,293

註 :( )内 数字は委託件数を示す



検   査 覧    (つ づき)

ガ」

36 37

有 料   無 料 有 料   無 料 計計

181

268

210

789

32

482

178

169

353

811

7

227

178

169

412

814

7

238

65

31

3

zz ,8!r I ,206 z4,o|7 24,944 " 6 ,66s 31 , 609
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細   菌   課

昭和37年当課における業務内容は,糞便培養の依頼検査が昨年に引き続き増加の傾向を示しているほか
は例年に比して大差は認められない。

本年において特記すべきことは昭和21年以来,は じめてのコレラ内地侵入としてさわがれた御影丸事件
におけるコレラ菌検査業務であった.衛生生物課から4名 ,保健所から2名の応援を得て,連日猛暑とた
たかいながらほとんど不眠不体に近い作業に係員の疲労もはなはだしかったが,一名の陽性者もなく無事
に完了したことは喜びであった.

ウィルス検査部門では,イ ンフルエンザの依頼検査のほか,あ らたに流行予測事業として,ポ リオ生ワ

クチン投与に伴 う中和抗体保有状況の調査を実施した.

なお研究面においては前年に継続して赤痢菌の耐性に関する研究およびコレラ菌改良培地についての検

討を行なった。                            (細 菌課長 坂 本 サツキ)

検 査 業 務

1 腸内細菌およびその他の細菌検査

培養検査は例年同様糞使培養検査が圧倒的に多い。これは福岡
~市

内食品・給食関係業者の依頼によるも

のが多数で総検査件数4,643件に対し陽性数16件 (Sん.ルニ 2a,6,3a,7,Vα re x,1,sん 。
"′
z′κJ,2)で あっ

た。一方サルモネラ菌属検査を同時に行ない血液培養 2件,胆汁培養 1件を加えた4,646件に対し陽性 2件

ド.夕αz″ρんz° A)を認めた。その他の細菌検査は154件で,当所が市内某総合病院の臨床細菌検査を兼ね
ているため,大部分は各科領域の臨床材料から搬入された検体で陽性66件 (42.8%)であった。

2コ レ ラ 菌 検 査

東南アジア,香港, フィリッピンに多発しているコレラが日本内地特に関門港,板付空港をもっている

福岡県に侵入する可能性の強いことを想定して,当細菌課においてもすでに 5月 末頃から準備体制を整え
て待機していたが,ついに御影丸事件として

あらわれたc8月 2日 御影丸船員38名 中17名

のコレラ保菌者が発見され, これら保菌者は

すでに上陸し北九州各地区を歩き回っている

ため接触者検便も広範な地域にわ た って お

り, 8月 2日から8月 9日 まで, 2,604件 に

ついて検査を実施した。

検査方法は直接採便したものをペプトン水

に入れ当所に急送 し,衛生検査指針に準じて

行なった。検査成績はすべて陰性であった.

日別検査件数は表 8の通 りである.

(研究員 西見保之・技師 常盤寛)

3血 清 学 的 検 査

血清学的検査はウィダール反応 (27件 ),

表 8 日別 コレラ菌 検 査 件 数

ならびに県内集団発生分離株の菌型判定 (262件 )が行なわれた.

4 福岡県における赤痢・サルモネラの菌型ならびに薬剤耐性

本年の県下各保健所から依頼された赤痢菌株は 261株で, 特に筑紫, 宮田,

士山
区
ガU

8 ノ1

計|・
23456789

門司

戸畑

福岡

京都

遠賀

小倉

若松

八幡

飯塚

衛研

計

205

21

17

98

57

4

414

36

315

103

19

32

18

7

６７

４９

‐２

２

６

９

４５

Ю

２

6 1,782

294

61

2

243

144

31

6

36

2,604

３４

４３

９

97

51

15   18    3

243  745  159  521  544  158  223   11

飯塚の各保健所管内に集
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団発生が認められた.菌型別では表 9の ように Sん.ノル″.2a,109件 ,Sん ,sθ″z′が,103件 と圧倒的に多く,
次いで 5ん。/″じ.3a,2b,3bの順であった.

表 9 赤 痢 菌 保 健 所 別 菌 型

保 健 所 別
菌 型 計

宗像 浮羽 宮田 筑紫 糸島 飯塚 大隈 三井 1到 || 三瀦 早良
支所

Sh. flar. I a
Slt. fler. I b
Sh. J-ler. 2 a

Sh. J'lat. 2 b

Sh. J'\rc. 3 a

Sh. J'lar. 3 b

Sh. J'lu. 'l

Sh. J'lu. var. Y

[ih. sottnei

d1'

一
６

一　
一　
一　
一　
一　
一

一

１

１０

１

１

一

一

　

一
　

１

　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

２ ２

　

１

　

一
　

一

一
　

一
　

５ ５

　

一
　

１

　

２

一　
一　
一　
一　
一　
一

一
　

一
　

７

　

一
　

２ ２

　

一

一
　

一
　

１２

一
　

６

　

１８

一
　

一

８

一
　

２２

　

２２

一
　

一

１

一
　

１ ５

　

７ ３

１

　

一　

１

6    12

17

17

1

109

2

42

2

103

261

19

48

次に常用抗生剤に対する耐性ポ|(≧ 100mCg/m′ )出現率を保健所別にみると表10の とおりで,分離菌の

耐性パタ‐―ンは表11に示した.                   (研 究員 西見保之・技師 常盤 寛)

表 10 地 区 別 耐 性 菌 保 有 状 況
(≧ 100mCg/mZ)

保  健  所 件数 SM CM TC

塚

島

羽

隈

川

紫

田

井

渚

像

所

研

支良

飯

糸

浮

大

田

筑

宮

三

二

宗

早

衛

29

1

1

22

18

32

73

8

12

48

17

8

269

2( 6。 9)

1(100 )

1(4。 5)

11(61。 1)

1( 1.4)

12(100)

22(45.8)

3(37.5)

53( 19.7)

2( 6.9)

1(100  )

11(61.1)

1( 1。 4)

9(31)

1(100  )

2(9。 1)

11(61.1)

9(28.1)

2( 2.7)

計

12(100 )

22(45。 8)

3(37.5)

52( 19。 3)

12(100 )

22(45。 8)

4(37.5)

72( 26.8)

註 :( )内 は%を示す

表 11  赤 痢 洪| の 耐 1生 パ タ ン

菌 型

単 斉」 耐  性 二   斉」  耐   性 三 剤 耐 性

s II   C II   TC   S hI・ C■′I   Cヽ 10T C   T COS II   S hI・ C■[・ TC

Sん。/′ι∬0   1a
Sん。ノ7こ,∬.    2a

Sん。夕α. 3a
Sん。メノ

`∬
.varo x

Sん。sθκ′ι
`J
計

45

57
一
２
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5結 核 菌 検 査

501 顕微鏡検査 チール・ネルゼン氏法により行ない,総検査件数31件 (陽性 8件,25。 8%)で月別
検査状況は表12の とおりである.

表 12 結 核 菌 の 顕 微 鏡 検 査 成 績

月 別

計
1     2     3     4     5     6     7     8     9    10    11    12

検 査 件 数
１

２

３

４

５

2

1

0    7    1    0 31

1

1

2

2

ガフキー 一

１

一
　

１

　

一
　

一
　

２

　

３

502 培養検査 総検査件数1,559件に対し陽性203件 (13%)でぁった。定型,非定型抗酸菌を含めた
月別ならびに陽性判定を分離別に示したものが表 13である。

表 13 結 核 菌 培 養 検 査 月 別 陽 性 数

月 男」

計 (%)
123456789101112

1,559

75(4。 8)

27(1。 7)

56(3。 6)

45(2.9)

203(13.o)

18

８７

　

６

　

一
　

一

０８

６

２

９

　

４

　

２３

５
　
一　
Ｈ

99

4

1

6

15

26

００

６

３

７

一

１６

一

８５

　

４

　

３

一
　

１３

75

5

3

1

12

3

数
　
　
　
　
　
　
　
能

件
　
　
　
　
　
　
　
　
不

十

十

＝

――――

計

査
　
　
　
　
　
　
　
　
査

検
　
　
　
　
　
　
　
　
検

9

12

表 14 結 核 菌 の 耐 性 検 査 成 績

月 月」

項 目 諄ト
123456789101112

６

６

６

１４

６

８

１０

６

８

２５

３６

”

２

２

１

６８

一

１

一　
一

一　
一

一　
一

一　
一

一

１

一　
一

SM
PAS

I NII

S■ 1

1)AS

INH

SM

PAS

I:NH

SM
PAS

INH
SふI

l)AS

INH

11-一 一 一 -1-2
-4-一 -11321

-2--1-一 -11
-1-一 -2212-

-  1 - -  1  2  2  1  3 -

-1-一 -1-13-

-1-一 -2121-
4123231-22

一　
二

　

一
　

一　
４
　
５
　
６

　

一
　

一
　

一　
２１

完 全 耐 性

不 完 全 耐 性

完 全 耐 性
(不 確 定)

耐 性: な し

検 査 不 能

一
　

一
　

一

９

一
　

一
　

一
　

２４

一
　

一
　

一
　

１８

一
　

一
　

一
　

１２

一
　

一
　

一
　

１２

一
　

一
　

一

９

一
　

一
　

一

６

一
　

一
　

一
　

１８

一
　

一
　

一
　

１２

一

４計
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5e3 耐性検査 結核菌の依頼耐性検査は SM 10mcg/mι ,PAS 5mcg/mι,INH lmcg/mι の各一濃
度を直接法により培養,判定は指針に準じた.表 14に示したように, 検査件数168件に対し,完全耐性18

件 (10。 7%),不完全耐性28件 (16.6%),完全耐性 (不確定)24件 (14.3%)でぁった.ま た SM,PAS,
INHの 3薬剤耐性検査依頼29件についての耐性パターンは表15に示した.

表 15 結 核 菌 の 耐 性 パ タ ン

耐 性

月 月」

計
123456789101112

SI′ 1

PAS

INH
SM・ PAS

PAS・ IN:H:
INHoSM
SMOPA S・ INH

6消 毒 薬 検 査

消毒薬検査は総検査件数31件 (ゾール剤24件,乳剤 5件,次亜塩素酸ソーダ 1件)で, うち 1件はラジ

ウムタイルの大腸菌に対する殺菌試験であった.         (研 究員 西見保之・技師 常盤 寛)

7ゥ イ ル ス 検 査

701 インフルエンザ検査 依頼を受けたインフルエンザの検査件数は血清学的検査53件のうち,急性
期,回復期とも血清のそろったもの20件であった。ウィルス分離検体は43件で,その成績は表 16の とおり

である.

表 16  インフルエンザの血清学的検査ならびにウイルス分離成績

血 清 検 査 ウ イル ス分 離 検 査
保   健   所   名

一
　

１

　

２

　

一
　

一
　

１

二

　

一二

蕃
月
　

　

　

　

吝
月
　

　

一月

一
　

一

１

　

一
　

一

一　

１

１

１

　

一

ギ|ム数
型別決定
A2   B <4

検査
不能
件数 響 :IZず普 陰性
７

６

‐０

‐０

５

５

０

４３

南

央

幡

畑

岡

米

都

中

留
　
　
計

倉

〃

小

　

八

戸

福

久

京

0

0

0

0

0

0

0

0

7

6

10

10

b

5

10

53

702 ポリオ流行予測事業 昭和36年から
のポリオ生ワクチン投与にともなって,中和

抗体価の保有状況調査の目的で流行予測事業

が実施され,本県においても,そ の実態調査

を行なう・ことになったので,当研究所におい

ても久留米大学と共同して,中和抗体価の測

定ならびに生ワクチン投与後のウィルスの分

離を行なった。当研究所において実施した中

和抗体価の測定ならびにウィルス分離件数は

表17・1 ポ リオの 中和抗 体 価

保健所名
生 ワク

投 与
件  数

<4

I   Ⅱ   Ⅲ

たF  可」{

朝  倉{

言十  ・{

２９

２９

９６

９６

２５

２５

前

後

前

後

前

後

4

0

11

()

15

0

3
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表 17・ 2  ポリオの中和抗体価とウイルス分離成績

中 和 抗 体 価 ウ  イ ル  ス 分  離
保   健   所   名   集団 <〔 4

件 数

200

114

242

130

686

ル  ジス

22丼

2

15

18

38

Ⅱ

3

1

9

19

32

件 数 ボ リオ

388小

　

　

久

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ｒ

‘

ｔ

　

　

ｒ
マ

ｔ

倉

　

　

米

0

0

留
　
　
計 388

ECOH-1, 6, ECHO-lo, 1, ECHO-12, 4, ECHO-15,

COXSaCkiC B3, 3, COXSaCkie B4, 1, Coxsackic B6, 1,

1, ECIIO-19, 2

AdCl10, 2

ECHO-28, 1

表 17olぉ ょび17o2の とおりである。

703 当仁小学校および浄和幼稚園におけるポリオ中和抗体価ならびにウィルス分離成績 流行予測事
業とは別に,私共はポリオに対する中和抗体保有状況ならびにウィルスの保有状態を知るために,福岡市内

の小学校学童および園児について,実態調査を行なった.その成績は表 18に示すとおり,ポ リオ I型に対し

表 18  当仁小学校におけるボリオの中和抗体価ならびにウイルス分離成績

中 和 抗 体 価
学  年  別 く 4

件数

91

134

141

150

122

154

792

５

６３

‐２

９

２５

２６

４０

１

２

３

４

５

６

訓

13

14

8

30

27

19

111

14.3

10.4

5.7

20。 0

22.1

12。 3

14。 0

1

0

1

0

2

1

5

幼 稚 園 児 67 4。 5

て86%の学童が 4倍以上の抗体を保有し,園児では95。 5%が 4倍以上の抗体を保有していた・ウィルス分離

については各学年ごとに検査当朝,検体の採取ができた140例について検査を実施した.検体は糞便で,使

用細胞は初代 MK細胞を用いた。その結果 ,
ポリオウィルスは 1例 も分離されず,非ポリ

オウィルス 5例を分離することができたが ,

このウィルスの 同定 は行なっていない.な

お,第 1回の検査で 4倍以下の抗体を示した

学童については結果の判明と同時に生ポリオ

I型ワクチンを投与し, 4週後に第 2回 日の

検査を実施し, その陽転率を検討した。その

結果は表 19に示すとおりで,84.8%の 陽転率

が認められた.さ らに陽転しなかった15。 2%

の学童について生ポリオ I型ワクチンを投与

したが,第 3回目の検査は実施していない .

学  年  別

表 19  当仁小学校における生ポリオ
フクチン投与後の陽転率

一率
％
一

面

一易

　

一

′

一

‐

‐
‐
Ｆ

　

一

休

一　
一後
一

一　
一与
一

一　
一■
一

丸

一４
一ｊ
一

１

一
１

一
　

一

一
＜

一
　

一

一
　

一ム
ｕ

一

一
　

一ヽ
日

一

和

一　
一与
一

；

一

　

一

生

―

一
　

二

日

「
一　

　

　

．

一
数

一

一
件

一 ‐３

‐３

‐０

２５

３１

０

９２

‐３

‐３

‐０

２５

３１

０

９２

１

２

３

４

５

６

計

77.0

84。 7

100

76.0

89.7

0

84.S

一

　

一

‥

螢
一離
．制

・１

一
　

一Ｌ

貪
一分
升

メ

Ｌ
一
ス

一

一

Ｊ

一

離
一ル
一

分
一ィ
一
一ン
一ォ

ス
一ゴ
リ‐

一　

一ボ

／

一

　

・

シ

ル

一一

ィ

一

ン

一

Ｔ

一

気

一　

半
食

一
件
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研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究完了したもの。

1)ジ フテリア培地に関する研究

前年度より継続しているもの。

1)ジ フテリアの疫学的調査に関する研究
2)福岡県における腸管系ウィルスの保有分布調査ならびに免疫学的調査
3)螢光抗体法によるインフルエンザの診断について

本年度新規に研究を開始したもの

1)コ レラ菌に関する研究

2)ジ フテリア抗毒素測定に関する調査研究
なお,当課の研究業務のうち,昭和37年内に学会 0誌上に発表したものを以下に抄録する。

1 腸管内における赤痢菌の耐性獲得についての観察
坂本サツキ・武原雄平 0西見保之 福岡県衛生研究所研究報告第 2集 昭和37年 12月 20日

我々は,昭和31年以来,耐性赤痢菌の推移について観察してきたが,福岡市立荒津病院の協力を得て,
赤痢菌の腸管内における耐性発現の様相を,大腸菌と投与薬剤との関係を中心に一般健康者および赤痢患

者について観察し,次の結果を得た.

1)一般健康者5,074名 のうち260例, 赤痢患者200名 のうち97例の耐性大腸菌を検出し,そのほとんど
が 3剤耐性菌であった。

2)一般健康者5,074名のうちから検出した 3株の赤痢菌 (Sた 夕′″.3a,2株 ,Sん。″′ふ la, 1株)は
いずれも3剤耐性菌であり,しかも3剤耐性大腸菌との共存を認めた:

なお同時に15例の P鰤θιθzsも 検出され,いずれも3剤耐性大腸菌と共存していた。

3)赤痢患者として入院した200名から, 107例の赤痢菌を検出し, そのうち26例の耐性赤痢菌を認め
た.ま た26例のなかで入院当初は感受性赤痢菌を検出し,入院中に耐性菌に移行したものが 3例あった.

4)赤痢菌と大腸菌の関係についてみると,一般に耐性赤痢菌と耐性大腸菌 もしくは感受性赤痢菌と感
受性大腸菌との共存率は耐性菌と感受性菌の共存に比較して高かった.

5)薬剤投与と耐性菌検出との関係については,薬剤を使用したために耐性化が起 きたと考えられる例
は少なかった.しかし数例の大腸菌において明らかに薬剤の投与によって耐性菌に移行したと推定される

例も認められた.

6)菌型と耐性化については,全般的には,菌型によって特異的に耐性化が起るとは思われないが,た
だ S乃′.夕lιふ Vare Xで は比較的高い耐性菌検出率を示した。

2 コレラ菌の分離培地について
真子憲治 0坂本サツキ・常盤 寛 日本伝染病学会第10回西日本地方会総会 昭和37年 12月 9日

コレラ菌の分離鑑別培地としてハートインフュジョン (栄研)寒天をベースとした改良培地を試作し知

見をえたのでここに述べる。

組成 :HI寒天 100mι, クエン酸ソーダ0.8g, チォ硫酸ソーダ0。 8g, 胆汁末 2g, デキストロース
lg,乳糖 lg,ウ ォター青0。 16g,暉 7。 8

本培地は比較的選択性が強く,ア ルカリペプトン水 8時間培養の糞便では特に腸管系の常在細菌は大部

分発育しない。したがってコレラ菌保菌者検索用としてはこの種の鑑別培地が必要と考える。
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衛 生 生 物 課

昭和37年, 当課の検査業務に関しては特筆 するような点はなく例年どおりであった.研究業務の面で

は,従来引き続き行なってきている食中毒原因調査に関する研究,県下レプトスピラ症の分布調査,な ら
びに前年より開始した 日本脳炎の疫学的研究に関し成果をあげることができた。 日本脳炎の疫学的研究

は, 昭和36年には方法論的な検討, 準備に忙殺され, 8月 中旬にいたり県下筑紫郡筑紫町岡田部落で媒
介力の野外調査に着手することができたのにとどまったが,本年は調査地点を粕屋郡大川町内橋部落に移
し,媒介力の生態に関する野外調査を行なうとともに力材料からのウィルス分離を試みて 3株の日本脳炎
ウィルスを分離できた.こ れは九州における日本脳炎ウィルスの力からの最初の分離例であり,従来行な

ってきている患者の血清学的な調査とあわせ,本県における日本脳炎の疫学的研究を進展させる上に有力
な手がかりを得ることができた.                       (衛 生生物課長 高橋克己)

検 査 業 務

1 食品細菌 0獣疫検査

昭和37年の食品細菌検査および獣疫検査は次のとおりである.

101 食品および食中毒の細菌学的検査 一般食品および牛乳,乳製品,缶詰,清涼飲料水,醸酵乳,
乳酸菌飲料などの検査件数は 659件で食中毒は魚介類および菓子類によったので魚介類のほとんどは腸炎

ビブリオ菌によるものであったが,菓子類では原因菌が葡萄球菌によるものが多数であった。
102 水質検査 水の細菌学的検査件数は496件で, うち井水281件 (不適 79件 28.1%),水道水 (含簡
易水道水)157件 (不適 17件 ,10。 8%),そ の他の水 (河川,谷川)58件 (不適 1件1.7%)であった。
103 獣疫検査 獣疫は 3件で狂大病の疑いであったが,検査の結果いずれも陰性であった。

表 20 食 品 細 菌 獣 疫 検 査 覧

検 査

月 男」
男」 言十
123456789101112

281
79

113
17

44

58
1

77
64

582
114

3

40 1,158
5   275

712676
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2
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74
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2
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数
適

数
適

数
適

数
適

数
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数
適

数
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数
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件
不

件
不

件
不

件
不

件
不

件
不

件
不

件
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て

て

て

て

て

て

水

水

水

他

毒

菌

疫

易

　

の

　

細

井

簡

市

そ

中

口」

計

水

　

　

　

質

7

13

12

11

51
16

112
38

17

17

203
38

84  323
33    77

食

食

獣

70
13

141
56

80
14

2寄 生 虫 0臨 床 検 査

2・1 寄生虫検査 昭和37年における寄生虫卵検査依頼は総計13,618件で, うち集卵法による検査依頼
は15件,他はすべて塗抹法によるものであった。検査依頼の主体は,昭和35年,36年に引き続き福岡県教
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育庁の依託による福岡市内の県立高等学校生徒の寄生虫卵検査9,952件で,他は各種学校生徒 。児童 1,542

件,事業所従業員2,109件 ,一般個人 15件であった。年間検査成績は表21に示すとおりである。
2・2 臨床検査 血液型判定33件,血液像検査 2件,血色素測定 10件,血球数計算 4件,脳脊髄液検査
9件,総計58件であった。                          (衛 生生物課長 高橋克己)

表 21寄 生 虫 卵 検 査 覧

月 男|∫
項 目 計  (%)

123456789101112

186

116

86

2

7

2

2

1

1

1

404

1.37

0。 85

0。 63

0。 01

0.05

0.01

0.01

0.01

0.01

0。 01

2.9731050012791

11   12 4,1244,249 2,303   224  116  497 1,102  13,618
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・
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，■

十

形

虫

虫

虫

虫

↓

．語

査

　

　

　

　

　

　

　

　

　

虫

畑

鉤

鞭

燒

異

畑

畑

釣

鞭

畑

検

虫

卵

別

8     2    30    26

3虫   疫

昭和37年,衛生こん虫・ダニ類に関し試験・検査依頼の

あったものは5件で,すべて家屋内に発生した刺こう性害

虫としての種名同定であった。うち 1件は飯塚市某家屋に

おけるクロアリガタバチ Sεルηルr″ガs′zわ夕οηz・銘s Yuasa

によるものであったが,他はすべて雑虫であった.

(技師 山本英穂)

4血 清 学 的 検 査

401 梅毒血清学的検査 昭和37年における梅毒血清学   図 1 クロアリガタバチ, Sθ Jθ旬ルr′″な
的検査の依頼件数は 2849件で,陽性は 252例 (88%)で    '2鶴 欝 轟 iS絲蔦6年 7月 16日
あった.緒方法の陽性率が高いのは,治療患者について定      採集
量法を行なっているためであり,ガラス板法の陽性率が他の 2法に比較して低いのは妊婦血清,集団検診
についてだけ行なったためである.

表 22 梅 毒 血 清 学 的 反 応 検 査 成 績 覧

月 男」

検  査  法 計
陽性率
(%)123456789101112

凝 集 法{傷 程
緒 方 法{傷 程
ガラス板法{傷 警
計 {憐 驚

151
10

65
7

132
6

348
23

246
7

46
7

228
6

520
20

43
6

41
6

26

2

110
14

1,196
95

654
90

999
67

2,849
252

7.9

13。 7

6。 7

8。 8

７１
１０

７ｌ
Ю

４５
５

８７
２５

72
12

72
13

52

8

196
33

６６

９

４５

７

４５

８
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4・2 日本脳炎補体結合反応検査 日本脳
炎補体結合反応検査は159例について行ない ,

陽性例は15例 (9.4%)で あった.

(研究員 大塚 悟)

表 23  日本脳炎補体結合反応検査成績一覧

月        別

12345678 9101112
ュ 陽性率口l(%)

数件 4  6 35 109  5

3 10  2

159

15

9.4
陽性数

研 究 業 務

本年度当課で行なった研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完 了したもの .

1)嘉穂郡某炭坑におけるワイル氏病の発生について
2)酷酵乳および乳酸菌飲料について
3)乳酸菌測定用培地について
4)病原性好塩菌およびコレラ菌,腸球菌新分離培地について
前年度から研究を継続しているもの .

1)Staphy10COagulaSeに 関する研究

2)福岡県における日本脳炎の疫学的研究
3)レ プトスピラ症の分布調査
4)腸中菌の食中毒と胃 0腸炎毒素に関する研究
5)乳酸菌測定用公定培地 Bo C.Pと ん.みιιむα′士

“
sの発育

本年度新規に研究を開始したものはなく,昭和37年内に学会・誌上に発表した当課の研究業績の抄録は

次のとお りである.

1 病原性好塩菌及びコレラ菌の新選択分離培地について

中西恭生 第10回獣医公衆衛生学会,宮崎市,昭和37年 10月 17日

コレラ菌については2, 3の古典的培地が常用されているにすぎず,しかもこれらコレラ菌分離培地は

作製に適正を欠くと全然増殖しなかったり,あ るいは作製に手間がかかるうえに,作 ってもすぐに使用で
きないなどの不便さがある.一方わが国において夏期に多発する病原性好塩菌食中毒はその感染経路,臨
床病像などにおいてコレラとかなりの相似点があり,ま た本菌の培養上の性状もコレラ菌ときわめて類似
している.以上の諸点から病原性好塩菌およびコレラ菌の両者の検索に併用でき,かつこれが選択的に分
離培養のできる培地があればきわめて有利である。私はこの種の培地について研究し,い ささか利用価値
のあるものを考案したので報告する.

考案培地 (V培地仮称)

組成 :脱脂粉乳 10g,ポ リペプトン10g,酵母ェキス5g,塩化ナトリウム10g,チ オ硫酸ナトリウム
10g, クエン酸ナトリウム10g,ク エン酸鉄 lg,胆汁末20g,乳糖 5g,自糖5g,寒天20g,

蒸溜水 1,000mι ,0。 2%フ ェノールレッド 1.5-2mJ,pH 8.4± 0.1

本培地におけるコレラ菌集落は自糖を分解して黄色となり, 赤褐色の培地色をコントラストして美し

く,かつ判別しやすい。病原性好塩菌中自糖非分解株は灰自色やや不透明,ま た自糖分解株は黄色でやや

不透明な集落をつくり,かつ硫化水素産生の著明な菌株では集落の黒変がみられた。一方対照として供試
したサルモネラ,シ ゲラ,大腸菌および枯草菌の増殖はV培地ではほとんどまたは完全に抑制された.ま

れに,ブ ドウ球菌あるいはプロテウスでは発育した菌株があったが, これとても20-24時 間培養ではきわ

めて少数かつ微小の集落を生じたにすぎなかった.
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2 今夏病原性好塩菌によると思われる食中毒の発生状況と病原性好塩菌等の新分離培地について
中西恭生 。高橋克己 0真子憲治 第 15回 日本細菌学会九州支部総会 熊本市,昭和37年 10月 14日

36年度当研究所に集団食中毒として送付された検体12件のうち,患者便あるいは原因食品から病原性好
塩菌を検出して,本菌による食中毒と判定したものは 7件 (58.3%)でぁった。今夏はコレラ騒ぎで生食
などに注意されたせいか送付された検体数は 9月 現在で 5件にすぎないが,そのうち3件は患者便および

原因食から病原性好塩菌を純培養の形で検出し,いずれも0-5を示した.

病原性好塩菌の分離用培地としてはいろいろ報告されているが,われわれは筆者の一人,中西が創案し
たV培地を専ら使用している。この培地創案の目的は臨床的病症の酷似している病原性好塩菌とコレラ菌

に共用できる選択分離培地の作製にあった。この培地では腸内細菌 Enterobacteriaceaeの 抑制は強いが

病原性好塩菌のほかコレラ菌,腸球菌の発育もきわめて良好で集落相互の判別も容易である。さらにV培

地にエスクリンを分解する腸球菌株の周囲に特徴のある黒褐色の
etha10''を

生じ, これらの菌の分離用培

地として利用しうることを経験した.

V培地 (仮称)の組成 :前報を見よ。

3 腸球菌によると思われる甘酒食中毒の疫学的調査研究
中西恭生 。高橋克己 0真子憲治 第62回九州医師会医学会,熊本市,昭和37年 10月 28日

私らは腸球菌に起因したと思われる甘酒による食中毒に幾度か遭遇した.こ の食中毒の一般症状は甘酒

摂取後平均して 2時間ごろから嘔気,1匠吐,腹痛および水様性下痢をおこすが発熱は著しくなく,葡萄球
菌による食中毒の場合の症状と全く酷似している。

培養検査を行なうと,そのつど検体の甘酒から陽球菌 D7′′′ησθ″″Sメα
“
α′7isを 多数あるいは純培養の

ように検出されたが,葡萄球菌の検出はなかった.

4 Staphylocoagulase の抗原構造につtヽ・て
'(予
報)

高橋克己 第 18回 日本公衆衛生学会,広島市,昭和37年 10月 14日

助″物あ
““

zιs απππsの菌体成分による型別分類が未完成の現在においては,信頼性が高くかつ実用

的な型別法としてファージ型別とコアグラーゼ型別がある。 コアグラーゼ型別は S″夕んノοω
“
%s αππzs

の産生するフリーコアグラーゼの抗原特異性を用い,その各型抗血清による血漿 (主 として家兎)凝固抑

制反応により行なうものであり,現在まで 7型に区分されている。しかし,各型間に共通抗原が存在する

かどうかは, この反応手技自体の制約によっていわゆる吸収試験が不可能なために判然としていない.コ

アグラーゼ各型間の共通抗原の有無は,コ アグラーゼが Sιαクれゾοθο
“
πsの病原性にもっとも密接に関係

する因子であるため本菌の感染免疫とも関連し重要な意義があると考えられる.筆者はコアグラーゼがホ

ルマリンの添加によってその血漿凝固性は失うが, 抗体産性能 および抗体結合能を失わないことを見出
し, このホルマリン不活化コアグラーゼを用いて交叉吸収試験を行ない,コ アグラーゼ各型間に共通抗原

の存在を推測させる成績を得た.すなわち,コ アグラーゼ各型の標準 Sた夕んノοω
“
πS απ″πS(東京都衛

生研究所 善養寺博士の分与による)の フリーコアグラーゼを等電位点沈殿法により粗精製した高力価サ
ンプルをホルマリンで不活化し, これで家兎を免疫して比較的容易に高力価の各型コアグラーゼ抗血清を

得た.こ のコアグラーゼ各型抗血清 (原液)の一定量に等量のホモおよびヘテロ各型不活化粗精製コアグ

ラーゼ (活性時高力価)を加えて吸収させた後, この抗血清について型のようにホモおよびヘテロ各型活

性コアグラーゼおよび家兎血漿をおのおのに一定量加えて,その血漿凝固抑制価の変動を測定した。その

結果, この過程における抗血清の稀釈倍数の変動を訂正し,抗血清に対するホルマリン不活化コアグラー
ゼのホモおよびヘテロ抗原の吸収効果がみられるのは当然として,ヘテロ抗元でもかなり大幅な吸収効果
がみられた。このことはフリーコアグラーゼ各型間に特異抗原とともに共通抗原の存在を示唆するものと

思われる。
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5 レプトスピラの凍結乾燥に関する研究
大塚 悟・真子憲治 第 5回凍結及び乾燥研究会,東京都,昭和37年 4月 1日

レプトスピラの凍結乾燥による 3年保存後の成績について検討を加え,次のような結果をえた.
1)菌液についての検討 :菌原液には菌令 7-10日 培養のものを用い, 菌数が 4.5-6.O x 103程 度である
こと,媒液は乳糖,ブ ドウ糖が適当で,薦糖は不適であることを認めた.
2)復元にはコル トフ変法培地が蒸溜水よりもすぐれていることを認めた.
3)菌株によって凍結乾燥に対する抵抗性に強弱が認められた.
4)レ プトスピラは以上の諸条件によって,少 くとも3年間は凍結乾燥による保存が可能である.

6 福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査 第 3報
真子憲治 0大塚 悟 第 10回 日本伝染病学会西日本地方会,久留米市,昭和37年 12月 9日

昭和30年 4月 以来県下のレプトスピラ症の系統的分布調査を行なっているが,鼠族,野犬等については

一部報告しているので,今回はその後の成績特に各種動物における病原分離成績と,県下各地の一般住民

ならびに不明熱患者についての調査成績を報告する.

1)各種動物の腎または尿からの病原検出状況は,鼠族 112例中19例 (16.9%),野 犬46例中 7例 (15.2
%),猫 55例中 2例 (3.6%)が陽性で,牛43例,馬 31例,豚 86例,山羊47例,コ ウモリ30例からは陽性例
は検出されなかった.分離状況は鼠族から12株 (L ttηんαθ′,2θ r′力αgJ“),野大から L“ η

`iθ

οル 3株を

分離することが出来たが,猫からは分離出来なかった。

2)一般住民についての Schiffner― Mochtar反応では,571例中57例 (9。 9%)陽性で,菌型ではL雄 .

22例34.3%,L“
'7.15例
(23.4%),L αzι′。6例 (9。 2%),Lんあ″ 11例 (17.1%),L αzダ。―A9例

(14。 0%),Lタッ知。1例 (1.5%)で そのうち混合感染例は L加 .十二 んθι″.3例, L″ .十二 αあ′.―
A.,L“ η.十二。αz″.,L“″.十二.α zsι。―A,L λθιグ.十二 α″eの各 1例となっており, 従来県下で認め
られている L雄 .,L“″., L ttθらこ,L αzι′.以外に Lα

“
ダ。―Aが比較的多く分布していることが新

事実として注目され, Lタッ旬.の存在も興味深い問題で, 地域的には築上郡, 八女郡黒木町における秋
疫系レプトスピラの混在が認められたことからこれらの地方からの病原分離の必要性が痛感された。なお

不明熱患者からは,陽性例は認められなかった.

7 福岡県における野外棲息力からの日本脳炎ウイルス分離
高橋克己 0山本英穂・大塚 悟・真子憲治 第10回 日本伝染病学会西日本地方会総会,久留米市,
昭和37年 12月 9日

野外棲息力からの日本脳炎ウィルス (以下 JEVと 略記)の分離は,岡山,東京およびその近接地域で
はくりかえし試みられ,と くにコガタアカイエカが 7月 下旬-9月 上旬にかなり高い汚染率を示すことが知

られているが,九州では金子 (1936)によって報告された陰性成績があるだけである.九州では,岡山あ
るいは東京周辺地域とは媒介力に関する生態学的諸条件も異なると思われるし,ま た JEV流行株の地理
的異同を知る必要から,われわれは福岡県粕屋郡粕屋町内橋部落において, 7月 上旬から9月 上旬にかけ

て,野外棲息力とくにコガタアカイエカ♀からの JEV分離を試み,JEVと 同定される3株を分離した。

野外棲息力の捕集は武田ら (1962)|こ よるドライアイス誘引法および畜舎内に謂集する力の吸虫管によ

る捕獲によって期間中およそ 1週間ごとに行なわれた.JEV分離は, 捕獲力をおよそ12時間 5%庶糖水
を与えて飼育,コ ガタアカイエカ♀だけを選別,100♀■を 1プールとして,ペニシリン 500 ut/mι およ

びストレプトマイシン 500 μg/mι 添加10%ひ な血清加リン酸緩衝液を稀釈液として乳剤化,10,000 rpm
10分間遠心後その上清を生後 4-7日 目哺乳マウスに脳内接種した。

調査期間中の当地域のコガタアカイエカの消長は,ラ イトトラップによる捕集成績から推定すると, 8

月上旬に顕著なピークを示した.

全期間を通じ, JEV分離に供されたコガタアカイエカは総計40プールで, うち8月 6日採集力10プー
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ルから JEVと 同定される 3株を分離した.う ち 1株は牛舎内で採集した力材料から,他の 2株はドライ
アイス誘引法により採集した力材料からであった。

分離された 3株は CFぉ ょび HI試験の結果,いずれもJEVと 同定され, 3株の HA至 適 pHは 6.6
ぉょび 6.8であった。

なお,本実験は力採集,乳剤化の作業と被接種哺乳マウスの入手,接種が継続的に進行せず,力材料保
存上に不備な点があったので,陰性成績を得た接種材料中にも JEV汚染力が含まれていたことは否定で
きない.し たがって, コガタアカイエカからの分離率,汚染力出現時期については確かでない。

8 昭和37年における福岡県下の日本脳炎患者の血清反応検査成績について
大塚 悟・高橋克己 0山本英穂 0真子憲治 第10回 日本伝染病学会西日本地方会,久留米市,昭
和37年 12月 9日

昭和37年本県で発生した日本脳炎疑似患者の血清について,CF,HI両 反応による血清学的検査を行な
ったので報告する.

抗原は中山予研株を用い,一部比較の意味で本年県下の力から分離した JaFAr-1462株 と JaGAr♯01

株,G-1株をも用いた.

検査成績 :98例中30例 (32.6%)陽性で, その内訳は CF 7例 (7.1%), H130例 (32.6%)陽性で

HIに陽性率が高いがこのことは HIの陽転が CFよ り約 1病週早いことから採血時期によることも考
慮すべきである。また FU 62-14,JaGAr♯01,G-1と の比較では中山抗原より,JaGAr♯01,JaFAr-1462

株抗原が比較的抗体価が高かった.

9 Nankor乳 剤の残留処理によるイエバエ駆除実験

山本英穂 :福岡県衛生研究所研究報告  1,39-46,昭 和37年 3月 28目

内容抄録は福岡県衛生研究所報 9:15(昭和39年)を見よ.



化 学 試 験 課

当課における検査業務は食品をはじめとして各試験が全般に増加している.一般依頼検査のほかに中性

洗剤汚染の水質調査,医薬品製造工場の排水調査,西瀬戸内海臨海ダム流入河川水調査を行なった。また

継続業務として遠賀川水質汚濁調査,放射能調査を行なっており, 技術者の不足は限界 に達した感があ

る.こ のような状態において “パラオキシ安息香酸エステル類の比色定量法",“汚染飲料水中の微量四エ

チル鉛定量法",“ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフッ素の比色定量法の研究 (9

報)",“響灘および玄海灘におけるし尿海洋投棄による海水,底質の汚染調査",“福岡県における放射能

調査"な どの研究および発表を行なった。                (化 学試験課長 大田 寿)

検 査 業 務

1食 品 試 験 表 24 食 品 試 験 覧

一… 20-―

総件数 167件で食品別内訳は表24の とおり

である。有料試験の大部分はカロリー算出の

ための成分分析であり,ま た容器包装のほと

んど全部は例外容器の規格試験であり,不合

格は厚さの不足によるものである。魚貝類の

項の不適の 2件は “冷凍タラ"中のホルムア

ルデヒド過量によるものである.

(化学試験課長 大田 寿・研究員 中村幸男)

2薬 品 試 験

総件数89件で,内訳は一せい収去によるも

の22件,そ の他の行政依頼によるもの35件 ,

一般よりの依頼によるもの32件である.一せ

い収去試験の内訳は表25の とおりである。一

般より依頼のうちおもなものは,次亜塩素酸

ソーダ液 7件, ビタミン内服液 6件,硫酸バ

ン± 3件である.  (研 究員 森  彬)

3製 品 検 査

月別件数は表26の とおりで,年間を通じあ

まり増減はない.品質 も年々向上していると

思われる。      (研 究員 中村幸男)

魚介, 肉卵類および その加工品 (かん
詰,びん詰を除く)
乳   製   品
ア イ ス ク リー ム

殻類およびその加工品 (かん詰,びん詰
を除く)

野菜類,果物およびその加工品(かん詰 ,
びん詰を除 く)

菓   子   類
清凍,保存,酒精,飲料
かん詰,びん詰食品
そ の 他 の 食 品

_..′ r化学的合成品およびその製剤
添 刀日物 1その他の添加物

容 器 包 装

計

区 分

料

一不
適
´

一

　

　

・

無

一
適

料

一不
適

有

一
適

4

14

11

3

18

3

21

4

3

25  12   3  13

113  14  21  19

表 25 -せ い 収 去 試 験 件 数

品    名     件数 葎襲  理    由

日本薬局方アセチルサル   11
チル酸           ~

昇分議具
方アセチルサレ   7  1  含 量 :不 足

日本薬局方サ
トリウム臭化
ブドウ糖注射

ルチル

カル シ

液

ナ

ム
サルチル酸過多
異 物 混 入

酸
ウ
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表 26 製 品 検 査 試 験 件 数

月
ｏ
ン
剤

ン
リ
■
て

チ
カ
つ

ル

ツ
ハ
ロ

ズ
サ
混

サ
リ
製

ッカ
ン

斉」
着色料  かんすい  計

１

２

３

４

５

６

７

８

り

‐Ｏ

Ｈ

″

計

124

130

111

142

137

129

125

122

124

118

14-l

108

1,514

19

37

17

58

51

44

48

32

36

44

31

28

‐８

‐４

６

‐６

２０

１

‐４

３

２１

２１

‐８

‐３

６５

165

181

135

218

208

176

187

158

181

185

195

149

2,13814

4水 質 検 査

401 飲料適否試験 年々検査件数の増加は著しいが,依頼者別にみると,井戸ボーリングおよび除鉄
装置,イ オン交換による硬水軟化装置等関係の業者による依頼が大半を占めており,一般家庭からの依頼
はむしろ減少している, これは保健所が距離的に各家庭から近い関係上,各保健所の検査室に依頼するか
らであろう。本年の総検査件数は944件でそのうち不適件数は593件で,その百分率は62.8%であり,一般
に外観異常と鉄過量によるものが多い。外観異常による不適の大部分の原因は鉄を多く含む井水で 2価の

鉄が 3価 となり沈殿やにごりを生じることによるものである。なお本年より不適内容一覧表において不適

表 27月 別 飲 料 適 否 検 査 件 数

区 分

月 別

計|｀
123456789101112

試  験  件
不  適  件
不 適 百 分 率

数

数

(%)

56

36

64。 3

59

40

67.8

56

36

64.3

75

45

60。 0

72

43

59.7

99

62

62。 6

52

25

48.1

71

43

60。 6

944

593

62。 8

100   111

61    72

61。 0  64.9

96    97

66    64

68。 8  66.0

表 28 飲 料 適 否 試 験 不 適 内 容 覧

月 |」 U

項 目 計
123456789101112

外 観 異 常

異 臭 味 あ り

PH    異     常
アンモニア性窒素,亜硝酸性
窒素,同時検出

硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過マンガン酸カリ消費量過量

総  硬  度  過  量
鉄     過     量

17     9     8     9     9    23    22    37    29    20    11

３９

１

４

３２

　

一
　

５

３‐

３

１

一

Ｓ

２８

６

３９

一

Ｈ

ｌ６

１０

４２

7   201

-    0
3    91

15   142

2    90

38   423

20

6

19

31

７

　

３７

４

　

３２

6

14

17

44

10

16

6

47

5

14

不適項目が 1検体に 2項目以上の場合それぞれの項目数を件数とした
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項目が 1件に 2項目以上ある場合,その項目数を件数とした。月別検査件数および不適内容を表27,28に

示す・                                     (技 師 小串 寿明)
402 上水道水精密試験 前年と同様主として新設および増設の水道について試験を行なった。月別検
査数および不適内容は表29,30に 示すとおりである.原水の不適率は昭和34年68.4%,35年54.5%,36年
56.7%,37年 61。 4%と大差なく,給水については昭和34年21.1%,35年 18。 2%,36年 52.5%,37年 36。 2%
となっている。                        (化 学試験課長 大田 寿・技師 松本久男)

表 29  月別水道水精密試験一覧         表 30  水道水精密試験不適内容

原   水 給    水 不  適  数
月 調

｀
不 適 理 由

適   水適 適   不適 原水   給水

臭   あ   り
観   異   常
度   過   量
物  あ  り

残 留 物 過 量

異     常
アンモニア性窒素;亜硝酸性
窒素同時検出

硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過マンガン酸カリ消費量過量

度   過
過

不適率%

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

計

％

７

４

Ｈ

０

４

８

１

４

７

８

１

４

５９

・
４

５

１

２

１

０

６

３

６

０

３

６

４

３７

殿

発

異

外

濁

沈

蒸

ＰＨ

ノ
ン
素

菌

菌

一

細

ノ

ア
　
ツ
　
　
籠腸

工　
　
　
般

硬

鉄

マ
亜

ヒ

フ

シ

フ

一
大

2%

０

７

２９

０

‐２

１

‐７

２

１

４

３

３‐

１７

２

４

１

１

０

‐５

‐２

量

量

量

量

量

量

出

量

量

性

過

過ンげ
　
　
・

ラ
鉛

素

ノヽ

貢

検

過

過

過

楽

403 その他の水質試験 総件数は 625件で,
区分別,月 別件数は表31の とおりである。

また定性,定量の項目別件数は表32に示した。 陽

表 31 そ の 他 の 水 質 試 験 覧

数 過

月 月」
区 分 計|・

123456789101112

定

定

四

農

汚

性  分
量  分
エ  チ  ル

析

析

参合

薬

ガく

3

10

4

61

16

53

13

112 15

76

495

1

533774330120o212

項   目

透視度,濁 度
蒸 発 残 留 物

不溶 解 性 物 質

PH
酸度 ,ア ルカ リ度

ア ン モ ニ ア

亜 硝 酸 イ オン

表 32 そ の 他 の 水 質 試 験 項 目 別

度

量

S １
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０

０

８

５４

９５

０

０

０

４

０

４
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５０
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鉄

ン

属
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ン
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ガ
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ォ

ォ
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酸
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塩

硫

硬

１３

３

一

４２

２０

０

一
　

一
　

２９

　

一
　

〇

　

１０

リ  ン  酸
ケ  イ  酸
硫  化  物
シ  ア  ン
フェ ノ ール 類

そ  の  他
計

項   目 定  定
性  量 項   目 項   目

硝 酸 イ オ ン

C.0.D。

B.〇 。D。

D.0.
ナ ト リ ウ ム
カ  リ  ウ ム
カ ル シ ウ ム
マグ ネ シ ウ ム

17

0

0
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井水よリヒ素を検出したものが数件あった。すなわち三池郡高田町の三つの井戸水よりそれぞれ 0.20,

0.25,1。 25ppm,国立赤坂療養所の水道原水および付近家屋の井水からそれぞれ 0.22,0。 01ppmの ヒ素
が検出された.ま た市内上瓦町の民家の井戸に工場排水が浸透し, 井水より 249.6ppmの クロムイオン

が検出された.こ のほか豊前市の水道の給水より 50。 lppmの亜鉛が検出された.

特殊し尿浄化そう設置取扱要領にもとづき前年につづいて機能調査を実施した。対象は新世紀号 5施設

で,酸化そうにおける B.0.D。 ,C.0.D.ァルブミノイド窒素の各平均除去率はそれぞれ 21,23,29%

であった.なお放流水基準に合致するものはわずか 1施設であった.

(化学試験課長 大田 寿・技師 脇元作郎・森本昌宏)

5環 境 衛 生 試 験

501 遠賀川水質汚濁調査 本調査は32年より継続しているが,炭坑不況のため水質の汚濁度は減少し,
一部の河川,すなわちまだ操業を行なっている炭坑流域の河川においては著しい変化をみせないが,今後
は徐々に汚濁度が減少することが期待される。                    (技 師 脇元作郎)
502 西瀬戸内海臨海ダム流入河川水質調査 北九州市小倉区の周防灘に面する曽根地区海岸に,千拓
による工業川地の設営の計画とともに,工業用水確保のため,臨海ダムの計画が福岡県土本部においてた

てられた。

この計画にしたがい,県土本部の依頼により,本地区の小河川,吉田川 (吉田橋)朽網川 (朽網橋)貫

川 (新田橋)大野川 (下曽根)竹馬川 (栄橋)の 5河川 5ヵ 所の採水を,37年 10月 より38年 3月 まで毎月
1回行なった.

分析項目は,透明度,pH,蒸発残留物,硬度,(カ ルシウム,マ グネシウム),C.0。 D。 塩素イオン,
硫酸イオン,ア ルカリ度,酸度,鉄,ア ンモニア性窒素,亜硝酸性窒素,ナ トリウム,カ リウムの16成分

につき行なった.                  (技 師 脇元作郎)
503 中性洗剤汚染の井水および水道水の調査 厚生省の環境衛生課委
託により昭和37年 8月 に丼水および水道水の汚染調査を行なった。試験項

目は A.Bo S.の 定量のほかpH,塩素イオン,ア ンモニア性窒素および亜

硝酸性窒素,硝酸性窒素,C.0.D.等 である.試験件数は井水50件 ,水道

水 4件で筑紫郡春日町,大野町と甘本市の二地域 (井水)と 遠賀川水系,

那珂川水系の原水, 口過水 (水道水)lこついて行なった。A.Bo S.汚染量

は 0-0。 2ppm(平均 0。 04ppm)であった。また水道水については原水, 口過

水ともに 0。 01-0。 02ppmの 汚染が認められた. (化学試験課長 大田 寿)
504 医薬品製造工場の排水調査 厚生省の業務課委託により昭和37年
12月 ぉょび38年 3月 の 2回にわたり,東洋高圧大牟田工場,森永醸造荒木

工場,三笠化学甘木工場,小田製綿工場の排水および底質について試験を

行なった.         (化 学試験課長 大田 寿・研究員 中村幸男)

505 陸水および食品の放射能調査 科学技術庁の委託により実施中の
放射能調査の測定件数 (昭和37年 4月 -38年 3月 )は 108件である。 内訳

は陸水48,土壌12,食品48件である。このほか分析試料として放射線医学

総合研究所および分析化学研究所に送付した.

(研究員 森  彬・技師 森本昌宏)

506 その他の環境試験 37年中に行なった室内環境試験は,照度 (協

和銀行福岡支店)40件 ,炭酸ガス測定 (九州管区警察学校)6件,騒音測
定 (日 本専売公社福岡地方局)10件である.    (研究員 森  彬)

表 33

試   料
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6鉱 泉 分 析

本年中に実施した鉱泉分析は,小分析 8件, ラドン測定 1件であった。小分析 8件のうち酸性明磐泉 ,

鉱泉,酸性泉に該当すると推定されるもの 1,硫酸塩泉,重曹泉,単純温泉のそれぞれに該当するもの各
1があった.                                     (研 究員 中村俊夫)

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)し方ァ民の海洋投棄の実態調査
2)福岡県の放射能調査
3)都 ||∫熙芥焼却処り|!場に関する調 1沓研究

4)パ ラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討
本年度新規に研究を開始したもの

1)県下各水道の成分調査
2)硝酸イオン定性のための亜イili酸 イオンの分解
当課の研究業績のうち,昭和37年内に学会,誌上発表したものについて以 ドに抄録する.

1 響灘および玄海灘におけるし尿海洋投棄による海水,底質の汚染調査
森本昌宏・高橋克己 0中西恭生 第18回 日本公衆衛生学会,昭和37年 10月 14日
福岡県衛生研究所研究報告 2,24-46,昭 和37年 12月 20日

北九州五市のし尿投棄域と,福岡市の投棄域玄海灘の両海域において昭和38年 8月 9日 から26日 にかけ
てし尿海洋投棄の実態調査およびし尿投棄海水と底質の採取を行ない,理化,細菌,回虫卵の試験検査を

実施した.その結果は次のようであった。

1)投棄し尿の稀釈拡散は両調査域とも外洋であるためかなり速く,響灘の投棄点にし尿成分の一部停
滞があるように思われたほかは,響灘の深度 20m層流,玄海灘の深度 lmぉ ょび 20m層流のいずれも
し尿投棄後約 3時間30分,漂流距離約 3.5-8。 Okmの拡散でし尿の影響は消失し,平常に復するものとみ

なされる.

2)両調査域のし尿投棄海水は港内海水などにくらべてはるかに汚染度は低く,水質汚濁の一般的な指

標から判断してかなり清浄であった。

3)海底底質の有機物堆積分布は響灘調査域では,し尿投棄点の東方および山口県対岸よりの一帯に堆
積がみられ,玄海灘調査域ではし尿投棄点の西南,北,南南東方向にそれぞれ堆積がみられた.

4)海底底質の有機物堆積およびその分布状態がし尿の沈積によるとする仮定に対しては統計的考察か
らは必要条件のみで十分条件は得られなかったが,投棄し尿量および海底の有機物堆積量が玄海灘調査域
に対して響灘調査域がかなり多いこと,ま た漂流物の移動経路から想定されるし尿の漂流沈積が響灘調査

域底質の有機物堆積,分布とかなリー致すると推定されることなどから,響灘調査域底質についてはし尿

による汚染の可能性が考えられた。

5)しかし両調査域底質とも汚染度は各湾内底質にくらべてかなり低く,底質汚染の一般的な指標から
みてもかなり清浄であった。

以上両調査域の海水, 底質とも現在のところし尿投棄による汚染はそれ程著 しくはないものと考える

が,浄化設備によるし尿処理が行なわれるようにならない限り海洋処分は続けられるものと思われるか

ら,今後の汚染の蓄積状態に対する観察と投棄点付近における漁獲物,特に生で食卓に供せられるものに

ついての疫学的な検討はやはり必要であろうと考える.
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2福 岡県の放射能調査
森本昌宏 0森  彬 第 4回放射能調査研究成果発表会 昭和37年 11月 21日

科学技術庁の委託により1957年から引き続き実施中の陸水および食品の放射能調査 (全β線測定)の概

要は次のとおりである。

1)陸水 上水 (原水),井水,河川水,天水おのおの4件について調査を行なった.その結果, 上水
(原水)に ついては1957,1958年にやや高い値を示し,1959,1960年 は減少していたが,本年 (1961年 )

9月 からソ連の大型核実験が行なわれ,それ以後増加の傾向がみられた.しかし,雨水中の放射能の増加

ほどの著しさは認められない.河川水についても上水 (原水)と 同様の傾向がみられるが, 蛇口水, 井

水,~ド水についてはほとんど増加は認められなかった.

2)食占|!1 水産物および牛乳についてはあまり明らかな増減傾向を示していないが,葉菜類,特に大根
業部,ほ うれん草は1957年から1958年にかけて計測値が増加したが,核実験中止により,1959年から減少

しはじめ,1960年はほとんど放射能を計測しないようになった.しかし本年 (1961年)9月 (ソ連実験再

開)以後ふたたび増加しはじめ,11月 5日 の降雨 (1430μμc/mι 福岡管区気象台測定)直後に採取したか

ぶの業部から 270,000cPm(計数効率補正値/乾物10g)を計測し,ま たほうれん草から 94,000cPm(計

数効率補正値/乾物10g)を計測した.こ れらの値は放射能調査開始以来最高のものである.そ の後の地

上葉菜類は1958年 (核実験実施中)当時計測された値と同程度の放射能値を示しつづけている.

3 汚染飲料水中の微量四エチル鉛定量法の検討 (2)四 エチル鉛の抽出および分解について

真子憲治・松本久男 :日 本薬学会九州支部第29回例会 昭和37年 10月 19日

抄録内容はP.63を見よ.

4 パラオキシ安息香酸エステル類の比色定量法
中村幸男 福岡県衛生研究所研究報告 1, 1-4,昭和37年 3月 28日

パラオキシ安息香酸エステル類は医薬品,食品の保存料として使用されている.現在公定法として用い

られている定量法はヨード容量法およびジアゾ比色法である.著者はミロン・ リントナー法を応用して比

色定量法を検討し好結果を得た。

本法による呈色は可視部にぉぃて 520mμ に極大吸収をもっているが,反応時間,温度,試薬量,放置

時間により変化するので,それらの条件,関連性について検討した.食 l!ii!|に対する本法の実施例は次のと

おりである.

日本薬学会の衛生試験法に準じて検液を作製し,半量のエーテル・石油エーテルの等量混合液で 3回抽

出後 1%炭酸水素ナトリウムおよび水で洗う.丸底フラスコに移し溶媒を留去し, N水酸化ナトリウム
2mJ,水 2mι ぉよび沸騰石を加え還流冷却器をつけ30分間煮沸する。冷後分液ロートに移し,全量 17mJ

とする。N硝酸 3mι を加え次に二硫化炭素 10mι で各 3回よく振り混ぜる。水層を 100-250n■ ιのメス

フラスコに流し込みN水酸化ナトリウムで中和し, 2-3分間煮沸して二硫化炭素を揮散させる。水を加
え全量 100-250mι とし適量を試験管にとり,水を加え全量 4mι とする.さ らに硝酸第二水銀試液 3mι を

加え沸騰水浴中で 7分間加熱する.

水で冷し20%硫酸 3mι ぉょび 1%亜硝酸カリ 2mι を加え 25°Cの恒温そうで 17-18分間反応させ,

ただちに 520mμ における吸光度を測定する.

5 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフッ素の比色定量法の研究 1.ジルコニ

ウムーキニザリンー2-スルホン酸ナトリウムレーキによ.る 方法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告 1, 5-8,昭和37年 3月 28日

フッ素の比色定量法は,数多くの報告が発表されているが, これらの色素でアントラキノン系色素によ

る定量法はアリザリンSの使用にとどまっている。アントラキノン系色素の中でアリザリンと水酸基の結
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合位置の異なる 1,キdihydFOXyanthraquinOne(キ ニザリン)を スルホン化により水溶性色素となし, こ

の色素とジルコニウムによるレーキのフッ素イオンによる退色作用を利用して,比色定量法の研究を行な

った.

キニザリンSの吸収の極大は 475mμ の点にあり,ジ ルコニウムレーキの吸収の極大は 540mμ のとこ

ろにある.

この波長を測定波長として,比色定量を行なうと,0。 00_1.00ppm Fの 間で直線関係が成立し, 0。 20

-10 00ppmの間で感度のすぐれた定量法を得た。

妨害イオンは硫酸イオン, リン酸イオンなどが著しく,妨害イオンを過量に含有する試料については,

水蒸気蒸留法またはイオン交換法などにより,妨害物を除去する必要がある.

6 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量法の研究  2。 トリウム
ニクリサジンー2-ス ルホン酸ナトリウムレーキによる方法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告  1, 9-12,昭 和37年 3月 28日

アリザリン,キ ニザリンと同じ分子式であり,水酸基の結合位置の異なるクリサジンのスルホン化を行

ない,フ ッ素の比色定量試薬としての応用を試みた.

クリサジンSは ,水酸基が左右対称の位置にあり,特色ある性質を示し,ジ ルコニウムとは強いレーキ

をつくらず, |ヽ リウムと黄褐色のレーキを生成する.

このレーキは,塩酸酸性溶液中ではなく,塩酸,グ リココール緩衝液を使用して,PHを 3.70に調節し,
490mμ を測定波長として定量を行なった.測定範囲は 0。 00-1。 00ppm Fの 間で直線関係が成立し,0。 20

-1.00ppmの フッ素イオンの定量が適当と考えられる.
レーキは30分から2時間は安定した状態を示し,温度による影響は低温 (室温)の場合には大きな影響

を示さないが,高温時には著しくなる傾向を示す.温度差は ±5。 0° Cま で許容される。

他種イオンの影響は,硫酸イオン,亜硫酸イオン, リン酸イオン,ア ル ミニウムイオンなどが著しい。

7 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量の研究  3。 ジルコニウ
ムープルプリンスルホン酸ナトリウムレーキによる方法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告  1,13-16,昭 和37年 3月 28日

フッ素の滴定定量法指示薬として各種の色素の検討の結果プルプリンスルホン酸ナトリウムがすぐれて

いる報告があるが,本色素を使用した比色定量法の研究は行なわれていないので本色素による比色定量の

検討を行なった.

本色素はジルコニウム, |ヽ リウムなどと深紅色のレーキを生成し,フ ッ素により退色する性質をもって

いる.

レーキ溶液は 520mμ に吸収の極大をもち,色素溶液は 490mμ の点に吸収の極大をもっている.測定
波長は 520mμ を採用し,0。 00-1.20ppm Fの 間で直線関係が成立し,0000-1・ 00ppmの 測定が最適濃

度範囲といえる.

妨害イオンは硫酸, リン酸などの各イオンが著しく,本方法で比色定量を行なう時は,水蒸気蒸留法に

より除去する必要がある。なお本方法により,温泉,水,井水などの試料につき分析を行なったが,良い

結果を得た.

8 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量法の研究 4。 トリウム
ープルプリンスルホン酸ナトリウムレーキによる方法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告  1,17-21,昭 和37年 3月 28日

フッ素の比色定量法には,各種の色素のジルコニウムレーキによる方法とともに, |ヽ リウムレーキの退
色を利用した方法も数多く発表されていてフッ素の比色定量の重要な方法として使用されている.

本方法は, ジルコニウムレーキとともに トリウムレーキによる方法の検討を行ない, モノクロール酢



-27-―

酸,水酸化ナトリウムによる緩衝液を使用し,ポ リビニールアルコールを分散剤として加えてレーキの安
定性を増加させ,それとともに簡便化するよう改良を加えた.

トリウムレーキ溶液の極大吸収は 535mμ にあり,プルプリンS溶液の極大吸収は 470mμ フッ素添加
により退色したレーキはその中間位に吸収の極大をもっている。

測定波長は 535mμ ,pH 2.40で 45分間放置後,吸光度を測定した.測定範囲は 0。 00-1.20ppm,Fで

最適測定範囲は 0.20_■ 00ppmである。妨害イオンは硫酸イオン, リン酸イオン,ア ル ミニウムイオン
などが著しく,その他のイオンで妨害作用の著しいイオンは少なかった.

9 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフッ素の比色定量法の研究  5。 ジルコニ
ウムーキナリザリンー7(6)―スルホン酸ナトリウムレーキによる方法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告  2, 1-5,I昭 和37年 12月 20日

従来フッ素の比色定量試薬として使用されているアリザリンSと キニザリンの水酸基を共有しているキ

ナリザリンを採用し,フ ッ素の比色定量法への応用を試みた.

本色素は,ベ リリウム,ガ リウムなどの比色定量試薬として占くから使用されるが,ス ルホン基により

可溶性色素として使用された例は発表されていない .

スルホン化は, ジニトロベンゼン, 亜硫酸ナトリウムを用いて行ない, 赤色の可溶性の色素を得た.

(キ ナリザリンSと 略称する。)

キナリザリンSの吸収は 500mμ にあり,ジ ルコニウムレーキの吸収の極大は 595-600mμ の付近にあ

り安定したレーキを生成し,測定波長 600mμ で 0.00-2.00ppmの 範囲で比色定量が可能である.

妨害イオンは,硫酸イオン, リン酸イオン,ア ル ミニウムイオンが著しく, これらの妨害イオンは補正

曲線を用いて補正する方法を採用した。

本方法は,感度,安定度ともにすぐれ,最良な比色定量法として考えられる。

10 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフッ素の比色定量法の研究  6。 ジルコニ

ウムー1,4,5,8-テ トラオキシアントラキノンー2-ス ルホン酸ナトリウムレーキによる方法につい

て

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告 2,6-10,昭和38年 12月 20日

テトラオキシアントラキノンのキナリザリン (1,2,5,8-テ トラオキシアントラキノン)の水酸基の結

合位置の異なる1,4,5,8-テ トラオキシアントラキノンを用い, スルホン化を行なって, 水溶性色素と

し,そのジルコニウムレーキによるフッ素の比色定量法の検討を行なった.

本色素は, 暗赤色の色素で,亜硫酸ナトリウム,m―ニトロベンゼンスルホン酸 ナトリウムによリスル

ホン化を行なぃ,530mμ に吸収の極大をもつ色素を得た.ジ ルコニウムレーキは,吸収の極大を 635mμ

にあり,青色を呈している。測定波長は 640mμ を採用し,0.00-1.60ppmの範囲で比色定量が可能とな

った.レ ーキは|[lR度,安定度とともにすぐれており,妨害イオンとしては,硫酸イオン, リン酸イオン,
アルミニウムイオンなどがおもな妨害イオンとしてあげられる。

本法の最適測定範囲は,0.80-1.60ppmの 範囲と考えられる。

11 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量法の研究 7.ジ ルコニ
ウムー1,2,4,5,8-ペ ンタオキシアントラキノンー6-ス ルホン酸ナトリウムによるフッ素の比色定
量法について

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告 2,11-15,昭 和38年 12月 20日

アントラキノン系色素の1,2,4,5,8-ペ ンタオキシアントラキノンを採用し, このスルホン化を行なっ

て水溶性の色素とし,フ ッ素イオンの比色定量法の検討を行なった.本色素はジルコニウムイオンと 595

mμ に極大吸収をもつ赤紫色のレーキを生成し, このレーキもフッ素イオンにより退色する性質をもって

いる。
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この波長を測定波長とし,塩酸酸性のジルコニウム溶液を添加して, 0。 00-1.80ppmま での濃度範囲
でフッ素イオンの定量が可能となった.

本法によるフッ素の比色定量の最適測定範囲は,0。 40-1.60ppmで あった。

妨害イオンとしては,アルミニウムイオン,硫酸イオン,亜硫酸イオン, リン酸イオンなどの妨害作用

が著しく,その他のイオンの妨害は,従来までの方法と比較して大きな変化を示さなかった.

12 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量法の研究  8。 ジルコニ

ウムー1,2,4,5,7,8-＼キサォキシアントラキノンー3-ス ルホン酸ナトリウムレーキによるフツ

素の比色定量法の研究

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報 |」}2,16-19,1昭和38年 12月 2()日

アントラキノン系色素の1,2,4,5,7,8-ヘ キサォキシァントラキノンを用い, これのスルホン化に
よりへ溶性の色素を合成し, このレーキがフツ素イオンにより退色する性質を利用したフッ素 イオンの比

色定量法の検討を行なった.

レーキ金属には,ジ ルコニウムを使用し,0.14Nの塩酸酸性溶液で発色,退色を行なう方法によった。

色素溶液の吸収曲線は,240mμ と 510mμ に極大吸収をもっており, ジルコニウムレーキ溶液の極大
吸収は,270mμ と 575nlμ の付近にある.測定波長は, ~|」視部の極大吸収の波長よりもやや長波長側の
5801nμ を測定波長とし,0.00-3.00ppl■ の範囲内で比色定量が可能となった.妨害イオンとしては,硫

酸イオン, リン酸イオン,ア ルミニウムイオンなどが著しい作用を示した.

13 ポリオキシアントラキノンスルホン酸ナ トリウムによるフッ素の比色定量法 9.ポ リオキシアン
トラキノンスルホン酸ナトリウムのジルコニウムーキ, |ヽ リウムレーキによる各方法の比較検討

脇元作郎 福岡県衛生研究所研究報告  2,20-23,|1召和38年 12月 20日

フッ素の比色定量試薬としてしられているアリザリンSの水酸基の結合位置および結合数の異なるアン

トラキノン系色素につき,ス ルホン化を行なって,可溶性の色素をつくり,比色定量試業としての優劣方
法につき検討した。

1,4-dil■ ydroxyanthraquinone-2-sulfonic acid (Quinizarin S)

1,8-dihydroxyanthraquinone-2-sulfonic acid (Chrysを Lzin S)

1,2,4-trihydroxyanthraqun■ one-3-sulfonic acid (:Purpurin S)

1,2,5,8-tetral■ ydroxyanthraquinone-7-sulfonic acid (Quinalizarin S)

1,4,5,8-tetrahydroxyantllraquinone-2-sulfonic acid

l,2,4,5,8-pentahydroxyanthraquinone-7-sulfonic acid

l,2,4,5,7,8-hexahydroxyallthraquinone_3-sulfonic acid

色素は上記の 7種を用い測定法の検討を行なうとともに,おのおのの性能の比較を行なった。
測定は 0.0-2.5ppln「 の範囲で可能であり,I[:R度 は QuiniZalin Sお よび QuinaliZarin S法が良好で,
妨害イオンは,各法とも硫酸イオン, リン酸イオン,ア ル ミニウムイオンが著しい.な お水酸基の結合数
が少ない色素ほど, レーキの沈殿を生じやす く,ふ えるとレーキの発色,退色が不良となる.
以上の検討した結果,水酸基の結合数より分類すると
Tetra>Tri>Di>Penta>Hexa

の順に考えられ,色素よりみれば,QuinaliZalinが 最 も優れた色素,方法と考えられる.

14 都市菫芥焼却処理場に関する調査研究  1。 排煙の実態と循環水方式による洗煙効果について
松本久男 福岡県衛生研究所研究報告  1,22-33,昭 和37年 3月 28日

欧米諸国のごみ含水率は20%と ぃわれているに反し,わが国では平均60%,降雨日では70%以上に達す
るといわれ,完全燃焼が非常に困難で,従来の自然燃焼方式では燻焼状態となり,煤煙および臭気による
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公害問題を起すことが多い .

今回人口68万のF市にその約半分36万人の住宅商業地帯を対象として150屯 /日処理能力の強制通風式高
温焼却炉を有する処理場が完成し,洗煙設備として全国で最初の洗煙廃水強制凝集沈殿口過再循環方式を
採用しているので,排煙成分の実態とともに,本設備の洗煙効果の測定を行ない次のような知見を得た。
まず炉温については 600°C以上に保つことが理想であるが, 自記熱電対温度測定器を使用して連続測
定した結果を検討したところ,困難な現状にあることがわかった.し かし9-14時 においては 300°C以
上に 50%,400° C以上に25%は保つよう注意しなければならないことが明らかとなった。
また煤塵,ガスともに午前に多く時刻とともに減少しているので,洗煙は特に午前中に十分行なう必要
が認められた。可燃分/灰分比を検討すると, 時刻とともに可燃分は減 り灰分の比率が大きくなっている
ことを示した。

循環方式による洗煙設備ではいったんスプレーした水に, さ らに凝集剤を加えて処理し再循環するの

で,溶解性物質は除去されないまま,ますます増加し,排煙の除去効率が低下するおそれがある。回帰直

線から計算すると 2,440ppmになるとほとんど除去能力が無 くなることがわかった.し たがって洗煙用
水の溶解性物質量は 1,500-2,000ppm以上に上昇しないようにしなければならない .

一方除去煤塵の溶解性成分と不溶解性成分との比をとると,洗煙用水の溶存物質量が増加するにしたが
い不溶解性成分の比率が大きくなることから,大 きな煤塵の機械的除去は依然として可能であることが確
かめられた.

溶解性成分総量の測定値は,各溶存成分の分析値と高い相関を示し,特にアンモニアは測定も比較的容

易であるので, これを定量することにより総量を推定することができる.ま た洗煙用水の透視度ともよい

相関を示し,透視度から総量を推定することもできることがわかった.

15 都市菫芥焼却処理場に関する調査研究 2。 循環洗煙廃水の凝集沈殿処理法の検討

松本久男 福岡県衛生研究所研究報告 1,34-38,昭 和37年 3月 28日

循環方式による洗煙設備ではいったん洗煙に使用した水は不溶解性成分をほとんど完全に除去し,洗煙
のために再循環しなければならない.

廃水処理の最も重要な問題は凝集沈殿剤の選択と注入量の決定で, これが適当でないと大容量のクラリ

ファィヤーを要求し, しばしば口過機の閉塞を起して良質な処理水を得ることができない。

今回調査した処理装置では,硫酸アルミニウム,ア ルギン酸ソーダの併用でかろうじて処理は進行して

いるが口過機の負荷は少なくない.

そこで種々の高分子凝集沈殿補助剤について実験したところ, アクチロック J55,J31は ほとんど効
果なく,J35も アルギン酸ソーダの右を出なぃ。CMC Naは 注入量の決定が困難で使用するのは危険で
ある.しかるにセパランNo.10は 洗煙廃水処理に画期的な効果を示し,0.5-3ppmの 微量で,しかもき
わめて短時間で凝集沈殿効果を発揮することが明らかとなった。本剤を使用するとクラリフアィヤーはよ

り小型でよくなり, 口過機もほとんど不必要となろう.こ の種の廃水処理装置では不溶解性成分はほとん

ど完全に除去することが可能であるが,溶解性成分はほとんど除去されず,循環するごとに排煙成分およ

び凝集沈殿剤からの硫酸ナトリウム等の溶存量が増加の一途をたどる.それとともに排煙の溶解性成分の

除去効果が低下することが前報により明らかとなっているので,溶存物質の除去も考えねばならない。ま
た河川に放流する場合にも懸濁物のみでなく溶存物質量も低くすることが望まれる.しかしこの場合活性

炭処理が実用できないとすると結局微生物処理によらなければならなくなるであろうと思われた。

16 パラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討 (第 1報)WeSt(Po R。 )法の検討
真子憲治・松本久男 福岡県における大気汚染 (第 1号),92-99,昭和37年 3月 31日

パラーローザニリン法による測定にはまず 0.1ハイNa2(HgC12)吸 収液,Po Ro HCl試液および亜硫酸ガ
ス標準液が必要であるが,その調製法につき注意すべき点や改良すべき点を指摘した。
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また P.R.HCl試液の調製に関連して, Po R.水溶液に対する塩酸の濃度および時間の影響を検討し
た。

ガスの採取においては本定量法の識別度および感度を考慮して採取量を決めなければならない。

呈色操作に関しては, WeStの原報と相違して温度の影響が若干認められたので,一定温度, 20°Cに

おいて発色させ50分後に測定するようにしなければならない .

検量線は亜硫酸ガスが高濃度になると,ど の処方においても若干直線からずれるので注意を要する。

亜硫酸ガス標準液は吸収液中においても意外に安定性がよくないが, これにグリセリンを加えるときわ

めて安定になった.

Po R.HClぉ ょびホルマリン試液は貯蔵法に注意すれば非常に安定で 2週間程度は変化しない.両 液
をあらかじめ混合しておいても使用できるが,あ まり望ましくない。ブランクは測定毎に取らねばならな

い .

17 パラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討 (第 2報)肉眼比色法による測定に
ついて

真子憲治 0松本久男 福岡県における大気汚染 (第 1号),99-101,昭和37年 3月 31日

光電比色計を使用できない現場試験のために肉眼比色法を考案した。代用標準液による法は二つの有機

色素 (パ ラーローザニリン塩酸塩およびメチルバイオレット)を配合して標準液をつくり,二つの異なる

波長 (560mμ ぉょび 590mμ )の吸光度の比をもって色調を表わす指標とし,面倒な色調の対照に客観性
を与えることができた.

また有機色素は光線に対し不安定であるので, 透明比色管で標準列 をつくっておくことは好ましくな
い.そ こで比色標準液は褐色びんに貯えて比色時に比色管に移して使用する方法を考案した.ま たグリセ

リン加吸収液を用いる方法では亜硫酸ガス標準液がきわめて安定であるので,実際の標準呈色液を比色標
準とすることができる.こ の方法では色調が完全に同一であるため比色しやすく,よ り正確である。

18 パラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討 (第 3報)呈色機構について
真子憲治 0松本久男 福岡県における大気汚染 (第 1号),101-103,昭 和37年 3月 31日

パラーローザニリン法による亜硫酸ガスの定量の原理は塩酸により脱色された P.R.に ホルマリンと亜

硫酸ガスが反応すると再び赤紫色に強 く発色するものであるが,その機構を吸収スペクトルの変化を追跡
し,電子論的に説明することができた.
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学 術 関 係 事 績

講 師 派 遣

昭和37年度,依頼により下記の指導講習会,講話などに当所職員を講師として派遣した

年 月 日   場   所   派遣職員職氏名 種 別 講習会名・演題名   対  象 依 頼 者

37. 2. 3

37. 2.22-23

37. 2。 23-24

37. 6。 15

37. 8.21-24

福岡県衛生研究所 細
:扉〒Ъ号キ他 指導講習

同  上     同 上

同  上     同 上

二日市町 筑紫荘
衛
讐鵡冥弔ξ己

福岡県衛生研究所
細
炉 緊 景ッキ

同 上

同 上

同 上

同 上

コレラについて

コレラ菌検査

同 上

寄生虫検査法

コレラ菌検査

福岡県保健所
予防課長 25名

福岡県保健所
衛生検査技師31名

同  」■

福岡県下検便業者

九州管区自衛隊員
14名

福岡県衛生部

同

同

同

九州管区自衛
隊

上
　
上
　
上

研        修

昭和37年度,研修のため下記のとおり各種講習会に当所職員を派遣した

年 月 日 場   所 派遣職員職氏名 講 習 会 名 主  催

37. 3.14-16

37. 7.23-29

37. 7. 5- 7

37.10.23-25

57.12.17-21

国立予防衛生研究所

国立予防衛生研究所

大阪府公衆衛生研究所

国立衛生試験所

国立予防衛生研究所

常盤  寛
坂本サツキ

中西 恭生
中村 幸男
武原 雄平

技  師
細菌課長

研 究 員

研 究 員

研 究 員

防疫技術者講習会 (コ レラ菌検査)

防疫技術者講習会 (伝染病流行予測)

食品衛生特殊技術講習会 (細菌)

食品衛生特殊技術講習会 (化学)

防疫技術者講習会 (ウ イルス検査)

厚生省

厚生省

厚生省

厚生省

厚生省

研 究 業 績 覧 (昭和37年 1月 -12月 )

学 会 発 表

医 学 生 物 学 関 係

1)腸管内における赤痢菌の耐性獲得についての観察。坂本サツキ・西見保之 0武原雄平 :第 9回 日本

伝染病学会西日本地方会,高知市,昭和37年 5月 27日

2)コ ンラ菌分離培地について.坂本サツキ 0常盤 寛・真子憲治 :第 10回 日本伝染病学会西日本地方
会,久留米市,昭和37年 12月 9日

3)病原性好塩菌およびコンラ菌の新選択分離培地について.中西恭生 :第 10回獣医公衆衛生学会,宮
崎市,昭和37年 10月 17日

4)今夏病原性好塩菌によると思われる食中毒の発生状況と病原性好塩菌等の新分離培地について.中

西恭生 0高橋克己・真子憲治 :第 15回 日本細菌学会九州支部総会,熊本市,昭和37年 10月 14日

5)腸球菌によると思われる甘酒食中毒の疫学的調査研究.中西恭生 0高橋克己・真子憲治 :第62回九
州医師会医学会,熊本市,昭和37年 10月 28日

6)Staphy10COagulaSeに 関する研究.高橋克己 :第 18回 日本公衆衛生学会,広島市,昭和37年 10月 14

日

7)レプトスピラの凍結乾燥に関する研究.大塚悟 0真子憲治 :第 5回凍結及び乾燥シンポヂウム,東
京都,昭和37年 4月 9日
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8)福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査 (第 3報 )。 大塚悟 0真子憲治 :第 10回 日本伝染病学会西

日本地方会,久留米市,昭和37年 12月 9日

9)福岡県における野外棲息蚊よりの日本脳炎ウィルスの分離.高橋克己 0山本英穂・大塚 悟・真子
憲治 :第 10回 日本伝染病学会西日本地方会,久留米市,昭和37年 12月 9日
10)昭和37年における福岡県下の日本脳炎患者の血清反応検査成績について.高橋克己 0大塚悟 0山本

英穂 0真子憲治 :第 10回 日本伝染病学会西日本地方会,久留米市,昭和37年 12月 9日

衛生工学 0衛生化学関係

1)響灘および玄海灘におけるし尿海洋投棄の実態調査.森本昌宏・高橋克己・中西恭生 0野村稔 :第
18回 日本公衆衛生学会,広島市,昭和37年 10月 14日

2)福岡県における放射能調査.森本昌宏 0森彬 :第 4回放射能調査研究会,千葉市,昭和37年 11月 21

日

3)汚染飲料水中の微量 4エ チル鉛定量法の検討 (2)。 4エチル鉛の抽出および分解について.松本久
男 0真子憲治 :日 本薬学会九州支部第29回例会,鹿児島市,昭和37年 10月 19日

誌 上 発 表

医 学 生 物 学 関 係

1)腸管内における赤痢菌の耐性獲得についての観察.坂本サツキ 0武原雄平 0西見保之 :福岡県衛生
研究所研究報告 2,47-55,昭 和37年 12月 20日 .
2)NankOr乳 剤の残留処理によるイエバエ駆除実験.山本英穂 :福岡県衛生研究所研究報告 1,39
-46,昭和37年 3月 28日

衛生工学 0衛生化学関係

1)パラオキシ安息香酸エステル類の比色定量法.中村幸男 :福岡県衛生研究所研究報告 1,1-4,
昭和37年 3月 28日

2)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究.1。 ジルコニ

ウムーキニザリンー2-ス ルホン酸ナトリウムレーキによる方法について.脇元作郎 :福岡県衛生研究所研
究報告 1,5-8,昭 和37年 3月 28日
3)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究。 2。 トリウム
ークリサジンー2-ス ルホン酸ナトリウムレーキによる方法について。 脇元作郎 :福岡県衛生研究所研究報

告 1,9-12,昭和37年 3月 28日

4)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究。 3.ジルコニ

ウムープルプリンスルホン酸ナトリウムレーキによる方法について。 脇元作郎 :福岡県衛生研究所研究報

告 1,13-16,昭 和37年 3月 28日

5)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究.4。 トリウム
ープルプリンスルホン酸ナトリウムレーキによる方法について.脇元作郎 :福岡県衛生研究所研究報告
1,17-21,昭 和37年 3月 28日

6)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究.5。 ジルコニ

ウムーキナリザリンー7(6)― スルホン酸ナトリウムレーキによる方法について.福岡県衛生研究所研究報告,
2, 1-5。 昭和37年 12月 20日

7)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究.6.ジルコニ
ウムー1,2,4,5,8-ペ ンタオキシアントラキノンー6(7)―スルホン酸ナトリウムレーキによる方法について.

福岡県衛生研究所研究報告 2, 6-10,昭 和37年 12月 20日

8)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究.7.ジルコニ
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ウムー1,2,4,5,8-ペ ンタオキシアントラキノンー6(7)― スルホン酸ナトリウムレーキに よる方法につい
て.福岡県衛生研究所研究報告 2,11-15,昭 和37年 12月 20日

9)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究。 8.ジ ルコニ

ウムー1,2,4,5,7,8-ヘキサォキシァントラキノンー3-ス ルホン酸ナトリウムレーキによる方法につい
て.福岡県衛生研究所研究報告 2,16-19,昭和37年 12月 20日
10)ポ リオキシアントラキノンスルホン酸ナトリウムによるフツ素の比色定量法の研究。 9。 ポリオキ

シアントラキノンスルホン酸ナトリウムのジルコニウムレーキ,ト リウムレーキによる各方法の比較検討。

福岡県衛生研究所研究報告 2,20-23,昭 和37年 12月 20日
11)都市塵芥焼却処理場に関する調査研究.1。 排煙の実態と循環水方式による洗煙効果について。松

本久男 :福岡県衛生研究所研究報告  1,22-23,昭 和37年 3月 28日
12)都市塵芥焼却処理場に関する調査研究.2.循 環洗煙廃水の凝集沈澱処理法の検討.松本久男 :福
岡県衛生研究所研究報告  1,34-38,昭 和37年 3月 28日

13)パ ラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討, 第 1報 WCSt法の検討.真子憲
治・松本久男 :福岡県における大気汚染  1,92-99,昭 和37年 3月 31日

14)パ ラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討, 第 2報,肉眼比色法による測定に

ついて。真子憲治・松本久男 :福岡県における大気汚染  1,99-101,昭和37年 3月 31日

15)パ ラーローザニリン法による大気中の亜硫酸ガス測定法の検討, 第 3報,定色機構について.真子

憲治 。松本久男 :福岡県における大気汚染  1,10卜 103,昭和37年 3月 31日
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所 内 人 事 異 動 (昭和37年 1肛明 )

職   名 氏 名  (所属課名) 日  付 入退所の事由

男

子

正

朗

郎

与
　
　
　
二

久

美

守

場

一

本

尾

井

古

田

松

松

武

平

前

技

主

技

技

汽 缶

師

事

師

師

士

(化学試験課)

(庶 務 課)
(細 菌 課)
(化学試験課)

(細 菌 課)

30

21

10

24

31

福 岡 大 学 に 転任

土本部土木管理課転任

柳 チ|1 病 院 転任
新 規 採 用
病気のため退職

職 員 名 簿 (昭和37年 12月 31日 現在)

所属課名   職 名   氏   名
日

所属課名  職 名   氏   名

研究員

技  師

衛生生物課  課 長
研究員

技 師

課 長
研究員

技 師

準職員

24.10。  1

24。 10。  1

24。 10. 1

34. 8。 16

34. 7. 1

24。 10。  1

24.10。  1

24.10。  1

24。 10。  1

25。  3。  8

24。 10. 1

31. 8. 1

28.11. 1

31. 1。  1

37。 12.24

25。 11。 30

30.12.16

35。 4.1

己

生

悟

穂

愛

ヱ

ヱ

乃

寿

夫

男

彬

郎

宏

朗

子

明

子

克

恭

　

英

豊

ハ

ハ

清

　

俊

幸

　

作

昌

場

政

寿

志

橋

西

塚

本

波

屋

藤

保

田

村

村

　

元

本

古

手

串

登

高

中

大

山

灘

文

佐

久

大

中

中

森

脇

森

平

井

小

藤

〃

″

〃

〃

〃

″

〃

30. 4。 25

36.12. 5

33。  3.16

34. 4. 1

30. 4. 1

37. 7.21

24.10。  1

24。 10. 1

24.10。  1

33. 6. 1

30. 1. 1

24.10。  1

24.10。  1

24。 10. 1

24.10. 1

29。  7. 1

36. 8。 17

32.10。  1

32. 1. 1

治

勲

新

子

子

子

キ

之

平

寛

正

夕

枝

シ

子

子

正

憲

　

　

利

信

月

サ

保

雄

　

守

ツ

幸

キ

照

澄

一

子

山

納

崎

原

上

本

見

原

盤

井

原

田

田

松

井

田

真

本

友

松

清

井

坂

西

武

常

武

梶

勝

石

重

武

園

長

長

事

所

課

主

課教切
　
〃
　
　
〃
　
　
〃

庶

〃

　

　

〃

　

　

〃

長課課

〃

菌

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

″

〃

〃

〃

細

化学試験課

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

用務員

武 内 いま子

永 田   満

生
員

衛
用務

汽缶士
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庶   務   課

福岡県行政組織規則に規定されている所掌事務のほかに,科学技術庁委託の放射能測定調査ならびに建

設省九州地方建設局委託の遠賀川水系水質調査,経済企画庁委託の那珂川,三笠川河川調査など恒常業務

以外の臨時的業務が多く繁忙の年度であった0              (庶 務課長 本山  勲)

庶 務

機構と定員現員 昭和38年度における本研究所の機構は前年度と同様であった.定員については,従来

増員要求に対し昭和30年以降増員をなされなかったが,本年度 4名の増員を認められた。これは要求 17名

(細菌課 3名 ,化学試験課 11名 ,庶務課 3名 )に対しては僅少であるが業務の重要性を認められたものと

いえる.

表 1  年度別職員定員現員 表 2 職 員 配 置 (昭和38.12.31現在)

年   度   別 職 男」

35      36      37      38

4

15

1

15

2

課  別 技
師
補

技
　
師

主
　
事

研
究
員

課
　
長

所
　
長

早 和 万 務 職 員
職 男」 用

務
員

用
務
員

衛
　
生

汽
缶
士

事

師

補

補

士

員

員

務

事

師

缶

用

務

生

主

技

主

技

汽

衛

用

ｒ
ヽ
、
　
′ゼ
Ｌ
　
′ｌ
ｌ
く
ｉ
ｔ

使
員
　
雇
員
　
労
務
員

長

課

課

務

菌

所

庶

細

衛生生物課

1  1

1

5

1  12

7

11

1  36

化学試験課

計

計 38  38  38  37  38  37  42  36

=

昭和38年度の歳入,歳出,各種委託事業費を前 3年度と比較し,表 3-6に示した。

表 3年 度 別 歳 入 覧

上
ｌ
二
〓
ロ

年 度 男」

科 男」
35 36 37 38

衛 生 研 究 所 手 数 料

保 健 衛 生 事 業 委 託 金

そ の  他  の 収 入

純     県     費

計

6,953,803

527,000

27,360

16,198,934

23,707,097

7,487,585

667,760

15,373

22,025,385

30,196,103

8,470,840

922,000

16,244

21,691,838

31,100,922

10,124,51o

670,000

17,999

23,795,223

34,588,372



- 38 -

表 4年 度 別 歳 出 覧

度 男」
区 分

35 36 37 38

料

当

他

手

の

計

給

諸

そ
費庁県

手

　

品

償
　
　
　
　
　
　
料

糧

員
・

耗

報

旅

職

賃

消

燃

食

費

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

料

費

費

11,363,525

5,840,488

0

17,204,013

0

453,860

162,885

263,797

1,152,272

223,200

14,852

1,142,850

1,021,804

138,694

0

422,564

999,960

501,845

0

1,5oo

0

0

6,503,083

23,707,097

12,773,243

6,950,714

0

19,723,957

0

575,600

136,5oo

413,396

1,696,628

250,900

14,957

1,070,630

1,005,332

174,161

0

452,976

3,082,970

696,596

0

1,500

0

0

10,472,146

30,196,103

14,436,643

8,165,405

0

22,602,048

15,880,073

9,848,231

0

25,728,004

14,000

759,300

274,890

289,437

1,510,330

303,970

14,961

1,236,197

1,069,873

142,219

54,210

1,015,730

1,426,770

746,181

()

2,000

0

0

8,860,068

34,55S,372

19,500

782,197

271,760

572,413

1,630,806

304,275

14,816

990,150

1,074,201

215,821

5,288

449,992

1,438,760

717,395

0

1,500

0

1,000

8,498,874

31,100,922

衛 生 研 究 所費

総

印 刷 製 本

光 熱 水
通 信 運 搬

借 料 損
修  繕
備  品

使用料・賃借料

負担金補助 0交付金

工 事 請 負 費

投 資・出資金
青|｀

計

原 材 料

表 5 放 射 能 測 定 調 査 委 託 費

年 度 男」

区 分
35 36 37 38

旅

賃

謝

消

印

光

通

備

原

耗   品
刷  製  本
熱   水
信  運  搬

材   料

費

金

金

費

費

費

費

費

費

86,000

165,000

0

62,000

5,000

6,000

9,000

0

18,000

86,880

179,460

0

69,659

4,295

5,185

9,520

0

6,001

138,051

216,530

19,5oo

279,606

5,000

31,475

20,709

19,500

17,629

117,219

193,250

0

90,750

4,606

23,683

18,796

14,000

18,336

計 351,000 361,000 748,000 480,640

年
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表 6 遠 賀 川 水 糸 水 質 調 査 委 託 費

年 度 刀」

区 分
35 36 37 38

費

金

費

費

費

費

費

費

料

製
　
　
運
　
　
　
計

旅

賃

消

燃

印

光

通

原

用ll

イ言

本

搬

召t 水

24,000

33,000

85,000

()

()

0

5o0

33,5oo

176,000

24,600

27,920

7o,580

0

0

()

0

20,900

144,000

25,530

62,550

65,650

0

0

0

0

20,270

174,000

5,720

9,800

91,565

0

2,999

37,271

0

42,645

190,000

材 浴|
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表 7 年 度 別 試 験 検 査

年 度

検 査 項 目 35 36

有 料   無 料 計 有 料   無 料 計

162

9

9

124

3,834

12

30

124

386

237

(736)

5,517

3,548

11

40

126

(736)

5,642

3,672

3

21

197

26

7

7

126

２２
　
４
　

”̈

検

便

他

鏡

の

糞

そ

ｆ

く
ｔ培養検査

，（い
　
」い一又

反

創

ｉ
ヽ

ｄ
町

舅
閑

凝

補

ｒ

く

ヽ

的
査
学七日

抹

物   試
の

の

塗

血
検

動

そ

急

性

伝

染

病

　

そ

細
菌

ｏ
血
清
学
的
検
査

125

験

イd」

イ[」

結

核
|

塗 抹 鏡 検

培 養 検 査

化学療法剤に対する対性検査

51

1,694

151

51

1,721

151

44

1,618

150

44

1,651

150

27

7132630

1,084

846

711

975

559

31

629

770

532

ン
法

検

法
二
唆
他

法

法

ゥ
御
　
　
　
反

ラ

ｏ

　

　

　

　

　

ｌ

４

方
ブ
グ
の

集

ス

緒

微研法
(

鏡

群」 ワ ッセル∫
l

反応ン

そ

凝

ガ

カ

そ

洗降反応
土母

314

314フ

ルデオライピンカーン法

の   他

検

査

鏡

検

抹

養
琳J塗
)丙 k培 2 2

軟 性 下 府 菌 検 査

守原 1寄
生  くマ
虫虫 |そ

虫

ヤ

他

生

　

　

の

7,003 7,003      10,578 5      10,583

フ リ

０

　

６

応

他

自

澄

他

反

の
　
　
　
　
　
の

血潜

そ

蛋

沈

そ

Ｊ

ミ

ｒ
ｉ

ｌ

ｔ

屎

　

　

尿

０

　

６

査

型

応

応

え
　
　
反

れ
し
　
　
　
　
一又

降

，

液

洗

学

導Ｆた．̈
　

球

ヒ

液
　
　
血

ィ

血

血

赤

医

血

　

液

2

8

loo

14

loo

8

14脳 脊 髄 液

そ     の     他

臨
床
検
査
（細
菌
・血
清
学
的
検
査
を
除
く
）

`細
食 1化

霜1細
生 1理

kそ

菌  性 食  中 毒
学  性 食  中 毒
菌  学  的 検  査
化学的検査 (異物検査をふくむ)

の     他

175

2,086

257

2,165

197

1,959

267

1,965
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覧

月U

37 38

有 料   無 料 有 料   無 料計 計

3,386 626

3

159

4,333

152

13

3

401

454

168

4,038

14

19

402

455

374

4,012       3,886

27

159

4,333

233

1

16

1

27

1,486

115

27

1,486

115

100

1,268

223

100

268

223

651

688

5 656

1,190

1,046

624

808

631

40 (D64

1,080

864

０２

　

４９

7

0

7

13,365 13,365       9,857 9,857

17

10

17

33

10

11

7

11

7

320 319

39

639 435

2,671

827

2,269 2,308 2,695
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表 7 年 度 別 試 験 検 査

検 査 項 日

年 度

35 36

有 料   無 料    計 有 料   無 料    計

査

験

査

験

査

他

検

試

検

試

検

環

境

衛

生

水 道 水

井   水

J細
t化

r細
ミ化

菌

学

菌

学

86

125

230

732

29

181

268

210

789

32

482

86

125

230

727

29

(307)
1,217

８１

６８

１７

籾

３６

３１

温 泉 (鉱 泉)泉 質

そ    の
(307)
1,237

65

31

査

査

験

検

試

検

「旧‐ド
カ

薬

「
旧
　
　
　
Ｌ
ガ

‐
Ｆ
　

の
　
コぅ

ｈ
堂
　
文
月

薬

１の

菌

医

そ

殺

験

験

査

試

試

検

力

力

効

効

品

客
月
寺倉
一
薬

虫

虫

殺

騒

試

薬

　

　

品

栄∫特

養ミそ

殊 栄 養 食 品 検 査

の    他 2 3

病 理 組 織 学 的 検 査

そ の イ」L 2 3

計ト 19,691 (7,338)
6,602

(27,029)
26,293

22,811       1,206      24,617

3
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覧  (つづき)

月」

37 38

有 料   無 料 有 料   無 料計 言ト

178

169

353

811

7

227

178

169

412

814

7

238

185

202

294

1,103

11

162

185

203

294

104

11

185

4

66

17

6

148 148

24,944       6,665      31,609      22,754       2,418      25,172
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細   菌   課

昭和38年当課における一般検査業務ではほとんど変化はみられない。本年 もコレラの国内侵入にそなえ

て検査体制を整えていたが, 9月 -11月 までに密航者および患者接触者計224名 の検査を行なったにすぎな

かった.

厚生省委託業務としては,結核実態調査の一環である菌検査を県下 10地区について行ない,一方インフ
ルエンザならびにポリオの流行予測調査も実施された.         (細 菌課長 坂 本 サツキ)

検 査 業 務

1 腸内細菌およびその他の細菌検査

培養検査は総検査件数3,989件に対し陽性件数 8件 (Sん .夕″。2a,2, 2b,1, 3a,1, 4a,1,
4,1,Sん。sο ttθグ, 1),一方サルモネラ検査では陽性 1件 6。 ″馘″

"滋
B, 1)を認めた。

一般細菌検査は例年同様某総合病院の各科領域の臨床材料ならびに市内開業医依頼のものが主体で,検
査件数154件に対し陽性70件 (45。 4%)であった。

2コ レ ラ 菌 検 査

前年に引きつづいてコレラ菌検査は主として 9月 ,10月 ,11月 の 3ヵ 月にわたって行なわれた◆被検者

は韓国密入国者および国内発生による接触者が対象となった.地区別検査件数は博多70,田川46,大牟田
44,福岡 (南)19,築上 9,久留米 9,福岡8,遠賀 6,三井 5,京都 2,福岡 (西)3で あった.総検
査件数221件に対して陽性者は認められなかった.

3血 清 学 的 検 査

県下各保健所から依頼された赤痢菌型決定は326件,菌型判定可能なもの177件であった。

4 福岡県における赤痢・サルモネラの菌型および薬剤耐性

県下12保健所から集められた赤痢菌株177件の菌型については表 8の とおりである。

表 8赤 菌 痢 保 健 所 別 菌 型

保 健 所 月」

菌 型 計
宗像 大隈 筑上 宮田 田川1 添田 筑紫 糸島 飯塚 浮羽 粕屋 八女

１

１

３３

１６

４２

１

１

２

Ｈ

ｌ

５

６１

２

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一

一
　

１

　

１

　

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

　

４

一
　

一
　

１９

　

一
　

３

　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

１

　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

９

　

一
　

一
　

一
　

一

一

一

Ｈ

２

一

１

１

１

７

一

１

１

一

２５

一
　

一

６

一

６

一
　

一
　

４

　

一
　

１４

１

　

一
　

一
　

１

　

２７

一
　

２

３〇

　

一
　

３２

一

一

１０

１

２１

一
　

一
　

４

　

２〇

　

一
　

一
　

一
　

一

Sん。ノ
〔
7ι″.    la

S′ι・/′ια。    lb
≦νι・ノ7ι″.    2a
S′ι。/′

`″
.    2b

sん。/ιι″。    3a
Sん。/′ι″.     3b

Sん。/ιι″・    lC
Sん。/′ι″。    4a
Sん。/Jι″.     4
Sん。メ′

`″
。Vare X

Sん。ノVι″.Var.Y
Sん。sο′ι′ιιι

S.ιypんグ

計

一
　

一

１

一

一

１

一
　

一

一
　

一

５

一

一
　

一

１

一

一
　

一
　

一
　

一

13     1    23    10    4     1     177
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つぎに地区別耐性菌保有状況は表 9の とおりである。

表 9 赤 痢 菌 地 区 別 耐 性 菌 保 有 状 況 (≦ 100mcg/mJ)

保  健  所 件数 SM CM TC

一

９

１

一

４

１

一

２

５

６１

２７

２１

３２

６

‐４

２５

１

２３

‐３

１

４

‐０

７７

上

像

隈

川

田

田

島

塚

紫

女

屋

羽

築

宗

大

田

宮

添

糸

飯

筑

八

粕

浮

20  (74.0)

20  (95。 2)

9  (64。 2)

1(4。 0)

20  (74。 0)

20  (95.2)

9  (64。 2)

1(4。 0)

4(17。 4)

1(7.7)

2  (50。 o)

57 (32。 2)

17  (63。 0)

20  (95.2)

2(6.3)

(64。 2)

(4.0)

4(17.4)
1(7.7)

2  (50。 0)

1  (10。 0)

58  (32。 8)

(17.4)

(7.7)

(50。 0)

(50。 0)

(34.5)

註 :( )内 は%を示す

また薬剤に対する耐性パターンについては表 10の とおりである.

表 10 赤 痢 菌 の 耐 性 パ

(研究員 西見保之・技師 常盤 寛)

タ ー ン

菌 型

単 斉」 耐 性 二  斉」 耐  性 三剤耐性

SM  CM  TC  SM・ CM  CMOTC  TCOSM  SM・ CM・ TC

Sん。ノ″. 2a
S乃。/ノι″.  2b
S′ι.。バ′ι″。  3a
Sん。。.μι″。 4a
Sん。.メJι″.    4

Sん。メ″ι″.Var.Y
Sん。sοκκιι

計

一

１

一
１

一

５

2

30

10

1

12

55

5結 核 菌 検 査

5ol 顕微鏡検査 結核菌顕微鏡検査は主としてチールネルゼン氏法により判定し, 総検査件数111件
に対し陽性数 6件 (5。 4%)で あった.

表 11 結 核 菌 の 顕 微 鏡 検 査 成 績

月 男」

計
123456789101112

111

121

1

1

0

1

1

6

12     5     3１５

　

一
　

一
　

一
　

一

Ｈ
　
一　
１
　
一
　

一

１３

　

一
　

一
　

一
　

一

１４

　

１

　

一
　

１

　

一

１６

　

１

　

一
　

一
　

一

0    5    5   12検 査 件 数

一

　

一

　

一

　

一

　

一
　

１

　

１

一

１1     2

ガ フ キ

計

一

１

一
１
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502 培養検査 結核菌の培養検査は表12の とおり総検査件数1,349件に対し陽性140件 (14%)で,発
育頻度は0が 77件 (5。 7%)で最も多くついで0帥 帥 の順であった.

表 12 結 核 菌 培 養 検 査 月 別 陽 性 数

月 男」

計 (%)
123456789101112

検 査 件 数

非 定 型 抗 酸菌

十

十

＝

――――

計

62

12

9

2

2

25

３

１

５

４

１３

一

６

１

　

一　

５

１２

1,349

77(5。 7)

26( 1。 9)

20( 1。 6)

17(1.3)

140(14。 0)

1

12

503 耐性検査 耐性検査は直接法により8週培養後判定, 結果は表13の とおりである.総検査件数
327件に対し陽性 (完全・不完全耐性を含む)110件 (33.6%)であった。

表 13 結 核 菌 耐 性 検 査 成 績

項 目

月 男」

言十
123456789101112

Ｈ

ｌ０

３

１３

２３

２０

１３

８

９

６８

６９

７６

４

２７

一

一

１

１

３

２

２

１

１

１２

Ｈ

Ｈ

一

４５

１

１

一

１

２

２

一

一

一

３

２

３

一

１５

２

２

一

２

２

２

一

一

１

１０

１０

１１

１

４３

一

１

一

一

２

２

２

２

２

１０

９

９

一

３９

一　
一

一

１

一　
一

１

一

一　
一

一

１

一　
一

一

１

一　

一　
一

２

一
２

一　
一　
一

２

一
１

一　
一　
一

一　
一　
一

完 全 耐 性
(不  確  定)

６

　

一
　

２３

１

　

一
　

１２

８
　
一　
弱

Ｈ
　
一　
４２

１

　

一

３

３

一

９

検 査 不 能

SM
PAS

INH

SM
PAS

INH

SM
PAS

INH

SM
PAS

INH

∫
t

|

l

1

|

t

― 一 -11___

完 全 耐 性

不 完 全 耐 性

耐 性 な し

一  -  2  1  2 -  2

3-49146

37

註 :SM 101ncg/mZoPAS 5 mcg/m′・ INH l mcg/1nι

6全 国結 核 実 態 調 査

福岡県における結核実態調査は本年 6月 から実施された.当所はその細菌検査班として協力し,調査客
体は10地区15保健所の有所見者846名 (門司68,久留米32,戸畑37,飯塚42, 田川50,粕屋77,三井50,

山門84,黒木16,添田66,福岡40,福岡 (南)64,八幡82,小倉91,大牟田47)で ,陽性 7件 (三井 1,

山門 1,大牟田 3, 粕屋 1, 小倉 1)で あった。 なお予研細菌検査部会で同定の結果菌型は人型であっ

た。                                 (研 究員 西見保之・技師 常盤 寛)

7ウ イ ル ス 検 査

昭和38年度の流行予測事業として行なったウィルス検査は次のとおりである。

701 インフルエンザ検査 10月 に筑紫,田川,お よび直方の各地区からそれぞれ24件,計72件の血清
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について,赤血球凝集抑制抗体の保有状況を調査した.その結果は表 14に示すとおりである.

表 14  ィンフルエンザ赤血球凝集抑制抗体保有状況

赤 血 球 凝 集 抑 制 抗 体 価

地  区   件数 A2  型 B  型

<16     16     32     64    128  >256    <16    16     32     64    128  >256

紫

川

方

上の表から明らかなことは, 3地区ともA2型に対する抗体価はかなり高 く,B型 に対するそれはきわめ
て低いということである.

702 ポリオ ポリオの流行予測事業に伴ない,中和抗体保有状況調査およびポリオウィルス分離を行
なったのでその結果を報告するe

70201 中和抗体保有状況  1月 に小倉か ら97件, 2月 に久留米から128件および 10月 に築上から 120

件,計345件の血清について,ポ リオ I型,Ⅱ型およびⅢ型に対する中和抗体価を測定した.4Xス クリ
ーニングと64× スクリーニングで抗体保有状況をみると,表 15に示す通 りである.

表 15 ポ リ オ 中 和 抗 体 保 有 状 況

筑

田

直

２４

２４

２４

７２

６

８

２２

３６計

検査

件数

1:4 スクリーニング

I 型 Ⅱ 型 Ⅲ  型 I 型

1:64 スクリーニング
地    区

Ⅱ 型 Ⅲ  型

倉

米

上

留
　
　
計

小

久

築

97

128

120

345

95(97.9)

118(92。 2)

115(95。 8)

328(95。 1)

96(98.9)

120(93。 8)

117(97。 5)

333(96。 5)

96(98。 9)

124(96.9)

116(96。 7)

336(97.4)

87(89.7)

111(86.7)

86(71.7)

284(82。 3)

85(87.6)

109(85.2)

88(73.3)

282(81。 7)

91

119

75(62。 5)

285(82.6)

( )内の数字は%を示す

築上地区の64× スクリーニングについて,特に目立つ事実は,他の 2地区に比べて,著 しく抗体保有率
が低いことである.こ れは築上地区の検査対象の年令層が他の地区とちがって,かなりの高令者層が含ま

れているからである.

702・ 2 ウィルス分離 築上地区における126件の糧便について初代 MK細 胞を用いて, ウィルス分離
を行ない, 4株のウィルスを分離したが, うち 3株は ECH0 1型 ,他の 1株は非腸管系ウィルスであっ
た。                                (研 究員 武原雄平・技師 長谷川孝志)

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)ジ フテリアの一小学校における免疫調査
2)ジ フテリア抗毒素測定に関する研究
前年度より継続しているもの

1)コ レラ菌に関する研究
2)福岡県における腸管系ウィルスの保有分布調査ならびに免疫調査
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3)螢光抗体法によるインフルエンザの診断について
なお,当課の研究業務のうち,昭和38年内に学会・誌上に発表したものを以下に抄録する。

1 福岡市内一小学校におけるジフテリアの疫学的調査
坂本サツキ・常盤 寛 日本伝染病学会第11回西日本地方会総会 昭和38年 6月 2日

われわれは1958年以来,福岡市内一小学校においてジフテリア (以下「 ジ」)の疫学的調査を行なって

きたが,今回は主としてシック (以下「 シ」)反応について追求したので報告する.
1)調査方法は1961年 2月 第 1回の「シ」反応を行ない陽性者に対しては 5週後 トキソイド (以下「 卜」)

0。 lmι 皮内接種後同年 5月 に第 2回の「 シ」反応を実施した。 その結果なお陰転しないものは「 卜」
0.3mJ,0.5mι ,0.5m′ をそれぞれ 3週おき3回接種, 5週後に第 3回の「 シ」反応を実施した.

2)第 1回の「 シ」反応陰性率は各学年を通じて50%以下の低率で過半数が「 ジ」に対する感受性者で
ある.しかし 0.lmι l回接種 8週後の「 シ」反応陰性率では低学年に上昇を認めたが高学年は60%と 低

率に終った.一方「 卜」 3回接種後の各学年の陰性率は80%以上の抗体上昇が認められた.

3)「 シ」反応陰転率は 0・ lmJ l回接種で, 2学年 41.2%, 3学年47.2%, 4学年 35。 0%, 5学年
35.5%, 6学年35.0%と 低率であったが, 3回接種による陰転率は学年差はなく70%以上を示した.なお

難陰転者と思われるもの2.4%も 認められた.

4)「 卜」 3回接種後の難陰転者群について血中抗毒素量を測定し「シ」反応と両面観察 を行なった
が,両者は必らずしも平行しないという結果をえた。
5)学童の保菌率は0.8%ですべて無毒株であった.
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衛 生 生 物 課

昭和38年,本県において日本脳炎の大流行があり,真性患者発生数 240名 に達した.こ れは戦後本県に
おける患者発生数の記録からみると昭和33年の 363名 ,昭和31年の 289名 に次 ぐものであり,患者の血清
学的検査に忙殺された.ま た一方,韓国におけるコレラ流行による防疫事業にともなう魚体の細菌検査な
ど食品細菌関係の検査業務 も多忙をきわめた.こ のように本年,当課担当の検査業務はきわめて多忙であ
ったが,研究業務の面でもコレラ菌および病原性好塩菌の分離培地に関する研究や日本脳炎の疫学に関す
る研究の面で成果をあげることができた。たまたま本年は春期から日本脳炎媒介力の野外調査を続行して

きたので, 日本脳炎大流行年における媒介力の発生状況,日本脳炎ウィルス保有力の出現状況を知ること

ができ,患者の血清学的調査とともに日本脳炎大流行年における貴重な疫学的基礎資料を得ることができ
た.

また,本年当課内の機構および業務分担を若干変更した。従来の当課の構成は寄生虫・臨床検査室 (責

任者 :衛生生物課長 高橋克己), 食品細菌・獣疫検査室 (責任者 :研究員 中西恭生), 血清学的検査
室 (責任者 :研究員 大塚 悟), 衛生こん虫室 (責任者 :研究員 山本英穂)の 4室からなり,そ れぞ
れの業務を分担してきたが,今回寄生虫・臨床検査室と衛生こん虫室を統合して新たに “医動物室"と し

た.本来,原虫・寄生虫,衛生こん虫に関する検査 0研究は各大学医学部においても同一教室で担当され

る例が多く,ま た学会の現状をみても,原虫 0寄生虫関係および衛生こん虫ないし衛生動物関係学会は密

接な関係にあり,多 くの場合同一研究者が両方の学会に属している。また限られた定員のうちでより効果

的に業務を遂行するためには業務内容をいたずらに細分して人員を固定化することは好ましくないので,

原虫・寄生虫,衛生こん虫など医学動物学に関する検査 0研究を新たに統合された “医動物室"で あわせ

行なうことになった.臨床検査は便宜上従来どおり当室の分担とする。なお,寄生虫,衛生こん虫関係業

務の統合にともない,研究員山本英穂を久留米大学医学部寄生虫学教室に長期派遣し原虫・寄生虫関係の

検査 0研究手技の習得にあたらせた.なお本年 8月 31日 付衛生生物課長高橋克己の転出により,後任衛生

生物課長は所長真子憲治の兼任となった.            (F」 箸生生物課長・所長兼任 真子憲治)

検 査 業 務

1 食品細菌 ・ 獣疫検査

昭和38年の食品細菌検査および獣疫検査は次のとおりである.

101 食品および食中毒の細菌学的検査 一般食品および牛乳,乳製品,缶詰,清涼飲料水,醸酵乳,
乳酸菌飲料などの検査件数は879件で食中毒は魚介類および一般食品 (チ ャンポン,甘酒など),に よるも
ので,魚介類によるほとんどは腸炎ビブリオ菌であったが,そ の他は葡萄球菌や腸球菌によるものであっ
た。特に表の 9月 において食品の検査件数がめだって多いのは韓国にコレラが流行したので防疫処置とし

て,そ の海域で魚獲した魚体にコレラ菌が附着しておるか検査したためであるが, もちろんコレラ菌の検

索は 1件 もなかった。

102 水質検査 水の細菌学的検査件数は474件で, うち井水294件 (不適109件 37.7%),水道水 (含簡
易水道水)185件 (不適26件 14%),そ の他の水 (河川,谷川)5件 (不適 0)であった.
103 獣疫検査 獣疫は 1件で狂大病の疑いであったが検査の結果は陰性であった・ (研究員 中西恭生)

2 寄生虫・衛生こん虫 0臨床検査

201 寄生虫検査 昭和38年における寄生虫卵検査依頼は総計12,457件で, うち集卵法による検査依頼
は 4件,他はすべて塗抹法によるものであった。検査依頼は福岡市内県立高等学校生徒10,469件を主体と



一-50 -

表 16 食 品 細 菌・獣 疫 検 査 覧

月 男」

検  査  別 計
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16
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2

9

3
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175

26

10

0

5

()

49

16

830

9

1

0

1,364

160

水

その他
4

食  中  毒

食 品 細 菌

獣    疫

計

６９

３

1

1

19

2

427  175

21    15

し,他は各種学校生徒・児童544件,事業所従業員1,428件,一般個人 16件であった。年間検査成績は表 17

に示すとおりである.

以上の他,駆虫剤効力試験 1件の依頼があり, ピルビニウムパモエイト製剤による駆焼虫効力判定試験
であった.その試験成績は別項 (p.54)|こ示すとおりである. (衛生生物課長 高橋克己 0研究員 山本英穂)
2・2 臨床検査 例年どおり少なく,総計25件で, とくに血液型判定依頼の減少がめだった.検査内容
は血液型判定 7件,血液像検査 3件,血色素測定 2件,血球数計算 6件,潜血反応 1件,脳脊髄液検査 6

件である。                               (衛 生生物課長 高橋克己)

表 17 寄 生 虫 卵 検 査 覧

月 月ll

項 目 計  (%)
123456789101112

数
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9 1,347 6,307 2,967
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21    23    51 1,154  5 12,457

109

75

78

0

8

4

3

1

0

1

2

281

42

6

6

7

1

20

0。 88

0。 60

0。 63

0

0。 06

0。 03

0.02

0。 01

0

0。 01

0。 02

2.25

姻虫・鉤虫0鞭虫

そ  の  他
計

1

93 2     1     3    12

203 虫疫 昭和38年,衛生こん虫・ダニ類に関し試験 0検査依頼のあったものは害虫種名同定 5件 ,

殺虫剤効力試験 3件であった。

21

13

12

2

142    25

市

1

1
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衛生害虫種名同定成績は表18に示すとおりであったが,被害例および発生個所は依頼者の訴えによるも
のであり,被害事項が持参された検体によるものかどうかは確かでない。

表 18衛 生 害 虫 同 定 成 績

日 付 同 定 成 績 備 考

昭38.5。 27
ツ  メ  ダ  ニ
Cheyletidae sP・ 住人皮膚癌痒

昭38.5.31

昭 38.  6. 25

昭 38。 7.3

北九州市戸畑区

福岡市馬場

ヒメカツオ ブ シ ム シ
И[″ι
`zgι
ηπs spe

ヤ ケ ヤ ス デ
Or″んθη2θ″lρttα sp。

小学校教室に異常発生

児童の皮膚癌痒

家屋内に発生,住人の皮膚癌1痒

家屋天丼裏に多数発生

各種濃度デ○夕○乳剤便池内注
人後のハエ類幼虫致死効力

昭38.9.17 Fayri
L-,imer lectularis T,inn6 某女子高校教室内に発生

殺虫剤効力試験はいずれもデプテレックス製剤によるハエ類駆除効果に関する野外試験であり,そ の成

績は次のとおりであった。

1 デ○夕○乳剤の残留噴霧によるイエバエ駆除野外試験
試験期間 昭和38年 8月 24日 -9月 26日

試 験 区 福岡県筑紫郡山口区立明寺部
落,戸数55戸 (大多数は有畜農家)

供試薬剤 デ○夕010%乳剤 (主成分 :

デプテレックス)

試験方法

1)薬剤処理日 第 1回,昭和38年 9月
1日 ;第 2回,昭和38年 9月 15日

2)薬剤処理法 供試薬剤 20倍液 を使
用,試験区全戸の天丼面残留噴霧,50 mJ/
m2

3)効果判定 フライリボン法による毎
日調査を薬剤処理前後を通して行なった.

リボントラップを設置したのは試験区55戸

中15戸,毎日調査の結果は15戸の平均値を

もってその日の試験区イエバエ集団の大き

さをあらわす指数とした.

=1。
 デ○夕○乳剤残留噴霧前後の試験髯二げ 区イエバエ集団指数日平均の比較

表 20
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成績 第 1回の薬剤処理後 12日 間は試験区イエバエ集団指数が処理前のおよそ半数に減じたが, 13日
日,14日 目には再び顕著な増加がみられた。15日 目に第 2回薬剤処理を行なった結果は試験区イエバエ集

団指数が極端に減少し,以後 2週間後にいたってもまったく増加の傾向を認められなかった.
2 デo夕 ○乳剤の残留噴霧および発生源散布によるイエバエ駆除野外試験
試験期間 昭和38年 8月 30日 -9月 26日

試 験 区 福岡県筑紫郡筑紫町筑紫区西小田,戸数35戸 (大多数は有畜農家)
供試薬剤 デ○夕010%乳剤 (主成分 :デプテレックス)
試験方法

1)薬剤処理日 昭和38年 9月 11日
2)薬剤処理法 家屋内 :供試薬剤の20倍液を試験区全戸の天丼面に残留噴霧,50mJ/m2.発生源 :有

畜農家堆肥を対象とし,供試薬剤の800倍液を 2ι/m2の割合で散布 .

3)効果判定 リボントラップ法による.試験区35戸中13戸に設置,毎 日調査,13戸の平均値をもって
その日の試験区イエバエ集団の大きさをあらわす指数とした.

成績 試験区におけるイエバエ集団の指数は,薬剤処理前 13日 間では日平均35でぁったが,薬剤処理後
15日 間では日平均 15でぁり,明 らかに試験区イエバエ集団の減少がみられ,以後 も明らかな増大はみられ

なかった.同薬剤による残留噴霧だけ 1同では試験 1にみられるように薬剤処理後 13日 日にイエバエ集団

が増大しているのに比較し,発生源処理を残留噴霧とあわせ行なった場合は試験区のイエバエ集団の回復
を抑制する期間が長いようである.

3 デo夕 O乳剤による便池内ハエ類幼虫駆除試験
試験期間 昭和38年 9月 16日 -9月 26日

試 験 区 福岡県筑紫郡筑紫町山口区立明寺部落,農家便池20個
供試薬剤 デ○夕010%乳剤 (主成分 :デプテレックス)
試験方法

1)薬剤処]:曜 日 昭和38年 9月 16目
2)薬剤処理法 供試薬剤の x200, x400, ×600, x800希 釈液をおのおの 5個の便池に注入した.
(2J/m2)

3)効果判定 薬剤注入後, 1日 , 5日 ,10日 後に便池内ハエ類幼虫の生虫数,死虫数を調査し,薬剤
注入の効果とその持続期間を観察した.

成績 x200-× 600希釈液間では効力に顕著な差は認められなかったが, ×800希釈液ではかなり効力

が劣った。×200-× 600希釈液においても,薬剤注入後 10日 後には多数の生幼虫が認められるので,供試

薬剤の便池内注入によるハエ類幼虫致死効力持続期間はおよそ 5-7日 程度と判定された.
(研究員 山本英穂)

3血 清 学 的 検 査

3・ 1 梅毒血清学的反応検査

表 21

昭和38年における梅毒血清学的反応検査の依頼件数は2,604件で陽性335

梅 毒 血 清 学 的 反 応 検 査 成 績 一 覧
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件 (12.8%)であった.

302 日本脳炎血清学的検査 日本脳炎補体結合反応検査の依頼は北九州市,県環境衛生課より行なわ
れたが,本年の流行が戦後第 3位に属する爆発的なものであったため依頼件数は400件に達し,特に 8-9

月の依頼件数の多いのが目立ち,陽性数112例 ,陽性率28%を 示した.       (研 究員 大塚 悟)

表 22 日 本 脳 炎 補 体 結 合 反 応 検 査 成 績 一 覧

月 号」

計
123456789101112

陽性率

(%)

96

12

271

97

400

112
28

15     52数

数性

件

陽

研 究 業 務

本年度当課で行なった研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究を完了したもの

1)コ レラ菌および病原性好塩菌の分離培地に関する研究

2)焼虫症の疫学的研究
3)殺虫剤による衛生害虫駆除に関する実験的検討
4)硫化水素の産生と培地に関する研究
前年度から研究を継続しているもの

1)日 本脳炎の疫学的研究
2)福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査
本年度新規に研究を開始したもの

1)日 本脳炎の流行予測に関する研究のうち,一般住民の日本脳炎ウィルス抗体保有状況に関する調

査

昭和38年内に学会・誌上に発表した当課の研究業績は以下に抄録したとおりである.

1 福岡県におけるレプ トスピラ症の分布調査 第 4報 福岡市,築上郡における不明熱患者よりのレ
プトスピラの分離並びに捕鼠についての検索成績

真子憲治・大塚 悟 第 11回 日本伝染病学会西日本地方会総会,鳥取市,昭和38年 6月 2日

昭和38年 1月 福岡市, 3月 築上郡の不明熱患者各 1名 より,そ れぞれ L.“′力οル を分離したが,人か

らの L.“扇θοたの分離例は,操教授らの報告以外見当らないものであるので,その臨床症状,分離状況
について報告した.ま た福岡市,築上郡での捕鼠のレプトスピラ保有状況につき検索し, 福岡市では142

例中11例 (7.7%)陽性で,L.雄。を4株分離した.ま た姪浜,明治町,動物園,東公園に陽性例が認め
られたことから市内でも環境衛生状態の悪い地域では現在なおかなりの汚染があることが分った。築上郡

では31例中4例 (12.9%)陽性で 2株を分離したが,いずれもん。わ。であった.

2 福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査の概要
真子憲治・大塚 悟 第11回福岡県公衆衛生学会,福岡市,昭和38年 6月 20日

最近の本県におけるレプトスピラの汚染分布状況を人ならびに各種動物について調査した結果かなりの

汚染度が認められた.菌型では筑豊地方,都市部におけるワイル,カ ニコラ,郡部における秋疫系レプト
スピラ特に秋疫Cに留意する必要があり,ま た不明熱性疾患についての本症の検索,いわゆる流行性肝炎
との類症鑑別も重要な問題であろう。

本症の予防対策としては,ワ クチンの予防接種,鼠族の駆除,野犬の撲滅,環境衛生状態の改善が必要
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と思われる。

3 福岡県における野外棲息力からの日本悩炎ウイルスの分離
高橋克己・山本英穂・大塚 悟 0真子憲治 ウィルス懇話会,大阪市,昭和38年 1月  日

抄録内容は本報 p.18を見よ.

4 ピルビニウムパモエィト2mg/kg l回投与による焼虫駆虫成績
高橋克己 0山本英穂 第20回 日本公衆衛生学会総会,横浜市,昭和38年 10月 11日

焼虫駆虫剤ピルビニウムパモエイトは少量 1回投与によっても優秀な駆焼虫効果のみられることはすで

に内田ら (1961)ぉ ょび小宮ら (1962)に よって示されているが,われわれも本剤の 2mg/kg l回投与
によって焼虫駆虫試験を行ないよい成績を得たので報告する.

福岡市当仁小学校男女児童の焼虫卵検出者231名 に対しピルビニウムパモエイト懸濁液 (10mg/mJ含有)

を微温湯希釈液として118名に 5mg/kg,113名 に 2m/kgを経口 1回投与した.2週間後および 3週間後
に虫卵検査を行なった結果, 5mg/kg投与群で 94。 1%, 2mg/kg投 与群で 94.7%の虫卵陰転率を得 ,
2mg/kg l回投与によっても 5mg/kg l回投与による場合と同様の駆燒虫効果が得られることを確認で

きた。なお虫卵検査法はスコッチセロファンテープによる早朝自己採卵によった。被験者の訴えによる本

剤の副作用調査の結果, 嘔吐, 頭痛, 悪心などの少数例がみられたがいずれも一過性の軽微なものであ

り, とくに 2mg/kg投与群ではその数はきわめて少なかった.
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化 学 試 験 課

当課における検査業務量の多いことは前年と同様である.今年は一般依頼検査のほかに多々良川水系水
質汚濁調査,製紙工場排水による河川および井水の汚染調査があげられる.ま た継続業務として遠賀川水
質汚濁調査,放射能調査,西瀬戸内海臨海ダム流入河川水汚濁調査がある。さらにばい煙規制法の施行に

伴い,北九州市,大牟田市と工場汚染地区を有する当県として今後大気汚染関係の調査業務が増加するこ
とが予想されるが,今年は福岡市降下ばいじんの測定,福岡,北九州両市における自動車排気ガス調査な
どを行なった.

今年の研究業務としては,福岡県における水道水質の検討 (原水と給水の水質関係および各成分含有量
の分布), 福岡県における放射能調査がある.             (化 学試験課長 大田  寿)

検 査 業 務

1食 品 試 験

総件数 187件で食品別内訳を表23に示した.食品試験は一般成分分析が大部分で, そのほか保存料の検

出などがおもなものである。例外容器の規格試験のうち不適件数は前年に比べ減少した.

(化学試験課長 大田 寿・研究員 中村幸男)

表 23 食 品 試 験 覧

区 分
有  料   無  料

不 適

魚介,肉卵類およびその加工品 (かん詰,びん詰を除く)

乳   製   品
アイスクリーム類

殻類およびその加工品 (かん詰,びん詰を除く)

野菜類,果物およびその加工品 (かん詰,びん詰を除く)

菓  子  類
清凍,保存,酒精,飲料

かん詰,びん詰食品

そ の 他 食 品

添  力|1  物{彎 i〕:胞倉栄訥楊
よびその製剤

容 器, 包 装
計

5

1

10

19

7

2   1

19

5

0

11 22     4

2薬 品 試 験

総件数270件で, 内訳は一せい収去による

もの 37件,行政依頼によるもの 212件,一般

依頼のもの21件である。一せい収去による試

験の内訳は表24の とおりである.一般より依

頼のうちおもなものは有機 リン製剤 4,水酸
化ナトリウム3,制缶剤 3,ワ ニス中のメタ
ノールおよびベンゾールの試験 3である.

(研究員 森    彬)

表 24 薬品一せい収去試験件数

名 件数 理    由

アンプル入 り栄養剤 29     2 多

ユ
・
‐過薇
Ｂ

Ｃ

Ｖ

Ｖ

日本薬局方ガーゼ         1
日本薬局方脱脂綿         3
日本薬局方塩酸エフエ ドリン錠   1
日本薬局方塩酸エフエ ドリン注射液 1
日本薬局方ブロムカリ       1
日本薬局方アンチピリン      1
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3製 品 検 査

月別件数は表25の とおりである.サ イクラミン酸ナトリウムに起因する塩化物の過量による不合格が 1

件であった.                               (研 究員 |+1 村 幸 男)

表 25 製品検査試験件数

月
サ ッカ
製

ズルチン,
サ ッカ リン
混 合 製 剤

ン
剤 着色料  かん水   計

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

173

153

136

151

144

141

166(1)

165

199

167

149

161

1,905(1)

31

38

30

41

38

48

35

42

27

27

38

38

33

16

26

8

14

14

4

16

17

8

20

16

159

204

207

193

201

196

205

205(1)

223

243

203

208

217

2,505

カッコ内は不合格件数

4水 質 検 査

401 飲料適否試験 本年も水処理関係などの業者による依頼が大半で,不適内容も外観異常,鉄過量
によるものが多く,前年と大差ない.総件数は1,102件で,そ のうち不適件数は679件,そ の百分率は61.6

%で ある.月別検査件数およびその内容は表26,27の とおりである.     (技 師 小 串 寿 明)

表 26 月 別 飲 料 適 否 検 査 件 数

月 男」
区 分 計

123456789101112

験

適

百適

試

不

不

件  数
件  数
分 率(%)

47

35

74.5

93

52

55。 9

85

57

67.1

107

69

64。 5

73    77

40   45

54.8  58。 4

137    96

86    62

62.8  64。 6

88    92   1ol   lo6

49    59    60    65

55.7  64.1  59。 4  61.3

,102

679

61。 6

表 27 飲 料 適 否 試 験 不 適 内 容 一 覧

月
項 目 計

1    2    3    4 6

外 観 異 常

異   臭  味   あ   り
PH     異      常
アンモニア性窒素,亜硝酸性窒素同時検出

硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過 マ ンガ ン酸 カ リ消費量過 量

総   硬   度   過   量
鉄      過      量

１９

３

４

２３

一

２３

　

一
　

２

　

１〇

　

一 一

６

１４

５

４２

４

６

３

２８

31

2

2

11

25

2

5

12

10

14

11

25

45

6

6

22

415

38

59

253

0

90

180

81

462

４‐

　

４

４６

　

４

４‐

　

４

９

　

３０

６

　

２７

８

　

４６

４

　

４４

７

　

４８

12

13

8

42

11

21

16

57

不適項目が 1検体に 2項目以上の場合それぞれの項目数を件数とした
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402 上水道水精密試験 前年と同様主として新設および増設の水道について試験を行なった.月 別検
査数および不適内容は表28,29に示すとおりである.原水の不適率は昭和34年68.4%,35年 54.5%,36年

56.7%, 37年 61。 4%, 38年 76。 0%と大差なく,給水については昭和34年 21。 1%, 35年 18.2%, 36年 52.5

%,37年36.2%, 38年43.3%と なっている。                  (技 師 石 飛 昭 汎)

表 28 月別水道水精密試験一覧

月 言十

76.0%

表 29 水道水精密試験不適内容

不 適 理 由
不  適  数

度   過
過

4・3 その他の水質試験 総件数651件で,区分別,月 別件数は表30の とおりである。また定性,定量の
項目別件数は表31に示した。

水給水原

１

１

４

３

４

３

０

６

１

１

０

２

６

ｏ
３

４

２

９

４

１

‐０

５

‐４

２

７

６

‐２

７６

３

１

２

３

１

０

１

２

３

０

４

４

２４

０

３

‐０

０

‐０

１

５

２

３

０

４

‐９

８

４

０

０

０

２

３

０

０

　

３４

　

５８

　

０

　

２８

　

１

　

　

４２

　

４

　

８

　

２０

　

５

　

５６

　

３７

　

‐

　

２

　

０

　

３

　

２５

　

２０

　

０

量

量

量

量

量

量

量

量

性

出

過

り

常

量

り

量

常

性

　

量

量

量

酸

　

　

　

過

過

　

硝

　

過

過

量

あ
　
　
　
亜
　
　
　
　
費

あ

異

過

　

物

　

，
　

素

ン

消

物
留
異
録
　
窒
オ
刑

性
出
　
　
　
　
酸

臭

観

度

　

残

　

ア
検

性

イ

ン

殿

　

二
時

　

ガ

発

　

モ
同

酸

素

ン

・―

　

ン

●
食
　
　
　
　
　
　
７

異

外

濁

沈

蒸

ＰＨ

ス
箋

硝

塩

避

不適率

硬

鉄

ブ
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
士困

ブ

鉛

素

　

　

細

ノ

　
ツ
　
　
　
・
，
　
ア

ン
　

　

　

　

　

　

賀

腸

、

工
　
　
　
　
綺
Д

マ

亜

ヒ

フ

フ

一

大

シ

ン  過

―

畳

過

過

獅

ｉ

ノ

素

過

易―

検

数

ｉ甜

菌
　
　
ン
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表 30 そ の 他 の 水 質 試 験 一 覧

月 男U
区 分 計

123456789101112

定  性i  分  析
定 量 分 析

四  エ  チ  ル  参fヽ
農 薬 (パ ラチオン)

汚       水

6     1 1

6

17

81

31

23

３

　

４７

0

10

143

414

0

2

92

19    13

()

13

0

12

表 31 そ の 他 の 水 質 試 験 項 目 別 件 数

項 目  定性 定量

透視度,濁度   31

蒸 発 残 留 物   一

不溶解性物質   ・一

PI「:1        68

酸度,ア ルカ リ度 ―
アンモニア性窒素 9
亜硝酸性窒素   7
硝 酸 性 窒 素   6
C.0.D。   一
B.0.D。   一

0

17

3

62

5

4

4

18

58

９

０

３

０

０

９

４‐

オイ

ン

イ

化

ア

酸

項

硫

リ

ケ

硫

シ

フ

そ

目  定性 定量

D.0。

ナ トリウム,
カ リウム

カルシウム ,
マグネシウム

塩 素 fオ ン

0    0

ン

酸

酸

物

ン

ェノール類

の  他

:||

度

　

ン

属

素

ガ

金

ン
　
生
日

硬

鉄

マ

有

ヒ

0

21

65

13

0

21

51

143   414

一般水質試験として井水よリヒ素を検出したものが数件あった.すなわち昨年同様国立赤坂療養所の水
道水に 0。 03ppm, 三池郡高田町の井水 8件にそれぞれ 0001以下,0.01,0。 03,0.01以 下,0001,0。 01

以下,0。 01,0。 04ppmの ヒ素が検出された.こ のほか市内吉塚の井水から亜鉛 7.9ppmぉ ょびシァンが
検出されたが, これは付近のメッキエ場の排水が浸透したものと推定される.

(化学試験課長 大田 寿 0技師 石飛昭汎)

5環 境 衛 生 試 験

501 大気汚染調査
5olol 福岡市における降下ばいじん量の測定 福岡県大気汚染対策協議会による業務として福岡市の
委託により,|四和38年 8月 より,市内 5ヵ 所にデボジットゲージを設け降下ばいじん量の調査,測定をは
じめた.                                (化 学試課験長 大 田   寿)

50102 福岡,北九州両市における自動車排気ガス調査 前項と同様対策協議会業務として福岡,北九
州両市の自動車排気ガスの調査を行なった.調査方法および調査内容などについては,昭和39年 3月 福岡
県衛生部刊 “福岡県における大気汚染第 3号"に記載した。

(化学試験課長 大田 寿・専門研究員 中村幸男・研究員 森本昌宏)
50103 大牟田市大気汚染特別調査 厚生省委託 (県環境衛生課依頼)に より,大牟田市のばい煙規制
法による地域指定のための資料としての調査を,昭和38年 9月 から39年 1月 にわたり行なった.調査は大
気汚染測定記録装置 (紀本製)1基により大牟田市内の亜硫酸ガスおよび浮遊ばいじん量の測定を行なうと
ともに大牟田市において従来より実施中のデボジットゲージによる降下ばいじん量と過酸化鉛に亜硫酸ガ

ス量の調査および KYSェ ァサンプラーによるばいじん濃度の測定などを合して資料の作成を行なった・
(化学試験課長 大田 寿・研究員 森本昌宏)

502 遠賀川水質汚濁調査 本調査も昨年度同様な方法で継続し,水質の汚濁度の減少度 も余 り大きな
変化が考えられず,昨年度と同じ傾向を示しているが,今年より都市排水の影響と思われる窒素成分の増

項 目  定性 定量
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加がめだってきた.炭坑の休廃山のため地下水の河川流人の減少のために生じた現象と考えられるが,な
お,調査の継続により結論を出したいと考える.             (研 究員 脇 元 作 郎)

503 西瀬戸内海臨海ダム流人河川水質調査 昨年度と同じ河川の水質調査を今年 5月 より10月 まで毎
月 2回,50試料につき昨年と同じ成分の分析を行なった.本地区は,背後に 700■1私l度の山地,前面は周

防灘に面する沖積層の平野で, これら5河川のうち竹馬川の沖積により生じた平野が大部分をなし,背後
の山地が花商岩であるため,地下水は少ないが,水質は良好な河川であり, これらの分析結果の詳細な報

告は後日に予定している.                         (研 究員 脇 元 作 郎)
504 福岡市内河川水質汚濁調査 昭和38年経済企画庁の委託により,福岡市内を流下し,博多湾に流
入する那珂川,御笠川の両河川および博多湾海水の水質汚濁調査を行なった.調査期間はIIを1和 38年 4月 よ

り39年 3月 の12ヵ 月にわたり,御笠川水系 1lヵ 所,海域 10ヵ 所,工場排水 8工場を選出し,各水系別に通

日 (1時間間隔で24時間,年 4回 )採水 lヵ 所,通年 (毎月)採水,那珂川水系 3ヵ 所,御笠川水系 2ヵ

所,計 5ヵ 所,一般地点,海域は年 4回採水を行ない,総検体656試料であった。 分析項目は,気温,水

温,色相,臭気,透視度,pH,D。 0。 ,B.0。 D.,塩素イオン, Co O.D。 ,懸濁物,大腸菌などを行なっ

た。                                      (研 究員 脇 元 作 郎)
505 製紙工場排

`К

による河川水および井水の汚染調査 環境衛生課の依頼により昭和38年 1月 から 3

月の 2回にわたり,八女市内製紙工場の排水による汚染調査を行なった。試験項日は水質一般項目のほか

に,ナ トリウムおよび B.0・ D。 の定量,電気伝導度の測定 (河川水)な どを行なった.試 11;失件数は井水
207件,排水 6件,河川水28件であった.調査の結果, 河川水については測定 ヵ所により高い汚染度が認

められ, また井水についても約20件に汚染の影響が認められた。    (化 学試験課長 大 田  寿)
506 多々良川水系水質汚濁調査 公共用水域の水質保全に関する法律 (昭和33年法律第 18号)に もと
づき,厚生省の委託により,昭和38年度に多々良川およびその支流の水質汚濁調査を行なった。採水地点

は猪野川において麻生山田鉱業所排水放流点より約 500m下流に 1点,久原川において久山簡易水道取水

点より約 lkm下流に 1点,篠栗川において多多良合流点より約 lkm上流に 1点および各河川合流の多

々良川において松崎浄水場取水点より約 200m下流に 1点の合計 4点 とし,各採水点の右岸,左岸および

中央の 3ヵ 所において採水し,年 4回 にわたり調査を行なった.調査の結果,猪野川,篠栗川に炭坑排水

の流入が明らかであり, したがって多々良本流もその影響を受けていることがわかった.こ のことは炭坑

排水の流入しない久原川を対照とし,含有硫

酸イオンの量の差より検討を行なったもので

ある. (研 究員 森本昌宏・技師 平古場朗・
技師 石飛昭汎)

507 陸水および食品の放射能調査 科学
技術庁の委託により実施中の放射能調査の測

定件数 (昭和38年 4月 -39年 3月 )は 110件で

ある.こ のうち測定のみを行なった件数は59

件で,内訳は陸水18,食品33,土壌 8件である。

なお分析試料として放射線医学総合研究所お

よび分析化学研究所に送付したもの51件であ

る。 (研究員 森  彬・研究員 森本昌宏)

表 32 放射能調査試料および件数

試 料
件      数

測 定 分  送 付 分

上

下

河

上

自

き

ほ

大

き

　

　

牛

ふ

し

日

雨

水

水

水

壌

菜

つ

卓

根

な

べ

′
　

う

川
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
米

麦

や
　

　

　

　

　

よ

一

一

１２

４

４

一

一

４

一

一

５

一

一

６

６

６

８

一

４

４

４

一

６

３

６

３

３

一

一

５９

6

11

51

508 その他の環境試 ti失 1昭和38年中に行

なった室内環境試験は,総合試験 (県庁内理

髪室)4件 ,炭酸ガス測定 (九州相互銀行)
5件,一酸化炭素測定 (九州相互銀行)2件
である.       (研 究員 森  彬)

じ

常

ｏ
計

水

乳

な

み

食

りち
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6鉱 泉 分 析

木年中に実施した鉱泉分析は,中分析 4件,小分析 4件, ラドン測定 11件であった。中分析件数を温泉

表 33  温  泉  分  析

試 験 番 号 第 50 号

温

源
　
湧
　
分

名

名
　
地
　
者

泉

地
室

量

温

　

験

泉

泉
　
出
　
依

現
試

泉

二日市 (旧武蔵)温 泉
紫         泉

筑紫郡筑紫野町二日市宇
塔原94

溝 江 三 治

原 鶴 温 泉

恵    宝    泉
朝倉郡把木町大宇久喜宮
スミガモ ト1835の 1

宮  崎  フ  子

41。 2℃ (気温28。 5℃ )

8。 5(28.5℃ )
8.6(26。 5℃ )

約 23.8′/min

O。 36

0。 9987

532。 6電/聴

Inピ

1.359 0。 0347

7。 7526173。 6

Ｅ

Ｅ
Ｍ
Ｃ

ｒ

く

Ｌ
旦里含ン

Ｈ

源
　
ｐ
　
揚
　
ラ
　
比

蒸

析 頼

水

発  残  留
重

物

解

離

分

カ

チ

オ

ン

K+
Na十

NH4+

ca2+

DIg2+

Fe2+,Fe3+

Mn2+

A13+

計

彎
2。 296

205.7

8。 548

0.122

0。 205

0.262

217.133

254.8

18.91

107.8

1.071

4。 533

0。 032

0。 078

387.224

604.357

0。 097

3。 909

49。 05

657.413

1.549

0。 0587

8.(〕447

0.4265

0。 0100

0。 0073

0。 0291

9.4763

7。 1872

0.3938

1.7661

0。 0250

0.0588

0.()003

0.0046

9.4358

n■ illinlol

O.0009

0.0892

0.6280

0。 0352

0。 62

94。 39

4.50

0。 10

0.08

0。 31

100。 00

76.17

4。 17

18.72

0.26

0。 62

0.00

0.05

99。 99

1。 862

0。 036

0.065

().034

176.956

114.7

3。 049

252.4

8。 587

1。 430

5。 528

0。 010

0。 068

385,772

0。 0929

0。 0030

0.0023

0.0039

7。 8894

3e2351

0.0635

4.1361

0。 2862

0.0334

0.0717

0.0001

0。 0040

7.8301

millimol
O。 0003

0。 1392

0。 8962

0。 44

98.26

1.18

0。 ()4

0.()3

0。 05

100。 00

41.31

0。 81

52.82

3。 66

0.43

0。 92

0.00

0.05

100。 00

水

一
贈

中

に

含

有

す

る

各

成

分

お

よ

び

そ

の

量

ア
　
　
　
ニ
　

　

オ

　

　

ン

Cl―

S042-

IIC03~

C032-

HS―

B02~

HSi03~

Si033-

AS02~

011-

計

溶 存 物 質 総 量

r CO,
ガス成分tH)ξ
総    成 分

質

日

658。 962

単純温泉,放射 :)|ヨ泉
38. 8。 10

562。 728

0。 032

6.101

70。 000

638.861

2.187 0。 0ヰ97

641.048

単 純 温 泉

38。 10.12

解 離成分総量

非 解 離
成  分

HAs02

HB02

:H2Si° 3|

泉

分

第 49 号

32。 o°C(気 温22。 2℃ )
8。 5(22。 OCc)
8.67(23。 0°C)

約 18.66″ min

40.6′

0。 9987

604.2電 /聴

析  年  月
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地別にみると二日市温泉 1,原鶴温泉 2,吉井温泉 1であり,泉質別にみると単純温泉 2,単純温泉と放
射能泉をかねるもの 1,単純温泉と重曹泉をかねるもの 1で ある.中分析の結果を表33に示した。ラドン
測定12件のうち療養泉に該当すると認められるものが 2件あった・     (研 究員 |キ1 村 俊 夫)

試 験 成 績

第 51 号 第 52 号

薦す年千薦す大町吉
５９
郡
後
羽
間
浮
角

蔵源

吉

筑

阿

井   温

水

40.0℃ (気温22.1℃ )

7.4(23。 5へc)
7。 5(21.5℃ )

約 44.85″ min

O.65

0.9989

654。 0電/贈

原 鶴 温 泉

寿

朝倉郡杷木町大宇久喜宮
ス ミガモ ト1852の 32

三 島 重 人

48。 7℃ (気温22.2°C)
8。 5(22。 5°c)
8.54(23.0° C)

約 100″ min

l.lol

0。 9989

699。 5電/聴

電
3.001

泉

湯

1〕lg

5.367

132。 5

63.99

29.24

0。 307

0。 034

231.438

40.53

().284

629。 5

1.050

0.085

0。 740

0。 005

672.194

903。 632

4.663

120。 2

1028.495

9。 96

o.1372

5。 7625

3。 1935

2.4040

0。 0109

0.0038

11。 5119

1。 1432

oooo59

10.3162

0。 035

0.002

0.0096

0.0003

11.5122

Oe1064

1.5388

1。 19

50。 06

27.74

20。 88

0。 10

0.03

100.00

9.93

0.05

89.61

0.31

0.02

0。 08

(D.00

100。 00

256。 8

1.926

().139

0.101

0.031

261e998

177.1

8。 544

352.4

6。 073

1.293

5。 143

3。 485

0。 011

0.054

554.103

816.lol

0。 0767

11。 1695

0.0961

0。 0114

0.0036

0。 68

98.31

0。 85

0.10

0.03

0。 03

100.00

43.97

1.57

50。 85

1.78

0.34

1.06

0。 40

0。 00

0。 03

100.00

0。 0034

11。 3607

4.9948

0e1779

5.7759

0。 2024

(〕 。()391

0.1201

0。 0452

n■ illil■lol

oooool

O。 0032

11.3587

millim01
0.0004

0。 64()2

0.7233

{〕 .0676

0。 o013

純 温 泉

0.2263

1038。 455

単純温泉,含土類重曹泉
38.12.11

().043

2S.()6

56.49

900。 694

2.975

().044

903。 713

単

38。 12.11
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研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究完了したもの

1)硝酸イオン定性のための亜硝酸イオンの分解
2)福岡県の放射能調査
3)福岡県における水道水質の検査
4)汚染飲料水中の微量テトラエチル鉛定量法の検討
本年度新規に研究を開始したもの

1)人工甘味剤の各成分の定量
2)福岡市および北九州における大気汚染調査
3)多 々良水系の水質汚濁調査

当課の研究業績のうち,昭和38年内に学会,誌上発表したものについて以下に抄録する

1 福岡県の放射能調査
森本昌宏・森  彬 第 5回放射能調査研究成果発表会 昭和38年 11月 21日

科学技術庁の委託により1957年 から引き続き実施中の陸水 (上水,下水,河川水)および食品 (野菜,

穀類, 水産物, 牛乳)の 1962年度の全β線の測定調査概要は次のとおりである.

4月 から11月 頃まで陸水,食品の放射能調査結果はかなり低い状態を保ってきたが12月 頃からいずれも

増加の傾向を示した.

福岡地方の降雪雨中の放射能は1962年 12月 下旬から1963年 1月 にかけて増加し, しばしば 13μμC/mι 以

上を計測しているから陸水,食品ともこれらの降雪雨の影響を被ったものであろうと考えられる.

汚染は比較的緩慢で無視される程度であるが, 1962年 12月 頃から陸水の値の増加はかなりめだってお

り,翌年 2月 には上水, 原水および河川水に計数効率補正値として約80か ら 96μμc程度の値を計測し,
蛇口水にも約 43μμcを計測した。

2 福岡県における水道水質の検討 原水と給水の水質関係および各成分含有量の分布について
松本久男 第17回 日本薬学大会 1昭和38年 4月 6目

11ィ罫和33年 7月 17日 “水質基準に関する省令"が公布施行され,そ の検査項目および方法に従い福岡県下
の新設および既設の水道について水質分析を行なったが,昭和37年 3月 までの理化学検査結果を取りまと
め検討を行なった.検査項目数は30項目にのぼり従来このように広範囲にわたる水質分析を行なった例は
ない.現在の水道施設数は合計328でそのうち上水道数は11%に過ぎないが, 給水人口は71%に達する。
給水人口に対する比率は上水道43.3%,簡易水道 2.5%,専用水道 15。 2%で計 61.0%である。水源の種類
別比率では地下水58.8%,伏 流水22.1%,表流水 19。 1%で地下水の比率が大であるが簡易水道や専用水道
の小規模のものほど地下水の比率が大である。

これらの水道の中から検査の完了したもの60%に ついて検討を行なうことにした.水源から取水した原
水は浄水処理を経て給水となるが, この処理過程により水質がどのように改善され変化しているかをまず

把握する必要がある。そこで各成分毎に散布図表を作って相関を調べた。まず濁度,鉄,マ ンガンについ
ては,原水において過量であったものが給水において大部分限度内に低下し浄水効果が明らかに認められ
る.過マンガン酸カリウム消費量も給水において顕著に低下している.硝酸性窒素は給水においてむしろ

増加しており,亜硝酸の酸化等が原因していると思われる.一方総硬度,塩素イオン,ケ イ酸,硫酸イオ
ンはかなり広い範囲にわたってよく対応し, このような溶存物質は他から添加されない限り水処理を経て

もほとんど影響を受けないことを示した.蒸発残留物は全成分の総括的なものであるが処理によってあま

り影響を受けずよく対応している。
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次に各成分の含有量を分布図表を作製して検討した。まず原水給水の変化のある成分すなわち濁度,鉄 ,
マンガン,過マンガン酸カリウム消費量の分布を原水,給水別に検討した.こ れらはいずれもL字型分布
を示し含有量が小さいものが一般的である.次に溶解性成分について分布を調べ田代らの報告する静岡県
の簡易水道 (水道協会雑誌,308号)と 比較してみた.す なわち総硬度は平均 93.3ppmで 静岡よりも高
いがモードは 50ppmで ほぼ一致し,塩素イオンは平均 23.Oppm,モ ード 17.5ppmで 静岡よりもかなり
高い.硫 酸イオンは平均 65.Oppmで 静岡の 15。 12ppmよ りも相当高 く炭坑地帯の坑内水の影響がうか
がわれる.一 方ケイ酸は平均 19.7ppm,モ ード 12.5ppmで静岡よりわずかに高い.蒸発残留物は平均
241.8ppm,モ ード 125ppmで 静岡よりも全般的に高い.こ れらの各成分は硫酸イオン以外はいずれも正

規型分布を示し,歪度は正で含有量の小さい方に片寄った分布を示している。

3 汚染飲料水中の微量テトラエチル鉛定量法の検討 (I)テ トラエチル鉛の抽出および分解について
松本久男 衛生化学 9(1),32-36,昭和38年 8月 30日

水中のテトラエチル鉛 (TEL)の 有機溶媒による抽出法および各種分解法に関し検討を行なった結果つ

ぎのようなことが判明した。

(1)抽 出溶媒としてはクロロホルムが最も適当で, 10ppb以下では検水 400m′ をとリクロロホルム
20mJずっで 2回以上各 10分間, また 100ppb前後では検水 100mJを取 リクロロホルム 10m′ ずつ 2回

以 L各 10分間抽出することによりほとんど完全に TELを抽出分離することができる.
(2)抽 出液中の TELの分解法に関してては,硝酸による分解では還流のみでは不完全で必ず蒸発乾固
を経なければならない .

一方ヨウ素溶液 (lAr)lmJを加ぇ15分間還流することにより完全に分解することが判明し, この分解
液にクエン酸アンモニウム 0亜硫酸ナトリウム混液を加えることにより完全に脱色し,ジ チゾンを酸化し

ないので直ちにジチゾン法による定量を行なうことができることが確かめられた。この新分解法により著

しく操作が簡単迅速となり精度が向上した。

(3)水中の TELは紫外線または直射日光の照射により急激に分解して抽出性鉛が減少する.採水びん
として一般に使用されている一升びん (青色酒びん)中においてもすみやかに分解し,ま た室内に放置し

ても徐々に分解することが確かめられた。 したがって検水の輸送 および貯蔵には必ず遮光することを要

し,分析試験 もできるだけすみやかに行なわねばならない .

なお, このクロロホルム非抽出性鉛はジチゾンにより呈色せず完全に無機化していないことを示した。

(4)水に溶存する TELは煮沸するとすみやかに揮発し水と分離する.こ の事実は高濃度汚染水の煮沸
に際してその蒸気を吸入してはならないことを示している.

4 汚染飲料水中の微量テ トラエチル鉛定量法の検討 (Ⅱ )ジ チゾン新単色法による微量鉛の定量法
松本久男 衛生化学  9(1),36-41,昭和38年 8月 30日

ジチゾン・クロロホルム試液 (DZ試液)に よる鉛の単色定量法に関して検討を行なった結果つぎのよ
うな知見を得た。

(1)DZ試液は一定濃度のものを一定量使用しなければならないので迅速に濃度を調節する必要がある。
DZの濃度を測定するのに吸光度法によリジチゾンの検量線を作成する方法に基づいて好結果を得た.
(2)沈殿防止剤,酸化防止剤およびマスク剤は TELの定量に必要にして十分な適正量を添加するよう
検討した。酸化防止剤としてはヨウ素にたいしてヒドロキシルアミンは不可で,亜硫酸ナトリウムを増量
して加えるのがよく,マ スク剤は微量の亜鉛をマスクすれば足りる.

(4)従来の単色法では適当濃度の DZ試液,適当量ずつでの抽出および希シアン化カリウムによる洗浄
を繰り返す方法によっていたが,本報において検討した新単色法では, 一定濃度一定量の DZ試液を使
用し, 1回の抽出で鉛を完全に抽出しうるので,よ り迅速正確となった。本法によると 0.3μ 迄の鉛は検

出定量でき, したがって水中のテトラエチル鉛は 100m′ から抽出した場合 3PPbま で,400m′ から抽出
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した場合 0。 75-lppbま で検出定量できることが明らかとなった.

(5)Sandell(1950)に よる PH ll.5法 において亜硫酸ナトリウムの添加量を増加して検討すると,鉛
1_75μgの広範囲にわたって正確に定量できたが,試薬量を多量に要するので前述の新単色法の方が実用

的である。また Sandell(1950)に よる PH ll.5簡 易法および Snyder(1947)に よる簡易法は lmg%
DZ試液 10mJを使用しているが, これでは抽出不完全で 4mg%,10mJを 使用すると 15-20μ gま での
鉛を完全に抽出できることが確かめられた。

5 汚染飲料水中の微量テ トラエチル鉛定量法の検討 (Ⅲ)ジ チゾン新混色法による微量鉛の定量法
松本久男 衛生化学 9(1),42-43,昭和38年 8月 30日

従来の混色法では共存ジチゾン量によって吸光度したがって検出量に誤差を生ずることが多かった。そ

こで分光光度計によリジチゾンおよびジチゾン・鉛の吸収極大および極小の二波長における混合物の吸光

度を測定し計算によって鉛量を求める方法を検討し好結果を得た.算出式をつぎに示す。

^  7.45A510-A605しPb=T~~~ o戸フ
=戸

~~~~~

本法によると鉛量 0-60μgにわたって lmg DZ試液 (0-10μ gは 0.5mg%)10-40mJを 使用する
ことにより pH 9-11に わたって誤差 ±0.8μg以下で定量できる.
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学 術 関 係 事 績

講  師  派  遣

昭和38年度,依頼により下記の指導講習会,講話などに当所職員を講師として派遣した

年 月 日 場 所 派遣職員職氏名   種 別  題 目  対   象  依 頼 者

34. 4.10-25

38. 6. 6

38。 6. 3-6

38。  8.23-24

38. 8.30-31

38. 9. 5

北九州市

同  _L

北九州市
戸畑区役所

九州管区
自衛隊員 10名

田川地区衛生
連合会指導者

80名

県下保健所細
菌検査員 7名
北九州市保健所
衛生検査技師・

食品衛生監視員
10名

上

職員

九州管区
自 衛 隊

田川地区
衛生連合会

福岡県衛生部

北 九 州 市

同  上

北 九 州 市

福岡県衛生研究所 {纂
生
先
物
賛
長
中岳
橋
暴星 講習会 食 中 毒 検 査 法

添田町中央公民館 研 究 員 山本 英穂 講 語 衛生害虫の駆除に

福岡県衛生研究所 細 菌 課 長 坂本サツキ 講習会 コレラ菌 検 査 法

研 究 員 中西 恭生 講習会 食 中毒原 因検索

寿
男
宏
幸
昌

田
村
本

上

大
中
森

同

長
員
員

課
七Ъ
せ」

学
多
多

化
研
研

ｒ
く
ｔ

同 上

講習会

同  上     同
自動車排ガスのサ ィレ+`I劇古

ィ
プリングについ :́u楳

1(::競

修

昭和38年度,研修のため下記のとおり各種講習会に当所職員を派遣した.

研

年 月 日 場 所    派遣職員職氏名 講 習 会 名 主   催

38. 2

38。 4

38。  5

38.11

38。  7

38。 11

18-20 国 立 衛 生 試 験 場
14-20 国立予防衛生研究所
30-6.1国 立 公 衆 衛 生 院
6-8 国 立 衛 生 試 験 場

15-27 国 立 公衆 衛 生院

26-29 国 立 衛 生 試 験 場

化学課長

研 究 員

研 究 員

化学課長

技  師

技  師

大田  寿
西見 保之
中西 恭生
大田  寿

石飛 昭汎

平古場 朗

薬 事 試 験 担 当 者 講 習 会

結 核 実 態 調 査 講 習 会

食品衛生特殊技術講習会 (細菌)

食品衛生特殊技術講習会 (化学)

第 3回公共用水域水質調査技術者
研修会

薬 事 試 験 担 当 者 講 習 会

厚  生  省
同   上
同   上
同   上

経 済 企 画 庁

厚  生  省

研 究 業 績 一 覧 (昭和38年 1月 -12月 )

学 会 発 表

医 学 生 物 学 関 係

1)福岡市内一小学校におけるジフテリアの疫学的調査。坂本サツキ。常盤 寛 :第 11回 日本伝染病学
会西日本地方会,鳥取市,昭和38年 6月 2日
2)福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査 (第 4報 )・ 福岡市・築上郡における不明熱患者よリレ
プトスピラの分離並びに捕鼠についての検索成績.大塚 悟・真子憲治 :第 11回 日本伝染病学会西日本地
方会,鳥取市,昭和38年 6月 2日
3)福岡県におけるレプトスピラ症の分布調査の概要.大塚 悟 0真子憲治 :第 11回福岡県公衆衛生学
会,福岡市,昭和38年 6月 20日

4)福岡県における野外棲息蚊よりの日本脳炎ウィルスの分離.高橋克己 0山本英穂・大塚 悟・真子
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憲治 :ウ ィルス懇話会,大阪市,昭和38年 1月 26日

5)PyrVinium pamOate 2mg/kg l回投与による焼虫の集団駆虫成績.高橋克己 0山本英穂 :第 11回

福岡県公衆衛生学会,福岡市,昭和38年 6月 20日 ;第 20回 日本公衆衛生学会総会,横浜市,昭和38年 10月
11日                                1

衛生耳学 。衛生化学関係

1)福岡県の放射能調査.森木昌宏 0森 彬 :第 5同放射能調査研究成果発表会,千葉市,昭和38年 11
月 21日

誌 上 発 表

医 学 生 物 学 関 係

該当論文なし

衛生工学・衛生化学関係

1)汚染飲料水中の微量テトラエチル鉛定量法の検討 (I)テ トラエチル鉛の抽出および分解につい
て.松本久男 :衛生化学 9(2),32-36,昭和38年 8月 30日

2)汚染飲料水中の微量テトラエテル鉛定量法の検討 (Ⅱ )ジ チゾン新単色法による微量鉛の定量法.
松本久男 :衛生化学 9(1),36-41,昭和38年 8月 30日

3)汚染飲料水中の微量テトラエチル鉛定量法の検討 (Ⅲ)ジ チゾン新混色法による微量鉛の定量法.
松本久男 :衛生化学 9(1),42-43,昭和38年 8月 30日
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所 内 人 事 異 動 (昭和38年 1月 -12月 )

職   名  氏  名 (所 属 課 名)日  付 入 退 所 の 事 由

技    師
衛生生物課長

研  究  員

汎 (化学試験課 )

己 (衛生生物課 )

之 (細 菌 課 )

４

３‐

３。

昭

克

保

飛

橋

見

石

高

西

新規採用

長崎県衛生研究所長就任のため退職

福岡市荒津病院に就任のため退職

職 員 名 簿 (昭 和38年 12月 31日 現在)

24.10. 1

24。 10。  1

34. 8.16

34. 7. 1

24.10。  1

24.10。  1

24.10. 1

24。 10. 1

25。  3. 8

24.10。  1

31. 8. 1

28。 11。  1

31。  1. 1

37.12.24

38。  1. 4

25。 11.30

30。 12。 16

35. 4。  1

生

悟

穂

愛

エ

ヱ

乃

寿

夫

男

彬

郎

宏

朗

汎

子

明

子

恭

　

英

豊

ハ

ハ

清

　

俊

幸

　

作

昌

　

昭

政

寿

志

場

西

塚

本

波

屋

藤

保

田

村

村

　

元

本

古

飛

手

串

登

中

大

山

灘

文

佐

久

大

中

中

森

脇

森

平

石

井

小

藤

員
　
　
　
師

力乃
　
〃
　
　
〃

研
　
　
　
技

〃

　

〃

　

〃

化学試験課

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

30. 4。 25

36.12. 5

24.10。  1

33. 6. 1

24.10. 1

24.10. 1

24.10。  1

24。 10。  1

29。  7. 1

38. 4. 1

36. 8.17

32.10。  1

32. 1. 1

30。  4。 25

衛′t生物課治

勲

憲子

山

真

本

長

長

所

課

主   事 友 納   新 33.3.16
〃  松 崎 利 子 34.4。 1

子

キ

月

サ

上

本

井

坂長

平

寛

雄原

盤

武

常

員

師

究研

技

所属課名   職  名  氏   名

〃    衛生用務員 武
〃   汽 缶 士 永

衛生生物課 課長 0所長兼任

課孜
切　
〃
　
〃
　
〃

庶

清 原 信 子 30.4。 1〃
　
　
〃

課

〃

菌

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

細

長

員
　
　
　
　
　
　
師

究

〃

〃

〃

〃

　

〃

〃

〃

課

研
　
　
　
　
　
　
技

夕

枝

シ

子

子

ツ

幸

キ

照

澄

原

田

田

松

井

梶

勝

石

重

武

川 孝 志長 谷

〃

〃

〃

〃

〃

〃

正

子

満

治

ま

　

　

話

一

い

　

昼
燿

ブｒ

田

内

田

ｉ真

用 務 員 園

衛生用務員

所属課名   職  名  氏   名





昭 和 39 年
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庶   務   課

福岡県行政組織規則に規定 されている恒常的所掌事務のほかに科学技術庁委託の放射能測定調査業務な

らびに建設省九州地方建設局委託の遠賀川水係水質調査業務関係事務を引き続 き行なっている.

(庶務課長 篠 崎   茂)

庶 務

機構と定員現員 本研究所の機構と所掌事務については,昭和34年 12月 15日福岡県行政組織規則が公布
されたので同日より本規則に準拠して所務が運営されてきたが,昭和39年 8月 27日 次のように全面改正さ

れた。

第二款 衛生研究所
以下別紙記載のこと。

第二款 衛生研究所
(設置、名称、内部組織及び位置)

第百二十三条 公衆衛生に関する試験、検査及び研究等を行なうため、衛生研究所を設置する。
2.衛生研究所の名称、内部組織及び位置
は、次のとおりとする。

(役付職員)

第百二十四条 衛生研究所に所長を、同所
の各課に課長を置 く。

2.前項に規定するもののほか衛生研究所
に専門研究員を、同所の庶務課以外の各課に

名 称 位 置

福岡県衛生研究所 福岡市天神 1丁目 5番 3号

(昭和39規則57、 全改、昭和39規則58-部改正)

研究員を置 く。

(所掌事務 )

第百二十五条 衛生研究所の各課ごとの所掌事務は次のとおりとする。 (福岡例1214号 )
1。 庶務課

イ.庶務に関すること。
口.会計に関すること。
2。 細菌課

イ.細菌性疾患並びに病原細菌の細菌学的検査、調査及び試験研究に関する事務のうち、他課に属し
ないこと。

口.リ ケッチャ性及びウイルス性疾患並びに病原ウイルスのウイルス学的検査、調査及び試験研究に

関する事務のうち、他課に属しないこと。

ハ.各種伝染病の予防学的並びに疫学的検査、調査及び試験研究に関する事務のうち、他課に属しな
いこと。

二.消毒薬の効力試験に関すること。
ホ.培地血清及び抗原等の製造供給に関すること。
へ.臨床細菌検査に関すること。
3。 衛生生物課

イ。食品及び飲料等の細菌学的検査、調査及び試験研究に関すること。

口・環境及び食中毒等の細菌学的検査、調査及び試験研究に関すること。

庶 務 課
細 菌 課
衛生生物課

化学試験課

内部組織
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ハ.梅毒及び各種疾患の血清学的検査、調査及び試験研究に関すること。
二。寄生虫、原虫及びそ族、その他の衛生動物の検査、調査及び試験研究に関すること。

ホ.駆虫薬及び殺虫薬その他の駆除薬の効力試験に関すること。
へ.狂大病、その他の獣疫で、人畜共通の疾患となるものの細菌学的、疫学的検査、調査及び試験研

究に関すること。

4。 化学試験課

イ.食品、飲料及び食品添加物等の化学的検査、調査及び試験研究に関すること。
口.医薬品、毒物、劇物、化粧品及び衛生材料等の化学的検査及び試験及び試験研究に関すること。
ハ.食中毒及び毒物中毒等の化学的検査、調査及び試験研究に関すること。
二.環境衛生についての理化学的検査、調査及び試験研究に関することc
ホ.大気汚染等の公害に係る理化学的検査、調査及び試験研究に関すること。
へ.温泉水、上水、下水、河川水、汚染水等の理化学的、生物学的検査、調査及び試験研究に関する

こと。

卜.放射能汚染の理化学的検査、調査及び試験研究に関すること。
チ。試薬等の調製及び供給に関すること。

(昭 39規則57-部改正)

なお本研究所の機構は次のとおりである.

庶 務 課  庶務係,経理係
細 菌 課  ウイルス係,細菌係,培地係
衛生生物課  食品・獣疫係,血清学的検査係,医動物係
化学試験課  食品・薬品試験係,水質化学試験係,環境衛生試験係,製品検査係

定員現員および職員の配置は表 1, 2に示すとおりである。

表 1 年 度 別 職 員 定 員 現 員
年 度 男」

職 月」 36 37 38 39

伸 f主

員 1技

雇 f主′呂・く
貝 t技

事

師

4

15

1

15

2

1

38

5

33

1

2

1

42

5

27

1

2

1

36

5

33

1

2

1

42

5

31

1

2

1

40

５

２８

〇

一

１

２

１

３７

４

１５

１

１５

２

一

38

５

２８

〇

一

２

１

１

３７

事

師

補

補

士

員

員

労 1汽
 缶

警1衛 生用務
)｀
t用   務
言十
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表 2  職  員  西己  置 (昭和40年 3月 31日 現在)

1純 労 務
衛生用務員

月」職

所 長 課 長 研究員 主 事 技 師 技師補
言|｀

6

12

7

14

40

月」課

課

課

課

課

物

験

務

菌

生

試

計

生

学

庶

細

衛

化

=

暑ユ
=

口 l

本年度の歳入歳出決算額と過去 3年の歳入歳出決算額との比較調べは表 3, 4に示すとおりである。歳

入は前年度より手数料について約18万円の増収となっているが委託費約 6万円の減である。なお人件費の

膨脹に伴う県費の繰入金が増大し,約 532万円となった歳出は前年度に比し人件費が急激に増大し約509万

円の支出増となったが事業費においては前年度に比しわずかに34万円の増となっているに過ぎない。

次に本年度における委託調査業務関係費を表 5, 6に示す.

表 3 年 度 別 歳 人 覧

年 度 ガ」
科 り」

36 37 38 39

衛 生 研 究 所 手 数 料

保 健 衛 生 事 業 委 託 金

そ の 他 の 収 入
純    県    費

計

7,487,585

667,760

15,373

22,025,385

30,196,103

8,470,840

922,000

16,244

21,691,838

31,100,922

10,124,51o

670,640

17,999

23,775,223

34,588,372

10,301,751

610,000

14,862

29,093,504

40,020,117

所

1
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表 4 年 度 別 歳 出 覧

年 度 月」
分区

36 37 38 39

県

庁

費

材  料
用 料,賃 借

負担金補 助・交付 金

工  事 請 負 費
委   託   料
」:比 資 及 出 資 金

計

総     計

12,773,243

6,950,714

19,723,957

0

575,6oo

136,500

413,396

1,696,628

250,90o

14,957

1,070,630

1,005,332

174,161

0

452,976

3,082,970

696,596

1,5oo

900,000

0

()

10,472,146

30,196,103

14,436,643

8,165,405

22,6()2,048

19,500

782,197

271,760

572,413

1,630,806

304,275

14,816

990,150

1,074,201

215,821

5,288

449,992

1,438,760

717,395

1,5oo

10,000

8,498,874

31,100,922

15,880,073

9,848,231

25,728,304

14,000

759,300

274,890

289,437

1,510,330

303,970

14,961

1,236,197

1,069,873

142,219

54,210

1,015,730

1,426,770

746,181

2,000

8,860,068

34,588,372

19,025,463

11,794,491

30,819,954

23,7oo '

732,000

391,560

566,040

1,732,517

225,640

58,000

1,209,930

1,065,314

182,549

902,047

1,385,000

601,866

97,Ooo

0

0

27,000

9,200,163

40,020,117

給

諸

そ

　

報

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

借

修

備

原

使

手

の

計

償

料

当

他

　

費

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

料

費

費

料

手由只
衛

生

研

究

所

費

品

　

　

本

水

搬

損

料

糧

製

　

運

　

繕

品

耗

　

　

刷

熱

信

料
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表 5 放 射 能 測 定 調 査 委 託 費

年 度 男」
区 分

36 37 38 39

旅

賃

謝

消

印

光

通

備

原

耗  品
刷 製 本
熱  水
信 運 搬

材  料
言|・

費

金

金

費

費

費

費

費

費

36,880

179,460

69,659

4,295

5,185

9,520

6,001

361,000

138,051

216,530

19,5oo

279,606

5,Oo0

31,475

20,709

19,5oo

17,629

748,000

117,219

193,250

90,750

4,606

23,683

18,796

14,000

18,336

480,640

81,940

221,280

63,495

4,000

20,147

10,494

18,644

420,000

表 6 遠 賀 川 水 系 水 質 調 査 委 託 費
年 度 月」

区 分

24,600

27,920

70,580

20,900

144,000

37

25,530

62,550

65,650

20,270

174,000

5,720

9,8o0

91,565

2,999

37,271

42,645

190,000

39

11,220

88,320

65,654

2,000

22,806

190,000

費

金

費

費

費

費

費

費

‐４
　

本

く

搬

‐

口
叶
　

　

　

外

　

　

浴

料

製
　
　
運
　
　
計

耗

　

刷

熱

信

材

旅

賃

消

燃

印

光

通

原

38
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表 7年 度 別 試 験

tた    と    均夏    |」
年 度

36 37

有 料   無 料   計   有 料  無 料   計

剰11  ′′.

冒屁
清 伝
学 染
〔|り り1村
1爽

:ご丘

そ

塗 抹 鏡 検

培 養 険 査 {署 の 地

1血清学的検査 {驀深燕if濃ぼ

J力     !1勿      !i式      t倹 |

そ      の      他

の       1也

〔;,672

(,

124
30
124

256

237

3

159

4,333

233

4,012
1

27
159

4,333

６２

９

3,834       3,386       626
12                     1

21

197

結
塗

培

抹   鏡    検

養    検    査
核 化 学 療 法剤 に対する耐性 検査

44

1,618

150

44

1,651

150

27

1,486

115

27

1,486

115

33

０３

　

９８

　

５

検

法

〔
ノ

他

法

法

,:者

微研

そ
　
凝
　
ガ

沈降反応

梅

ｔ
母

鏡

ワッセル
マン反応

方

ブラウニン
・谷口変法

の

799

975

559

31

2 801

1,078

657

36

651 656

1,196

994

5

法
(

集

ラ ス 板

カルデオライビンカーン法

そ   の    他

検

　
査

鏡
　
検

抹
　
養

塗

　

培 2

淋
)内

軟 性 下 府 菌 検 査

虫
　
ャ
　
他の

寄
　
マ
　
そ

寄
生
虫
原
虫

生 10,578 5    10,583      13,375 13,375

フ リ

屎
　
　
　
　
尿
　
　
　
　
血
　
　
液

　
　
脳
　
そ

臨
床
検
査

（細
菌
，
血
清
学
的
検
査
を
除
く
）

潜   血   反   応

そ      の      他

蛋           自

沈           澄

そ      の      1也

血 波 学 的 検 査

血   液   型

赤 血 球 洗 降 反 応

医 化 学 反 応

脊  髄  液

の       他

17

33

17

10
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検   査 覧

男」

38 39

3,886
1

16
1

233

152
13

6

398

454

206

4,038
14

455

168

3,292

103

374

5,853
1

221
265

9,145
1

299
327

741

100

1,268

223

100

1,268

33

909

137

33

909

137

624

808

631

272

235

1,080

864

280

5

279

120

155

155

281

5

434

275

40 664

7

6 7 7

12,757 12,757 11,611

8

11,611

11 11

7 7

有 料  無 料   計   有 料  無 料   計

1

1
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表 7年 度 別 試 験

検 査 項 目

年 度

36 37

有 料  無 料 割
｀ 有 料  無 料   計

細 菌 性 食 中 毒

化 学 性 食 中 毒

細 菌 学 的 検 査

理化学的検査 (異物検査をふくむ)

そ    の    他

17 17 64

320 319

2,269 39

12 76

639

2,308

食
　
品
　
衛
　
生

200

1,942

2

268

1,949

2

査

験

査

験

査

他

環

境

衛

生

水 道 水
菌  検

学  試

菌  検

学  試

泉)泉 質 検

の

チ
ヽ

細

化

細

化

175

264

215

782

27

403

175

264

222

782

31

454

59

3

11

149

198

287

929

7

253

∫
ヽ

井  水

温 泉 (鉱

そ

32

19

50

51

19

９７

５４

９

１試
　
試

検

力

　

力

効
　
効
　
品

著
月
　

↓倉

薬

虫
　
虫

医

そ

殺

殺

駆

試

査

査

験

験

験

査

薬   品  検

薬 の 他 の 薬 品 検

菌 剤 効 力 試

栄
養

特 殊 栄 養 食 品 検 査

の
由
〕そ

病 理 組 織 学 的 検 査

そ の 他 3 3

調
｀ 22,795     1,135    23,930      24,963     6,678    31,641
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検   査 覧  (つづき)

男」

38 39

有 料   無 料 計 有 料   無 料    ・計

1 50 51

435

2,671

827

2,695

3

421

2,809

95

433

2,842

185

202

294

103

11

162

185

202

294

1,103

11

162

264

247

336

1,729

45

956

266

263

342

1,742

45

1,054

11

10

9

1

1

100

119

113

125

8

1

148 148

25,664     2,468    28,132 24,022     7,803    31,825
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細   菌   課

昭和39年当課における業務内容は例年と大差はないが,本年は宗像,粕屋地区の赤痢集団発生にともな

って赤痢菌の検査が著しく増加している。

厚生省依頼では,昨年と同様結核実態調査38年度追求調査および流行予測事業としてインフルエンザ,

ポリオの調査が実施された。

他方,研究面ではビブリオの硝酸還元反応についての検討およびインフルエンザの早期診断に応用の目

的で螢光抗体法の実験を行なっている.                 (細 菌課長 坂 本 サツキ)

検 査 業 務

1 腸内細菌およびその他の細菌検査

糞便培養は依頼検査業務の中でもっとも多い件数をしめた.こ れは宗像保健所管内赤痢集団発生による

保菌者検索3,996件 ,および粕屋保健所管内発生によるもの1,305件,合計5,301件が加えられているためで

ある。したがって総検査件数9,144件 に対し陽性数 17件 (Sん .夕ι∬.2a,2,2b,4,3a,1,Var.Y,1,Sん ."″″J,

9)で あった。

一般細菌検査では各種臨床材料からの検査件数225件に対し陽性数 108件 (48%)であった.

2コ レ ラ 菌 検 査

コレラ菌検査は本年 1月 糸島沖に上陸した韓国密入国者の培養検査 (63件)が大部分で陽性は認められ

なかった。

3血 清 学 的 検 査

血清学的検査はウイダール反応 18件ならびに赤痢菌型決定368件であった.

4 福岡県における赤痢・サルモネラの菌型および薬剤耐性

本年 lヵ 年間県内各保健所から集められた赤痢菌は362件で保健所別菌型は表 8の とおりである。

表 8 赤 痢 菌 保 健 所 別 菌 型
月 月」

言ト荒
　
津

福

　

岡

遠

　

賀

山

　

門

三
　

井

糸

　

島

黒
　
木

粕

　

屋

福
岡
(南 )

菌 二」

像

Sん。∫′ι″. 2a
Sん。∫′
`ム
  2b

S/ι。ノフaじ.   3a

Sん。ノソιχ。   3b
Sん。ノi″ιχ. 4
5ん。ノソι

`じ

・ Var・ X
Sん。ノγaじ.Var.Y

Sん。5θ′z′ z`′

書十

一

一

３７

一

一

一

一

４８

８５

5

7

1

1

1

215

230

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一
１

一

　

一
　

一
　

一
　

１

　

１

　

一

　

一
　

２

一
　

一
　

１９

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１９

一
　

一
　

一
　

一
　

１

　

一

　

一
　

２

　

３

一

　

一
　

３

　

一
　

一

　

一
　

一
　

一
　

３

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

17

17

次に常用抗生剤である SM,CM,TCの 耐性保有状況は表 9の とおりである。総検査件数362件に対し
SM 297件 (82。 0%),CM 294件 (81.2%),TC 279件 (77。 1%)で あった。
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表 9 赤 痢 菌 地 区 別 耐 性 菌 保 有 状 況 (≧ 100mcg/m′ )

保 健 所 名 件 数 SM CM TC

像

門

井

島

屋

木

賀

津

前

岡

岡

宗

山

三

糸

粕

黒

遠

荒

福

福

言十

85

3

1

1

230

1

17

19

2

362

77 ( 90。 0)

2 ( 66.7)

1(100 )

213 ( 92。 6)

1(100 )

2 ( 66.7)

81(95。 2)

2 ( 66.7)

1 (100  )

206 ( 89。 6)

1 (100  )

3 (100  )

294 ( 81.2)

80 ( 94.1)

2 ( 66.7)

1 (100  )

192(83.5)

1 (100  )

2 ( 66.7)

1( 5.3)

279(77.1)

1( 5.3)

297 ( 82。 0)

註 :( )内 は%を示す

なお 3種薬剤の耐性パターンは表 10の とおりである

剤耐性が 4株分離されたことは注日された.

表 10 赤 痢 菌 の 耐 性 パ タ ー ン

大部分 (174件 )は 3剤耐性であったが,

(技師 常 盤

CM単

寛)

単  斉」 耐  性 二  斉」 耐  性 剤 耐 性
菌 I」

SM CM TC  SM・ C Mi CMOTC SM・ TC SMOCMOTC

Sん。ノ″.2b
S乃。ノι″.3a
S乃。ノα.4
AS乃。 SO′『′7′ノ

計

一

１

２

127

174

一

３

５

表 11 結 核 菌 の 顕 微 鏡 検 査 成 績

月 男」
計

123456789101112

検  査  件 １

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

０

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

１

　

１

　

一

　

一

　

一

　

一
　

１

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

０

　

一

　

一

　

一　

　

一

　

一

　

一

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

８

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

９

　

一
　

一
　

２

　

一
　

一
　

２

３

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

３

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

４

　

一
　

一
　

一
　

１

　

一
　

１

数

１

２

３

４

５

ガ フ キ

言|｀

5結 核 菌 検 査

501 顕微鏡検査 顕微鏡検査は主としてチールネルゼン氏法によリガフキー号数で判定した.表 12の
とおり総検査件数32件,陽性件数 4件 (12.5%)であった。

502 培養検査 培養検査は3%小川培地を用い,表 13の とおり総検査件数 875件に対し陽性数 84件
(9。 6%)であった。
503 耐性検査 本年度は衛生検査指針の改訂により各薬剤濃度は SM 100mcg/mι ,10mcg/mι,PAS
10mcg/m′,lmcg/mι,INH 5mcg/m′ ,lmcg/m′ の 6種の濃度で,直接法により実施した。検査件数は
100件で成績は表14の とおりであつた。                   (技 師 常 盤  寛)

1一
　

一
　

一

１

１
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表 12 結 核 菌 の 培 養 検 査 成 績

月 男」
計 (%)

123456789101112

875

38 (4.3)

19(2.2)

22(2.5)

5 (0。 6)

84 (9。 6)

８０

　

４

検 査 件 数

4-3221--2-23
2    2    4    2    2    2    2    1    1    -    2    2

+
―
|ト

‐
||十

1‖ [

計

一

７

一

１

一

６

一

６

一

５

一

５

一

６

一　
Ｈ

表 13 結 核 菌 耐 性 検 査 成 績

月 月」
項 目 計

123456789101112
５

２

３

５

７

８

４

３

３

２０

２１

‐９

００

41-1-一 -13
41-― 一 ― -13

２

１

３

一

１

一

１

１

１

５

５

４

２４

２

１

一

１

一

２

１

一

２

３

５

３

２０

S M
PAS

INH
S M
PAS
INH

S M
PAS

INH

S  �任

PAS

INH

完 全 耐 性

不 完 全 耐 性

完 全 耐 性
(不確定)

耐 性 な し
一

〇

一

〇

一

３

一

〇

2

2

2

18計

註 :耐性判定は各薬剤の最高含有濃度で判定

6消 毒 薬 検 査

本年消毒薬検査依頼はなかった.

7ゥ ィ ル ス 検 査

昭和39年度の流行予測事業として行なったウイルス検査は次のとおりである.

701 インフルエンザ検査 10月 に直方,田川,および遠賀の各地区からそれぞれ24件,計72件の血清
について,赤血球凝集抑制抗体の保有状況を調査したがその結果は表 14に示すとおりである.

表 14  ィンフルエンザ赤血球凝集抑制抗体保有状況
赤 血 球 凝 集 抑 制 抗 体 価

地  区  件数 A2型 B型

<16     16     32     64    128   :≧ :256    <16     16     32     64    128

４

３

４

Ｈ

８

９

７

２４
計

直

田

遠

方

川

賀

24

24

24

72

0

3

9

12

13

1

17

６

一

２５

一

１０

６

１２

２８

＞
Ｔ

3地区に共通していえる点は, A2型に比してB型の抗体価が比較的高いことである.こ れは昭和39年

春のB型流行を反映しているのであろうと思われる.

702 ポリオ流行予測事業 ポリオの流行予測事業に伴い, 11月 に築上地区の103件の血清について中
和抗体価の測定ならびに109件の糞便からウイルス分離を実施したので報告する。
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702el 中和抗体保有状況 築上地区の103件 の血清について, ポ リオ I型,Ⅱ型およびⅢ型に対する
中和抗体価を 4× スクリーニングと64× スクリーニングで測定 したが抗体保有状況は,表 15に示すとお り
である.

表 15 ポ リ オ 中 和 抗 体 保 有 状 況

1:4ス クリーニング 1:64ス クリーニング
地  区  検査件数

I型 Ⅱ型 Ⅲ 型 I型 Ⅱ型 Ⅲ 型

築       _1■       103      96(93。 2)      97(94。 2)      94(91.3)      55(53.4)      72(69。 9)      60(58。 3)

注:( )は %を示す

70202 ゥィルス分離 築上地区の109件 の糞便について,
たが,分離 されなかった .

初代 MK細 胞を用いてウイルス分離を試み
(研究員 武原雄平・技師 長谷川孝志)

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである.

本年度内に研究完了したもの

1)コ レラ菌に関する研究 (ビブリオの硝酸還元能 )

前年度より継続しているもの

1)福岡県における腸管系ウイルスの保有分布調査ならびに免疫学的調査
2)螢光抗体法によるインフルエンザの診断について

本年度新規に研究を開始したもの

1)Bα″.α″ιzιπ解 感染症に関する研究

当課の研究業績のうち,昭和39年内に学会・誌上に発表したものについて以下に抄録する.

1 ビプリオの硝酸還元反応について
常盤 寛 日本伝染病学会第 13回西日本地方総会 昭和39年 6月 7日

細菌の硝酸還元指示薬として,従来 Grissllosvay試 薬が使用されているが, われわれはビブリオの亜

硝酸検出特に微量の亜硝酸に対し α―Naphthylamin,P― Aminoacetophenon試 薬が鋭敏に反応すること

を認め知見をえたのでここに報告する.

1)MGI試 薬の PHに及ぼす影響は pH 2.2で 最大の発色を示し,発色時間も5分で安定し60分ま

で呈色に変化は認めない .

2)硝酸還元能と増殖との関係については,10mCg/mJ硝酸含有の 1%カ ザ ミノ酸培地にコレラ菌を接

種した場合,培養 6時間で発色はピークをなし判定は容易である。一方腸炎ビブリオはやや遅れ 8時間以

後に硝酸還元能が認められた.

3)KN03の 濃度 3-100 mcg/mι 含有の培地に腸内細菌・ コレラ菌を接種すると, コレラ菌は 3 mcg/
ml>で も還元能は認められるが一般に腸内細菌では 25-50mcg/mιく が必要である.
4)1%ペ プトン水に各腸内細菌 (32株)を接種 6時間後の同反応を行なうと大腸菌 3, プロテウス
1,赤痢 1,計 5株に陽性反応を認め,そ の他は明かに陰性であった.一方寒天スポット法,濾紙法等の

簡易測定法は期待する結果はえられなかった.

5)硝酸還元能が培地含有の NaClの濃度におよぼす影響は 2%含有濃度を境に濃度が高いと還元力は

低下する傾向を認めた。

2 昭和38年度福岡県築上地区におけるポリオの血清学的,ウ イルス学的調査について
坂本サツキ 0武原雄平 0長谷川孝志 日本伝染病学会第 13回西日本地方会 (シ ンポジウム)昭和
39年 6月 7日
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昭和38年度福岡県築上地区におけるポリオの血清学的,ウ イルス学的調査を実施し,昭和37年度抗体価
の分布調査を実施した北九州市小倉区および久留米地区の成績と併せて検討したので,そ の結果を報告す

る.

1 、血清学的検査成績について
4Xでスクリーニングした場合は,ポ リオ I型 95。 8%,Ⅱ 型97.5%,Ⅲ型96.3%の 保有率を示し, 9才
までは全員 3型 とも抗体を保有,10才以上でも3型とも4X以下の抗体価を示すものはなかった。この成
績は小倉地区 (ポ リオ I型 99%,Ⅱ 型 98.5%,Ⅲ型 99%)の 抗体価の保有傾向と比較的よく類似してい
る。久留米地区では生後 1年未満の幼児が多かったため,ポ リオ I型93.8%,Ⅱ 型96.3%,Ⅲ型97。 9%で

あり, Salkワ クチンの接種も生ワクの投与を受けていない 0-1才 の子供に 4× 以下の抗体価を示すも
のが多かった.

また,Salkワ クチン2回以上接種者の大多数の者は4X以上の抗体を保有していた。
64xス クリーニングではポリオ I型71.6%,Ⅱ 型73.3%,Ⅲ 型63.4%であり, 3型 とも抗体を保有しな
いものは 9才以下には認められず,10才以上に11例あった.こ の11例のうちで,10例は Salkワ クチン0

-1回接種者で生ポリオワクチンも非投与者であった.
2 ウイルス分離成績について
127例 についてウイルス分離を行ない,非ポリオウイルス 4例を分離し, 久留米大学における同定の結
果は 3例が ECH0 1型 , 1例は非腸管系ウイルスであった。
3 日本脳炎疑似患者の陰性血清における腸管系ウイルス中和抗体価について
日本脳炎容疑患者の陰性血清 (抗体の上昇を認められなかったもの)21例について腸管系ウイルスポリ

オ I型,Ⅱ型,Ⅲ型,ECH0 6型 , 9型 ,14型および Coxsackie B3型 , B5型を用いて中和抗体価の
測定を行なったが,抗体の上昇は認められなかった。
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衛 生 生 物 課

昭和39年,当課の検査業務は平年どおりで特筆するような事項はなかった.研究業務の面では, 日本脳

炎患者および一般住民の血清学的調査,昭和37年いらい県下粕屋郡大川町内橋部落において続行している

日本脳炎媒介力に関する野外研究に加えて,県下三井郡三沢町福岡県種畜場の協力を得,ブ タの日本脳炎
ウイルス感染に関する研究に着手した。

なお昨年 8月 31日 付衛生生物課長高橋克己の転出に伴い,医動物室の分担業務であった臨床検査の一部

を本年度から血清学的検査室の分担に移した。       (衛 生生物課長・所長兼任 真 子 憲 治)

検 査 業 務

1 食品細菌・獣疫検査

昭和39年の食品細菌検査および獣疫検査は次のとおりである。

101 食品および食中毒の細菌学的検査 一般食品および牛乳,乳製品,缶詰,清涼飲料水,酸酵乳9
乳酸菌飲料などの検査件数は512件であった。 食中毒のうち魚介類によったものはほとんど腸炎ビブリオ

菌によったもので,そ の他のもので主なものは葡萄球菌であったが,プロテウスモルガニーに原因したも

のもあった。

102 水質検査 水の細菌学的検査件数は1,301件で, うち井水357件 (不適155件, 40.6%), 水道水
(含簡易水道水)256件 (不適53件,20.7%),そ の他の水 (河川,谷川)688件 (不適509件,73。 9%)で

あった。

103 獣疫検査 本年度は獣疫の依頼検査はなかった。       (専 問研究員 田 中 恭 生)

表 16 食 品 細 菌 ・ 獣 疫 検 査 一 覧

月 男」
検   査   別 計
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26    13    39

67
18

中

計
751
512
120
27

132
45
195
62

2 寄生虫 0衛生こん虫検査

201 寄生虫検査 昭和39年における寄生虫卵検査依頼は総計11,600件で, うち集卵法による検査依頼
は4件,他はすべて塗抹法によるものであった.検査依頼の主体は例年どおり福岡市内の県立高等学校生
徒10,046件で,他は各種学校生徒 0児童521件,事業所従業員1,018件,一般個人15件であった0年間検査
成績は表17に示すとおりである。
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202 虫疫 昭和39年,衛生こん虫・ ダニ類に関し試験 0検査依頼のあったものは,衛生害虫種名同定
13件,殺虫剤効力試験 1件であった.衛生害虫種名同定成績は表 18に示すとおりで,殺虫剤効力試験はオ
ルソジクロルベンゾール製剤のハエ類幼虫致死効力試験であった0     (研 究員 山 本 英 穂)

表 17 寄 生 虫 卵 検 査 覧

項
月 男」

計  (%)
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0.45

0。 02
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１

１

‐０ 1800000515計

場 所 同   定   成   績

福岡市 天 神 町

福岡市 昭 南 町

嘉穂郡 稲 築 町

飯塚市 柏 の 森

飯塚市 柏 の 森

大 牟 田 市

日   付

表 18 衛 生 害 虫 同 定 成 績

備

某 ビル事務室に発生

L >ff*o> 甲殻綱,等脚 目
家庭井水より採取

新築住居畳のヘ リに発生

ムシモ
炊事場水槽中に多数浮上

ム シ
炊事場水槽中に多数浮上

小学校プールに多数発生

小学校プールに多数発生

家庭井水中に浮上

検体不良,同定不能

皮膚炎原因調査のため持参された雑物

考

1昭 39。 3.12

H召 39.  5。   7

日召39.  5。  21

口召39.  6.  5

昭39.6.5

昭 39.  6. 22

メ

IIirst

福岡市地行西町

昭 39。 7.24 嘉穂郡 穂 波 町

昭 39。 7.29 ユス リ

ベニイボ ビムシ
昭 39。   8. 25 福 岡 市 田 島 Achorutes roseus Gerrrais

昭 39。 11.18

1斗昭39 福 岡 市 馬 出 虫体を認めない

3血 清 学 的 検 査

3・ 1 梅毒血清学的反応検査 昭和39年における梅毒血清学的反応検査の依頼件数は995例で, 陽性数
252例,陽性率25。 3%でぁった。なお緒方法,凝集法の陽性率が高いのは, 治療患者について定量法を実

施しているためである.

302 日本脳炎血清学的検査 日本脳炎の発生は38年より少く,流行は lヵ 月早く始まったが,中等度
の流行であった.なお本年から血清学的診断法として,従来の補体結合反応のほかに血球凝集抑制試験を

も併せて実施するよう依頼された.依頼件数は331件で陽性は補体結合反応83例 (25.0%),血 球凝集抑制

試験114例 (34.4%)であった.

303 臨床検査 本年度から臨床検査の一部を当係で分担することになったが,検査依頼は脊髄液検査

3件 (7月 2件 , 10月 1件)であった。                 (専 間研究員 大 塚  悟)

日

イエシロア リ
Cθ夕ιο″2‐πι∫メθr2οSα″?ιS Shiraki

ユス リカ科卵
ChilonOΠ lidae sp.

sp.
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表 19 梅 毒 血 清 学 的 反 応 検 査 成 績

月 男」 陽性率
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表 20 日本 脳 炎 血 清 学 的 検 査 成 績

月 月」 陽性率
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114

83
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研 究 業 務

本年度当課で行なった研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究を完了したもの

1)硫化水素の産生と培地に関する研究

前年度から研究を継続しているもの

1)日本脳炎の疫学的研究
2)硫化水素産生培地に関する研究
本年度新規に着手した研究テーマはない.

当課の研究業績のうち,昭和38年内に学会 0誌上に発表したものを以下に抄録する

1 1963年 福岡県におけるコガタアカイエカの日本脳炎ウイルス保有状況

山本英穂 0高橋克己 0真子憲治 第 16回 日本衛生動物学会大会,熊本市,昭和39年 4月 7日

1963年 5月 から10月 にわたり,福岡県粕屋郡内橋において, コガタアカイエカの出現状況をライトトラ

ップ法により観察,同時に同力からの日本脳炎ウイルス (JEV)分離を行なって同力の JEV保有状況の

季節的推移を調査した。ウイルス分離は♀力だけを使用,力乳剤の哺乳マウス脳内接種によった.力 乳剤

は 5%初生ひな血清加 リン酸緩衝液食塩水 (ペ ニシリン 500ut/mJ,ス トレプトマイシン 500μ g/m′ 含有)
を希釈液として使用,10-250♀ ♀ (多 くは200♀ ♀)を 1プールとして作製した。 力乳剤接種マウスの発

症例については, さらに 3-4代 目まで哺乳マウス脳通過後,発症マウス脳から HA抗 原を作製,初生ひ
な血球によるHA試験および抗 Nakayama(NIH)マ ウス血清,抗 JaGAr♯01マ ウス血清による HI
試験によって分離ウイルスの同定を行なった.

調査地におけるコガタアカイエカの出現状況は 7月 下旬から急激に増加,8月上―中旬に最高となり, 9

月上旬にいたってもかなりの出現数をみたが10月 上旬にはまったく捕集されなくなった.一方, コガタア
カイエカ総計12,569♀ ♀,77プールについて行なったウイルス分離試験の結果は, 7月 29日 , 8月 6日 ,
13日 ,20日 ,9月 26日 採集力からそれぞれ 1,9,10, 8, 1例がウイルス陽性で,HA,HI試 験の成績
ではいずれも JEVと 判定された.以上の成績から,1963年本調査地での JEV保有コガタアカイエカの
出現は 7月 下旬から9月 下旬にわたったが, 8月 上―下旬に極度に高率となり,200♀♀を 1プールとした

、ヽ■ぃヽ

2
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場合,平均66.1%の 分離率を示した.こ の時期はライトトラップによる同力出現消長の最盛期と一致し,

また本年福岡県における日本脳炎患者発生のピークにおよそ 2週間先行している。なお,HA試 験におけ
る JEV分離株の至適 pHは 6.8ま たは6.6-6.8で あった.

2 昭和38年福岡県における日本脳炎患者の血清学的反応検査成績について
真子憲治 。大塚 悟 第 13回 日本伝染病学会西日本地方会,徳島市,昭和39年 6月 7日

昭和38年福岡県 (北九州市を含む)における日本脳炎は患者240名 ,死者92名 に上る爆発的発生を示し,
33年,31年に次ぐ大流行をみた.当所ではこれら患者血清について血清学的反応検査を行なったので,そ

の成績を報告する。

血清学的検査は中山予研株による CF,HIを 行ない, 判定は昭和37年 日脳研究会診断基準の確実陽性
のものを陽性とした.検査した215例のうち CFで 79例 (36.9%)陽性,判定不能 1例,HIでは陽性100

例 (46.7%),未 検査 1例でぁった。CF,HI両 反応の比較では,両反応とも陽性73例 (33。 9%),CFの

み陽性 5例 (2.4%),HIの み陽性27例 (12.5%)で,HI陽性率が高 く, 特に死亡例では HIの み陽性
のものが 4例あった.病週別に陽転状況をみると,CFで は第 4病週以内で約96%, HIでは第 3病週以
内に約96%陽転しており,HIが CFよ り陽転の時期が早い .
次に一般住民における日脳 CF,HI抗体保有状況をみるため,流行中の 9月 上旬早良郡の健康成人174

例について調査した.そ の結果 CFで ≧1:4の もの 4例 (2.2%),HIで ≧1:40の もの26例 (14.9%)
が認められた。また福岡市在住の妊婦血清85例について11月 上旬調査した結果は CFで は ≧ 1:4の もの
がなく,HIで は ≧ 1:40が 3例 (3.5%)認 められた.
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化 学 試 験 課

当課における検査業務は水質関係検査に増加が著しく,ま たほかの各検査 も前年より増加の傾向にある

が,今年は技術者 3名の増員により業務にやや統制がとれてきた。今年は一般依頼検査のほかに継続業務
として多々良川水系水質汚濁調査,遠賀川水質汚濁調査,放射能調査,福岡市における降下ばいじん量測
定,福岡市・北九州両市における自動車排気ガス調査を行なった.ま た研究業務として, “スルフアニル

酸による亜硝酸イオンの分解と Griess Romijn硝 酸試薬による硝酸イオンの検出"お よび “福岡県にお

ける放射能調査"があげられる。                     (化 学試験課長 大田  寿)

検 査 業 務

1食 品 試 験

試験数,そ の食品別内訳は表21の とおりである.毎年個々の品目についての増減はあっても,総数にお

いてはほとんど変化はない.有料試験の試験内容はカロリー算出のための成分分析が最も多く,そ の他ビ

タミン定量, 食品, 容器包装の規格試験がおもなものであり, 収去試験では保存料の試験が大部分であ

る。                                      (専 問研究員 中村 幸男)

表 21 食 品 試 験 覧 表 22 薬品一せい収去試験件数

区 分
名 件数 葎毅

適  不適 適  不適
日本薬局方スルフィソキサゾール

日本薬局方スルフィソキサゾール錠

日本薬局方スルフィソキサゾール注射液

日本薬局方スルフィソミジン

日本薬局方スルフィソミジン錠

日本薬局方スルフィソミジン注射液

日本薬局方酢酸コルチゾン錠

日本薬局方酢酸コルゾン水性懸濁注射液

日本薬局方酢酸ビドロコルチゾン錠

日本薬局方酢酸ヒドロコルチゾン水性懸濁
注射液

日本薬局方酢酸デスオキシヨル トン注射液

日本薬局方プレドニゾン錠

日本薬局方フレドニゾロン錠

日本薬局方 リン酸 リボフラビン注射液

リボフラビン又はリン酸 リボフラビンを含
有する局方外,混合ビタミン剤
衛生上使用される綿類

6

2薬 品 試 験

総件数266件で,内訳は一せい収去試験によるもの78件,行政依頼によるもの170件,一般より依頼のも
の18件である.一せい収去試験の内訳は表22の とおりである.一般より依頼のうちおもなものは椿油 4
件, コールドパーマ液 3件, ワニス 3件,有機リン剤 2件である.       (研 究員 森  彬)

3製 品 検 査

月別件数は表23の とおりである。また表24に示すように甘味剤については昭和33年以降次第に増大して

口
＝料無料有

魚介,肉卵類およびその加工品
(かん詰,びん詰を除く)

乳     製     品
ア イ ス ク リ ー ム 類

殻 類 お よ び そ の 加 工 品
(かん詰,びん詰を除く)

野菜類,果物およびその加工品
(かん詰,びん詰を除く)

菓     子     類
清涼,保存,酒精,飲料かん詰 ,

びん詰食品

そ の 他 の 食 品

′化学的合成品および
添 加 物 くその製剤｀

そ の 他 の 添 加 物

容   器   包   装
計

4

15

7

10

3

36

21

9

1

9

115

14    2

3    6     5

4

7

6

4

1

2

3

3

2

1

1

10

9

15

7

7

10   27    7
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いる。このことは以前と制度が異なるので単純な比較はできないが,件数を4で割ればそれ以降の件数と

比較できる.こ れは今も合成甘味料に対する根強い需要が衰えないことを示している.しかし製剤の成分

内容は次第に変ってきており,現在はサッカリン,サ イクラミン酸ナトリウムを主成分とする粉末製が大
部分であり,従来のサッカリン剤,ズルチン製剤は10-20%を 占めるに過ぎない.かん水はほとんど炭酸
ナトリウム,炭酸カリウムよりなる粉末製剤であるが, リン酸ナトリウムを含んだものも数件みうけられ
る。                                      (専 門研究員 中村 幸男)

表 23 製 品 検 査 月 別 件 数
ズルチン,
サッカリン 着 色 料
混 合 製 剤

かんすい   計

213

177

183

176

149

159

199

183

193

207

160

205

2,204

表 24 製 品 検 査 年 別 件 数
硫酸カル
シ ウ ム 言ト

月
サッカリン
製   斉」

１３

２４

２９

２２

２５

２３

４７

２４

３１

２０

２４

２５

０７

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

15

5

17

1

5

16

9

21

18

13

159

241

223

218

215

176

199

251

225

233

248

203

243

2,6755

年  甘 味 斉」 膨脹剤 着色料 芋 食
25

26

27

28

29

30

31

32
~・

33

34

35

36

37

38

39

2,287

1,240

3,646

3,694(4)

4,349

5,2砲

4,142(5)

2,507

1,384(1)

1,546(2)

1,542

1,659

1,959

2,338(1)

2,511

2,327

1,407

3,744

3,704(5)

4,396

5,297(1)

4,197(5)

2,892(1)

2,139(1)

2,366(2)

1,811

1,825

2,138

2,505

2,675

，
９

４

８

２

９

６

４

１

止

レ

３

１５

７

　

２

３

４

２

廃

、

１３

Ｈ

３１

１４

＝

１２

１２

１４

８

５

37(1)

148

154

221

154

165

159

159

296

593

653

36

カッコ内は不合格件数

4水 質 検 査

4・ 1 飲料適否試験 前年 (昭和38年)に 1,000件を越えた総検査件数は本年では 1,500件近くに達し
た。月別件数においても7月 は特に多く200件を越えた。 本試験は当課の人員不足のため担当者 1名によ

って行なわれておりしたがって多忙をきわめ, 依頼検査の完全処理に対し支障を生じている現状 であっ

た.したがって 9月 より検査を能率的かつ計画的に行なうため依頼検査受付日を週 1回 (月 曜日)と した
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が件数がきわめて多いため依然として上記の点は解消されなかった.総検査件数は 1,448件でそのうち不
適件数は911件であった,不適率は62.9%で37,38年 とほとんど差はない, 月別件数および不適内容は表
25,26の とおりである.                             (技 師 小串 寿明)

表 25 月 別 飲 料 適 否 検 査 件 数

月 月」
区 分 言1・

123456789101112

試  験  件  数
不 適 件 数

不 適 百 分 率 (%)

140   111

88   72

62。 9  64.9

88   115

51    76

58。 0  66.1

75

43

57.3

113

70

61.9

201

121

60。 2

155

110

71.0

182

117

64。 3

108

71

65。 7

1,448

911

62.9

73   87

43    49

58。 9  56.3

表 26 飲 料 適 否 試 験 不 適 内 容 一 覧

項 目
月          別

123456789101112
言|｀

外 観 異 常

異 臭 味 あ り

PH      異       常
アンモニア性窒素,亜硝酸性窒素同時検出

硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過 マ ン ガ ン酸 カ リ消 費 量 過 量

総   硬   度   過   量
鉄      過      量

27

1

3

14

6

12

5

33

２４

１

７

１５

一

２９

２

２

１３

一

５１

２

３

１３

一

６９

３

８

４９

５８

９

１０

３５

一

４９

１

３

２〇

一 一

２３

１６

２１

４９

一

５

６

４

３５

一

７

１５

１０

５１

52  33

10  6

20  13

77

3

12

26

９‐

２９

８７

９‐

０

４８

‐９

４３

２２

6  10

15  25

7  12

52  59

16  32

27  35

18  27

77  69

22

34

19

81

9

16

6

57

不適項目が 1検体に 2項目以上の場合それぞれの項目数を件数とした

402 上水道水精密試験 前年と同様主として新設および増設の水道について試験を行なった.月 別検
査数および不適内容は表27,28に 示すとおりである.原水の不適率は昭和34年68.4%,35年 54.5%,36年

56.7%,37年61.4%,38年 76.0%,39年 74.0%と大差なく,給水については昭和34年 21。 1%, 35年 18.2

%,36年52.5%,37年36.2%,38年43.3%,39年 45。 0%と なっている。      (技 師 石飛 1旧汎)

表 27 月別水道水精密試験一覧

月
原    水
適   不適

給    水
適   不適

訓
｀

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

４

７

５

１

３

３

‐０

３

２

１

５

４

４８

４

１３

２７

１３

９

７

９

１６

７

Ｈ

Ｈ

ｌ０

３７

0

1

3

3

2

6

6

2

1

14

1

2

41

。0%

9

21

43

24

22

32

23

13

35

18

17

276

74。 0%不適率
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表 28 水道水精密試験不適内容

不   適   理   由
不  適  数
原水    給水

異   臭   あ   り
外 観 異 常

濁 度 過 量

沈 殿 物 あ り

蒸 発 残 留 物 過 量

pH    異     常
アンモニア性窒素,亜硝酸性
窒素同時検出

硝 酸 性 窒 素 過 量

塩 素 イ オ ン 過 量

過マンガン酸カリ消費量過量

度   過
過

ン ガ  ン 過
鉛   過
素   過

403 その他の水質試験 総件数は1,195件で,区分別,月 別件数は表29の とおりである。 また定性定
量の項目別件数は表30に示した.

表 29 そ の 他 の 水 質 試 験 一 覧

０

７３

８３

１

３７

０

４‐

０

４

２７

７

８８

４９

４

２

０

１

６

４９

４２

０

量

量

量

量

量

量

量

量

量

性

出

過

　

　

過

場

こ

類
　
　
過

牧

―

械

レ
　
　
　
グ

群

過

素

菌

　

ン

菌

細
ッ
般

腸

ァ

硬

鉄

マ

亜

砒

フ

鉛

フ

一
大

シ

ェ  ノ  ー

月 男ll
区 分 言ト

123456 7 89101112

９

４８

０

‐３

７１

０

5

122

1

22    37     139

25

51

11

()

1

b

析

析

鉛

分

分

ノチ

性

量

エ

定

定

四

農

　

汚

〕康JPo C・ P本
lパ ラチオン

表 30 そ の 他 の 水 質 試 験 項 目 別 件 数

項   目  定性 定量 項   目  定性 定量 項   目  定性 定量

透視度,濁 度
蒸 発 残 留 物

不 溶 解 性 物 質

PH
酸度,ア ルカ リ度
アンモニア性窒素

亜 硝 酸 性 窒素

硝 酸 性 窒 素

C。 0.D
B.0。 D

一

１

１

９

１

０

ム

ム

ム

ム

度

ウ

ウンヽ

シ

不ヽ

ル

グ

ナ
カ

カ

マ

一嶼

７

２７

９

一

％

２９

３

３

５２

９４

３１

一

一

９５

一

３

３

２

一

一

D。 0。

ト リ ウ
リ  ウ

鉄
マ ン ガ ン

有 害 金 属

ヒ     素
塩 素 イ オ ン

ン

酸

酸

物

ン

オイ

ン

イ

化

ア

酸硫

リ

ケ

硫
　
シ
　
フ
　
そ

ェ ノ ‐― ル′類

の  他

計 164
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一般水質試験の本年の依頼試験件数は昨年の約 2倍に増加している.こ のうち問題となったのが多数あ

った。まず簡易水道の給水に許容量 10 0ppm以上の亜鉛が含まれるものがあったことで, 3月 下旬頃に茶

山団地の給水が煮沸により自濁することが報告され,調査を行なった結果,給水中に約 3ppmの亜鉛を含
有していることがわかった。また 6月 には警弥郷分譲住宅においても給水中に亜鉛が検出され,そ の量は

最高 26ppmで ぁった。前者は市水道への切 り̀換 えが行なわれ,後者はビニールパイプに取 り換えられた。
つぎに筑紫町伯玄町において某石膏会社の原料の堆積による付近家屋井水の汚染が報告され,調査を行な
った結果,井水中にリン酸イオンが検出され石膏原料中の成分の浸透が考えられた.な お原料分析の結果
フッ素イオン, リン酸イオンが検出され,さ らに微量ではあるがシアンイオンが認められた。しかし付近

井水からはシアンイオンは検出されなかった。このため堆積された石膏原料はとり除かれた.つ ぎに農薬
ペンタクロルフェノールによる井水,河川水の汚染が各地に認められた.こ のほかし尿による汚染調査と

して,春日原米駐留軍基地およびその周辺の米人住宅よりのし尿浄化そう放流水が,民家の井水を汚染し
ているという苦情があり,大野町役場の依頼により周辺一帯の河川側溝の水質を検査した結果,基地付近
の河川および側溝水はそれほど汚染されておらず,む しろ米人住宅周辺の側溝の汚染が著しかった.なお

各民家の井水検査の結果不適が多かったが, これらし尿浄化そう放流水による汚染によるものかどうか判

然としなかった.

また久留米市においては現在90,000人 のし尿消化そうが 1施設あるが, 人口は約160,000で全 し尿の処

理が不可能であるため八女郡広川町の高台に貯留池をつくり余剰し尿を投棄しているが,そ の貯留池の下

方にかんがい用水池があるため, し尿の浸透,流入による農作物の被害および人体に対する障害の危険性

があるという苦情が付近民家より出され,かんがい用水池,側溝の水質を調査した結果,対照として貯留

池より離れた池の水よりかなり多くのアンモニアを含んでいることを認めた。

また直方市郊外の農家において水田作業者がほとんど例外なく皮膚炎にかかるという報告があり,調査

を行なった,水田のかんがい用水には市下水がかなり流入していたが化学的試験においてはその原因と思

われるものはなく,北海道その他の地区において同様な現象が報告されていることから考えてセルカリア

による水田性皮膚炎ではないかと推定されたが,確認調査を行なうにいたっていない。

このほか甘本市福田町の一民家の井水よリクロルピクリンが検出された例があった.原 因は不明であ
る。                              (技 師 石飛昭汎・技師 小串寿明ほか 3名 )

5環 境 衛 生 試 験

5ol 大気汚染調査

50101 福岡市における降下ばいじん量の測定 昨年に引き続き福岡市内 5ヵ 所の降下ばいじん量の測
定を行なった.                        (化 学試験課長 大田 寿・技師 石橋龍吾)
50102 福岡市,北九州両市における自動車排気ガス調査 昨年に引き続き福岡,北九州両市の自動車
排気ガス調査を行なった。調査方法, 調査内容などについては昨年の結果を検討の上, 全面的に変更し

た.こ れは昭和40年 3月 福岡県衛生部「」“福岡県における大気汚染第 4号"に記載した。

(化学試験課長 大田  寿・専門研究員 中村幸男・技師i 石橋龍吾)

50103 北九州帆 小野田セメントエ場公害調査 ばい煙規制法による和解の仲介の申立てによる資料
として環境衛生課依頼により工場地区住宅の屋根その他より試料を集収し,成分分析を行なった。収集試
料 18種について JIS試験法などによリセメント成分の定量を行なった。

(化学試験課長 大田 寿。研究員 森  彬)
502 遠賀川水質汚濁調査 遠賀川の水質汚濁調査は今年 も継続されているが,筑豊炭田の大部分の炭
坑は休廃山し,現在まで汚染の原因となった洗炭排水の流人は著しく減少し,透視度,懸濁物,過マンガ
ン酸カリ消費量などは減少しているが,洗炭水の流入が少なくなったため,都市下水の影響を著しく現わ
してきている.すなわち,河川水中に窒素成分の含有量が増加し,特に,ア ンモニア性窒素,亜硝酸性窒
素の増加は著しい場合がある.
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筑豊地区の人口は現在減少する傾向を示しているが, 遠賀川流域全地区からみると, 大きな変動がな

く, この現象は,人口の増減によるものではなくて,炭坑の坑内水の河川放出および洗炭水の河川流入減

少により,河川の流量の不足から生じてきた現象と考えられる.それによって,本河川の汚濁は,炭坑の

整理により, 現在までの洗炭水による汚濁よりも, 筑豊各市町村による人口汚濁の傾向を示すと考えら

れ,本河川の汚染調査も炭坑不況とともに新しい対策を必要とするように考えられる。

(研究員 脇元 作郎)
5o3 多々良水系水質汚濁調査 昨年につづいて公共用水域の水質保全に関する法律 (昭和33年法律第
18号)に もとづき,厚生省の委託により,「昭和39年度に多々良川およびその支流の水質汚濁調査を行なっ

た。篠栗川上流の新高田鉱業所は昭和39年 3月 に採掘停止になったにもかかわらず,河川水中に含まれる

硫酸イオンは38年度操業中の河川水の含量と大差がなかった.しかし久原川の硫酸イオン含有量と,他の

3河川 (38年対象)水中の硫酸イオン含有量との間には明らかに差が認められた.

(研究員 森本昌宏・技師 平古場朗・技師 石飛昭汎)
504 陸水および食品の放射能調査 科学技術庁の委託により実施中の放射能調査の測定件数 (昭和39

年 4月 -40年 3月 )は 183件である.こ のうち測定件数は137件で内訳は陸水18,食品30,土壌 4,雨水85

件である.なお分析試料として放射能線医学総合研究所および分析化学研究所に送付した。

(研究員 森  彬・研究員 森本昌宏)

表 31 調 査 試 料 お よ び 件 数

試 滲| 試 が|
件  数

測定分  送付分
件  数

測定分  送付分

4

6

一
　

一
　

一
　

一　

６

　

　

　

４６

一

６

３

３

４

２

一

　

”

な

乳

な

鯛

　

　

食

力)

米

麦

常

　

計

た

牛

ふ

小

日

６

一

一

４

１２

一

一

４

４

６

６

６

４

８５

４

４

４

一

水

水

水

壌

り

根

卓

つ

菜

ち

　

ノ

ベ

水

　

う

や

上

下

河

土

雨

大

ほ

き

自

5o5 その他の環境試験
505ol 室内環境試験昭和39年中に行なった室内環境試験は表32に示すとおりである。

(研究員 森

表 32 室内環境調査測定場所および件数

項

彬 )

目 場 所 件数

室内環境総合試験

じ ん 埃 測 定

炭 酸 ガ ス 測 定

騒 音 測 定

温 度 測 定

県 庁 内 理 髪 室

福岡県視聴覚ライブラリー事務室

東京銀行福岡支店

富士銀行博多支店

日本興業銀行福岡支店

|

l

50502 駐車場内の排気ガス調査 福岡市内某会社による依頼により,地下自動車駐車場内の排気ガス

調査を行なった.駐車場面積 2881。 044m2で収容能力70台で,換気は自然換気 (出入スロープによる)と

排気 (1lKW-15HP)給気 (5。 5KW_7.5HP)を 用いている。結果は次のとおりであった.

(化学試験課長 大田 寿・専門研究員 中村幸男・技師 石橋龍吾)
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表 33 排気ガス調査結果

測定時刻  通過台数

9

10

11

12

1

2

3

4

15

21

19

11

10

22

33

17

0。 015

0。 014

0。 018

0。 018

0.020

0。 018

0。 017

0。 021

20。 3

32。 0

28。 8

40。 3

34.6

50.0

37.9

6鉱 泉 分 析

昭和39年中に実施した温泉分析は,小分析30件, ラドン測定 9件,中分析 8件である.中分析 8件のう
ち温泉に該当しないものが 2件あった。                      (研 究員 中村俊夫)

研 究 業 務

本年度当課で計画または実施した研究事項は次のとおりである。

本年度内に研究完了したもの

1)福岡県における放射能調査
2)多 々良川水系の水質汚濁調査
3)人工甘味剤の各成分の定量
本年度継続中のもの

1)自動車排気ガス調査

本年度新規に研究を開始したもの

1)大牟田市大気汚染調査

当課の研究業績のうち昭和39年内に学会,誌上発表したものについて以下に抄録する

1 福岡県における放射能調査
森本昌宏・森 彬 第 6回放射能調査研究成果発表会 昭和39年 11月 27日

科学技術庁の委託により引き続き実施中の1963年度の陸水 (上水,下水,河川水)および食品 (野菜,
穀類,水産物,牛乳)その他土壌の放射能測定調査を行なった結果,その概要は次のようであった。

陸水は一般に測定値が低く,増減の傾向は明らかではないが,従来と比較して大きな差は認められない
ようである.ただ下水が他の陸水に比べてかなり高い値を示している。これは従来からの傾向で,下水は

蒸発残査が多く,ま た採水場所 (市下水処理場)が河口に近く,海水の浸入があるため K40に よる影響が
あるのではないかと考えられる.その最高値は 67。 8± 20.3μμC/Jであった.

食品は穀類中小麦が玄米に比べてかなり高い値を示している.すなわち玄米の最高値 26.4± 4.9μμC/
500mg灰 (除K)に対し,小麦の最低値が 105± lμμc/500 mg灰 (除 K),最高値は 113圭 lμμC/500mg
灰 (除 K)であった。また野菜は従来どおり地上葉菜類中ほうれん草,大根葉部の値がかなり高く,それ
ぞれ最高 68。 9± 6.8μμc/500mg灰 ,138± 7μμc/500mg灰 を示した。魚員類ではふなが 32か ら 57μμC/g

灰を示しており,従来より若干高い値を示しているようである.またしじみは 131か ら 240μμc/g灰と
やや高い値が計測された.なお市販の牛乳については 4か ら 18μμc/500mg灰 程度であったが,6月分の
み 160μμc/500mg灰の高い値を示した.

土壌の放射能は従来と大差はないが,当然の傾向として上層,中層,下層の順に値が減少している。

ス
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2 スルファニル酸による亜硝酸イオンの分解と Griess Romijn硝酸試薬による硝酸イオンの検出
森本昌宏 0平古場朗 分析化学 13(5),466-468,昭 和39年 5月 5日

Griess Romijn硝 酸試薬 (Griess Romijnを以下 GRと 略す)によって水中の硝酸イオンを検出する
場合,亜硝酸イオンが共存するときにはあらかじめこれを分解しておく必要がある.従来分解剤として使
月lさ れているものには,ス ルファミン酸,窒化ナトリウム,尿素,ア ニリンなどがあるが,ス ルファミン酸お

よび窒化ナトリウムは添加量の過剰が,硝酸試薬による硝酸イオンの検出を妨害する。またアニリンはそ
の試薬の性質上,取 り扱いに注意を要し不便である。著者 らはスルファニル酸を用いて亜硝酸イオンの分
解を試みたところ,塩酸を用いて亜硝酸イオン含有水の pHを 約2.0と し,ス ルファニル酸約0。 02gを添加
し,沸騰水浴中で約 10分間加温すれば窒素濃度にして約 5ppmの亜硝酸イオンが分解されることがわかっ
た.その確認法は分解後の液に GR亜硝酸試薬を添加し,呈色の有無を光電分光光度計 (目 立 EPU-2A

型)|こ より測定した.ま た亜硝酸イオンと硝酸イオンを共存させた試料水について亜硝酸イオンの分解操

作を行なったのち,GR硝 酸試薬により共存硝酸イオンを呈色させ吸光度を測定した結果,硝酸イオンの
検出状態は正常であった。本法の特徴は分解剤スルファニル酸が,GR亜 硝酸ぉょび GR硝酸試薬の構成
試薬であることと,亜硝酸イオン分解操作後,液中に残存する過剰のスルファニル酸,ま た分解により生
成されるオキシベンゼンスルホン酸やアゾオキシベンゼンスルホン酸が硝酸イオンの検出に妨害を与えな

いことなどである。本法を (硝酸イオンの検出も含めて)用水,排水に適用した結果,ご くわずかな例を

除いて,亜硝酸イオンの分解,硝酸イオンの検出にともによい結果が得られた.



試 験 番 号

表 34 温 泉 中 分 析 試 験 成 績

33。 0℃ (気温 14。 6℃ )

8。 95(23.2°C)

9。 0(18。 5°C)

約 43。 6″min

O.32

0。 9984

184。 7距/kg

-97-

第 54 号

二 日 市 温 泉

よ  し  の  湯
筑紫郡筑紫野町塔原宇注蓮木140の 1

増  田  曽 二 次

36.2℃ (気温15.6℃ )

8。 7(23℃ )

8。 8(17。 8℃ )

約 91.28″ min

53.07

0.9989

711。 8電/kg

暉

名

名

地

者頼

泉

泉

出

依析

温

源

湧

分

度
地
室
量
動
重
物

Ｍ

温

験

豪

留

水

含
　
　
残

現

試

泉

　

　

　

　

ン

Ｊ
ｌ

　

　

　

発

源

ＰＨ

揚

ラ

比

蒸

カ

チ

オ

ン

ド

K十

Na+

NH4+

ca2+

Mig2+

Fe2+,Fe3+

LIn2+

A13+

計

Cl―

so12-

HC03~

C032-

HS―

B02~

HSi03~

Si032-

As02~

OH―

計

4.661      0。 1192

257.2       11.187

11。 79

0.127

0。 035

0.D883

0.0100

0。 0013

1。 00

93.94

4。 95

0。 08

0。 01

0。 02

100。 00

87。 30

3。 34

7.16

0。 18

0。 25

1。 04

0。 66

0.01

0.01

0.05

100。 00

水

一
地

中

に
含
有

す

る
各

成
分

お
よ
び
そ

の
量

解

　
　
　
　
離

成
　
　
　
　
分

ア
　
　
　
一一　
　
　
オ

　
　
　
ン

0.022

273.835

368。 5

19.11

52.04

0.657

0。 979

5。 327

6.014

0。 034

0.064

0。 107

452.832

726。 667

millimol
O.183      0。 0017

14.54      0。 3318

48.82      0。 625

790。 21

0。 154      0。 0035

0.017      0。 0005

790.381

単純温泉 0放射能泉
39。  2.27

0.0024

11。 9082

10。 3928

0.3978

0。 8529

0.0219

0.0296

0。 1244

0。 0780

0.0039

0。 0006

0.0063

11.9052

解 離 成 分 総 量

r HAs09

輩解馨 I HB。 2ム″N  ノJ t H2Si03

溶 存 物 質 総 量

ガス成分{::ζ
総    成 分

質

日

泉

分 析 年 月

第 53 号

筑  後  月1 温  泉
楓        湯

浮羽郡浮羽町大宇古川宇近瀬1105の 4

佐  藤  謹  次

0.0054

泉

嘔
le519

55.12

201。 96

0。 0388

2.3970

1。 48

91。 72

6.32

0.24

0.04

3。 312

0.075

0.031

o.1653

0.0062

0.0011

0。 20

100。 00

21.26

6.74

66.12

2.76

0.24

2.47

0.00

0。 03

0.38

100.00

0。 0064

0.0647

0。 0001

0.0007

0.0100

2.6240

Inillilnol

O.0013

0。 0106

0。 3235

228。 073

単 温

２１

純

３９

0。 0051

2.6135

0.5579

0。 1768

1。 7349

0。 0725

0.041

60。 103

19.78

8.491

105。 9

2.175

0.274

4。 988

0.004

0。 075

0。 170

141。 857

0。 14

0。 465

25.27

227.835

0.238
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試 験 番 号

{

発   残

泉

泉

出

依

水

ド ン 含

泉

現

試

析

温

源

湧

分

源

ＰＨ

揚

ラ

比

蒸

名

名

地

者頼

度

地

室

量

Ｄ

重

物

Ｍ

温

験

訳

留

カ

チ

オ

ン

K十

Na十

NH4+

ca2+

Mig2+

Fe3+,Fe3+

■In2+

AL13+

計

Cl―

S042-

HC03~
C032-

1‐IS―

B02~

HSiOs―

Si032-

As02~

OH―

計十

水

一
地

中

に
含
有

す

る
各
成
分

お
よ
び
そ

の
量

解

離
　
　
　
　
成
　
　
　
　
分

ア

　

　

一一
　

　

オ

　

　

ン

離
分
解非
成

泉

分 析 年 月

解 離 成 分 総 量

HAs02
HB02
H2Si03

溶 存 物 質 総 量

r C09ガス成分 (H2ξ
厄え総 分

質

日

第 55 号

表 34温 泉 中 分 析

第 56 号

吉  井  温
福

浮羽郡吉井町215

尾  籠  フ ク

25。 6℃ (気温20.0℃ )

7.6  (20。 0)

7.7(14.5℃ )

約 111.8″ min

3。 16

0。 9987

145.2電/kg

電

3.602     0。 0921

12.23      0.5319

筑  後  川1 温  泉
ち  か  ぜ  湯

浮羽郡浮羽町大宇古川宇近瀬1099の 11

平  川1  利  夫

29.4° C(`烹 i2品、26。 0°C)

8。 0(25.4° C)

8.1(28℃ )

約 100.5み仕nin

3。 59

0.9983

165.5曜 //聴

泉

湯

12.83

4.824

0.082

0.016

33。 584

7。 063

5。 208

81。 89

0。 120

0。 009

95。 115

128.699

83。 71

212.409

2。 667

215。 076

単

0.6402

0.3967

0.0029

0。 0018

1.6656

o。 1992

0.1084

1.3421

0。 0040

0。 0005

1。 6649

38.44

23。 82

0。 17

0.11

100。 00

11.97

6.51

80.61

0。 24

0。 03

100。 00

昭
0。 53

34.26

13.77

1.283

0。 069

0。 019

49。 931

15。 82

8.903

98。 55

0。 594

0。 069

0。 956

0。 221

125。 113

175。 044

0。 032

0.925

38.74

214。 741

1。 312

216。 o53

単

0.0136

1.4901

0。 6871

0。 1055

0.0025

0。 0021

2.3009

0.4461

0.1854

1。 6150

0.0198

o.oo16

0.0124

0。 013

2.2933

millimol
O。 0003

0。 0211

0.4960

0.0298

純  温
39. 6.17

0.59

64。 76

29.86

4。 59

0。 11

0。 09

100.00

19.45

8.09

70。 42

0.86

0.07

0.54

0。 57

100.00

0。 825      0.0107      0.64

millimOl

1。 0717

0。 0606

純  温
39. 4.13

泉 泉
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試   験   成   績  (つづき)

第 57 号

北九州市小倉区大宇葛原宇大道 72

安  1音   J曽  夫

16。 8℃ (気温30。 2℃ )

6.7(18.5℃ )
6。 65(28℃ )

().73

0.9983

132電 /1、g

嘔
1.978

15.11

0。 628

19.83

3.362

()。 625

().105

41.638

14.38

22.01

72.98

(D.ol16

2.0611

0.4055

(〕 。4582

1。 1960

第 58 号

町大宇英彦山宇中の尾

富  鉄 之 助

田川郡添田
19956D)2

電
1.059

19。 8℃ (気温 27。 4°C)

8。 5(20.0°C)

8.65(29。 0℃ )

().3

0。 9989

612電/kg

中

0.0505

(〕 .6572

0。 0348

(〕 .9895

{〕 .2951

0。 0224

0.00(〕 1

2.()598

2.45

31.88

1.69

48.02

14.31

1.09

0。 56

100。 00

19.69

22。 25

58。 06

0。 00

1()0。 00

228。 1

1.628

t).864

().106

().004

231。 761

9。 803

3.172

574。 9

6。 985

(3。 085

599。 378

831.139

0.0271

9.9191

0.0812

0。 0711

0.0038

0。 0004

10。 1027

0.2765

0.0660

9。 4213

0.2328

().0050

10.0591

0.27

98.18

0.80

0。 70

0。 04

0.00

99。 99

2.75

0。 66

93.66

2.31

0.05

100。 00

4.433      0。 0575      0。 57

0。 0(〕 2

109.372

151。 01

24.37

175。 38

18。 61

195。 99

nrillinrol

t).312

0。 4229

39. 7.21

InillilnOl

44.91

876。 049

2.135

().575

0。 0485

878.184

温泉法にいう温泉

39。  9。 19

milliVal%
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表 34  温 泉 中 分 析 試 験 成 績 (つづき)

第 59 号

名

名

地

者頼

泉

泉

出

依析

温

源

湧

分

試 験 番 号

源   泉   温 泉

地

室

。)

重

物発 留

っH ィ現
｀試   験
水

ド ン 含 有 量 (M.E

吉 井 温 泉

浮羽郡吉井町大宇千年字宮淵629の 1

戸  次  鎮  侯

39。 0℃ (気温23.8°C)

6.8

6.82(24。 0°C)

0.95

0.9995

1,121電 //kg

第 60 号

脇  山  温  泉
主 基 鉱 泉

早良郡早良町脇山大宇大楽2693の 1

佐  々 倉  重  敏

18.9°C(気 温 19。 5℃ )

9。 5

9.65(20。 5'C)

約 8.62■ min

2.22

0.9983

121電 /聴

mg
O.424

37.31

残

揚

ラ

比

蒸

カ

チ

オ

ン

K+

Na+

NH4+

Ca2+

RIg2+

Fe2+,Ire3+

》In2+

A13+

言十

Cl―

S042-

HC03~

C032-

I‐IS―

B02~

HSi03~

Si032-

As09-

OH―

言十

電
12.88

160。 7

127。 7

89。 08

1.685

0。 028

392。 073

67。 49

2。 401

1167。 0

().086

().231

0.3294

6.9896

6。 3722

7.3256

0。 0603

Oe0031

21.()802

1.9034

0.0499

19。 1219

0。 0020

0。 0030

1.56

33。 16

30。 23

34。 75

0。 29

0。 01

100。 00

9。 03

0。 24

90。 71

0。 00

0。 00

1.220

().495

0。 038

1.286

40。 773

10.78

10。 02

67。 97

6。 358

().680

97.29

138。 063

29。 88

167.943

167.943

0。 o108

1.6228

0。 0608

0.0407

0。 0014

0.142リ

1。 8794

0。 3041

0。 2086

1。 1129

0.2119

0.04

1。 8975

0.57

86.35

3.24

2.17

0。 07

7.60

100。 00

16.03

10。 99

58。 65

11.17

2.11

100.00
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1.542      0。 0200      1.05

溶 存 物 質 総 量

r CO,ガス成分 (I12ξ
ヵヽ

1237。 208

1629。 281

21.0802    99.98

1.644

164.3

1795.225

166。 5

millimol

O.0375

2.1038

3。 7824

1961.725

単純温泉,含土類重曹泉
39。 10.30

解 離 成 分 総 量

非 解 離
成  分

HAs02
HB02
H2Si03

|

ノ
l

t

Inillirrlol

0.3826

総 分

質

日

泉

分 析 年 月 39。 11.25
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学 術 関 係 事 績

講  師  派  遣

昭和39年 ,依頼により下記の指導講習会,講話などに当所の職員を講田jと して派遣した.

年 月 日  場 所    派遣職員職氏名   種 別 講習会名・演題名  対   象  依 頼 者

39.6.4-5 福岡県衛生研究所 専門研究員 中村 幸男 講習会 保存料試験講習会 県 下 保 健 所 福 岡 県
食品衛生監視員 公衆保健課

39。 11.20   福岡県衛生研究所 専門研究員 田中 恭生 研修会
 穆墓
検査技術者研 福岡

藤暮賣 6名  福 岡 市

39。 12.5,19 福岡市福岡保健所 研 究 員 山本 英穂 講習会 衛生害虫同定講習 福岡市保健所そ 女重 冊 古
会 (蚊の部)   族こん虫担当者 :口  :劇  ::・

研 修

「
11・マ和39年,研修のため下記のとおり各種講習会に当所職員を派遣した

年 月 日 場 所 ,F【遣職員職氏名 講 習 会 名 称 主 催

39. 5.19-21

39. 6. 8

同上

同上

39。  7. 2-4

同上

同上

39◆  7. 8- 9

同上

39.11.11-13

39.11。 17-19

39.11。 25-28

39. 1。 10-3.27

39. 3. 9-11

同上

同上

大阪府公衆衛生研究所

福 岡 市 電 気 ビ ル

同   _L
同    上

九 州 大 学 薬 学 部

同   上
同    上

福 岡 市 電 気 ビ ル

同   上
国 立 衛 生 試 験 所

国 立 衛 生 試 験 所

国 立 公 衆 衛 生 院

国 立 予 防 衛生研究所

同    上
同    上

専門研究員

研 究 員

専門研究員

研 究 員
化 学 課 長

技   師

細 菌 課 長

専門研究員

研 究 員

田中 恭生
脇元 作郎
平古場 朗
石飛 昭汎
平市場 朗
石飛 昭汎
中村 俊夫
大田  寿
森本 昌宏
中村 幸男
森   彬
大田  寿
平古場 朗

坂本サツキ

大塚  悟
武原 雄平

師

師

師

師

員

長

員

究
螺
究

‥

学

‥

技

技

技

技

研

化

研

食品衛生特殊技術講習会(細菌)

水  処  理  講  習  会
同      _L
同      上

分 析 化 学 講 習 会

同    上

同      上
JIS工 場排 水試験方法講習会

同     上
食品衛生特殊技術講習会(化学)

薬 事 試 験 担 当 者 講 習 会

大 気 汚 染 講 習 会
衛生特別課程講習会

第20回衛生工学科

防 疫 技 術 者 講 習 会

同    _L
同    上

厚   生   省
日本水処理工業連盟

同   上
同   上

日 本 分 析 化 学 会

同   上
同   上

日 本 規 格 協 会

同   上
厚   生   省
厚   生   省
日 本 分 析 化 学 会

厚   生   省

厚

同

同

省

上

上

研 究 業 績 覧  (昭和39年 1月 -12月 )

学 会 発 表

医 学 生 物 学 関 係

1)ビブリオの硝酸還元反応について。常盤 寛 :第 13回 日本伝染病学会西日本地方会,徳島市,昭和
39年 6月 7日

2)昭和38年度福岡県築上地区におけるポリオの血清学的ウイルス学的調査について.坂本サツキ 0武
原雄平・長谷川孝志 :第 13回日本伝染病学会西日本地方会,徳島市,昭和39年 6月 7日
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3)1963年 福岡県におけるコガタアカイエカの日本脳炎ウイルス保有状況.山本英穂・高橋克己 0真子

憲治 :第 16回 日本衛生動物学会大会,熊本市,昭和39年 4月 7日
4)昭和38年福岡県における日本脳炎患者の血清学的反応検査成績について.真子憲治・大塚 悟・高
橋克己 :第 13回 日本伝染病学会西日本地方会,徳島市,昭和39年 6月 7日

衛生工学 0衛生化学関係

1)福岡県における放射能調査.森本昌宏 0森 彬 :第 6回放射能調査研究成果発表会,千葉市,昭和
39年 11月 27日

誌 上 発 表

医 学 生 物 学 関 係

該当論文なし

衛生工学 0衛生化学関係

1)ス ルフアニル酸による亜硝酸イオンの分解と Griess Romijn硝酸試葉による硝酸イオンの検出.

森本昌宏・平古場朗 :分析化学 13(5),466-468,昭 和39年 5月 5日
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所 内 人 事 異 動 (昭 和39年 1月 -12月 )

職  名  氏  名 (所 属 課 名)日  付 入 退 所 の 事 由

技 庭

栗

崎

橋

山

崎

大

梶

大

石

本

篠

庶務課長

〃
　
　
〃
　
　
〃

真紗子

ミ ホ
靖 彦
龍 吾
動

茂

(化学試験課)

(細 菌 課)
(化学試験課)

( 
〃  )

(庶 務 課 )
(  

〃   )

39。  4.10

39。  4.13

39。 10.23

39。 10.23

新 規 採 用

北筑前福祉事務所に転任

朝倉病院から転任

職 員 名 簿 (昭 和39年 12月 31日 現在)

尤任
日
所属課名  職   名  氏   名  辱

30. 4.25

39。 10.23

33. 3.16

34。  4. 1

30. 4. 1

37. 7.21

32. 1. 1

24。 10. 1

24.10. 1

33. 6。  1

38. 4. 1

39。  4。 13

24.10。  1

24.10. 1

24。 10。  1

24。 10. 1

29。  7. 1

36. 8.17

32.10。  1

30。  4.25

衛生生物課

化学試験課

専門研究員

専門研究員

研 究 員
技   師

課   長
専門研究員

研 究 員

技   師

24。 10. 1

24.10. 1

34。  8.16

34。  7. 1

24.10. 1

24.10. 1

24.10。  1

24.10。  1

24.10。  1

25. 3. 8

31. 8. 1

28.11. 1

31. 1. 1

38. 1。 4

37.12.24

39。  4.13

39. 4.10

39。  4。 13

30.12.16

25。 11。 30

35。  4。  1

生

悟

穂

愛

エ

ヱ

乃

寿

男

夫

彬

郎

宏

汎

朗

彦

子

吾

明

子

子

ル
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綺
ツ　
　
　
　
　
　
　
士心

恭

　

英

豊

ハ

ハ

清

　

幸

俊

　

作

昌

昭

　

靖

真

龍

寿

政

登

場

中

塚

本

波

屋

藤

保

田

村

村

　

元

本

飛

ゴ

崎

庭

橋

串

手

山

型

　

　

　

　

　

　

保

田

大

山

灘

文

佐

久

大

中

中

森

脇

森

石

平

大

大

石

小

井

久

主   事 友 納   新
〃   松 崎 不」 子
〃   清 原 信 子

所  長 真 子 憲 治
庶 務 課  課  長 篠 崎  茂

子

満

月上

田

井

永士

〃

缶

所属課名  職   名  氏   名

細 菌 課

衛生生物課
課   長
(所長兼任)

キ

平

寛

志

ホ

タ

枝

シ

子

子

正

子

治

ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

サ

雄

　

孝

ミ

ツ

幸

キ

照

澄

一

い

憲

本

原

盤

川

栗

原

田

田

松

井

田

内

子

谷

坂

武

常

長

梶

梶

勝

石

重

武

園

武
　
真

長

員

師

究

　

〃

〃

〃

″

〃

〃

″

〃

〃

課

研

技
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